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　　　　　プロローグ







「少しずつとは、具体的においくらですか？」

　スーツ姿の男はそう訊きいてきた。歳としは四十代半ばといったところか。口調こそ丁てい寧ねいだが、その目はこちらを責めるように射抜ぬいている。

「できれば……１万円くらいで……」

　勇ゆう司じはうつむいたままそう答えた。そう答えるしかなかった。前に座っている男の目を見ることができなかった。

　三月、平日、午後のファミレス。主婦たちが楽しそうにお喋しやべりをしている中、隅すみの席で勇司は小さく背中を丸めていた。

　緊きん張ちようや恐きよう怖ふが入り混じり、さっきからずっと心臓が高鳴っている。騒さわがしいファミレスでなかったら、音が聞こえてきそうなくらいだ。

「１万円では承しよう諾だくできません。単純計算で３２４ヶ月、三十年近くかかる計算ではないですか」

「今は１万円ずつしか返せませんけど、これからちゃんとした仕事が見つかれば、もっと増やしていけると思うんです」

「現在はアルバイトですよね。就職の目め処どは立っているんですか？」

「いえ……」

　男は一つ息をついた。これは諦あきらめの仕草だろうか。

　申し訳ないとは思う。でも、どうしようもないのだ。勇司の少ない収入では、これが限界なのだ。

「失礼ですが、ご家族にご相談はされましたか？」

「……っ！　その、親には迷めい惑わくかけられないんです。絶対に返します。返しますから……」

「そう言われましても、現に返済の目処は立っていないではないですか」

　まるで機械のように感情のこもっていない声で、反論の余地がない言葉。勇司は言葉に詰つまってしまった。

「そうかもしれませんけど、どうしても……それは……」

　男はやっとコーヒーに口をつけた。勇司の前にもコーヒーが置かれているが、なんとなく手を伸のばしにくい。喉のどはすっかりカラカラだ。

「しかし現状では……」

　遮さえぎって、勇司は腰こしを上げた。テーブルに両手をつき、頭を下げる。

「借りたお金は何年かかっても必ず返します！　どこにも逃にげません！　だからもう少し！　もう少しだけ１万円で待ってください！　お願いです！」

　店内に勇ゆう司じの声が響ひびく。客の視線が集中し、前に座る男は困ったような顔で勇司に座るように促うながした。

「あの、まあ、ご返済の意思はわかりました。……今月は１万円で構いませんので、月末までにお振ふり込みをお願いします。しかし、長期にわたり返済の目め処どが立たなければ、当社も別の方法での回収を検けん討とうせざるを得ませんことをお伝えしておきます。……ここの支し払はらいはしておきます」

　そう話を打ち切り、男は伝票を持ち、席を立った。勇司も立ちあがり、「すみません」と深く頭を下げる。

　男が外に出て行ったのを確かく認にんして、勇司は座り、ぐったりと背もたれに体重を預けた。ぬるくなってしまったコーヒーを喉のどに流し込む。

　怖こわかった。

　まだ心臓は落ちつかない。

　どうしよう。

　コーヒーカップが小さく小刻みな音を鳴らしている。手が震ふるえていた。

　確かに、あの人の言う通りなのかもしれない。現状、勇司一人の力ではどうにもならない。となれば、親に打ち明けて協力してもらうしかない。でもそれだけは避さけたかった。これ以上、苦労をかけるわけにはいかないのだ。

　かといって、他ほかにいい方法など思いつかない。アルバイトは増やす。だが、それでも月の収入が２、３万増える程度。全部返すには途と方ほうもない時間がかかる。

　つい声が大きくなってしまったが、借りたものは返さなければいけない。当たり前のことだ。逃にげるつもりも、破産するつもりもない。

「くそっ……」

　思わず悪態が声に出る。人間、追い詰つめられると本当に頭を抱かかえるのか。

　男が言っていた、別の方法での回収とは何だろう。やっぱり差し押さえというものだろうか。でも、差し押さえる物なんて何もないし。

　テーブルに突つっ伏ぷした勇司。その時ふと、近くに人が座る気配があった。さっきの人が戻もどってきたのだろうか。何か伝え忘れたことでもあったのだろうか。また責めるような目で見られなければいけないのか。

「今の話、嫌いやでも聞こえちゃったんだけど」

　しかし、聞こえてきたのは女の人の声だった。もちろん知らない声で、隣となりの席の会話かと思ったが、会話の相手からの返事はなく、自分に言っているのだと気づく。

「すみません。こんなところで大声出してしまって……」

　他の客には迷めい惑わくをかけてしまった。そこは謝るしかない。

「今の、消費者金きん融ゆうの人ね」

「え？　まあ……はい」

　顔を上げず、半ばヤケになって勇ゆう司じは答えた。前にいる人が誰だれだろうと構わない。抱かかえているものを外に吐はき出さないと、爆ばく発はつしてしまいそうだった。

「借金あるんだ。いくら？」

「全部で１０００万……」

「あー……、今のところだけじゃないのね。バイト代だけじゃ何十年かかるかしらね」

「わかってます……わかってるんです」

　どうして見ず知らずの人にこんなことを話しているのだろう。聞いたって何一つ楽しくない話を。

「逃にげちゃえばいいじゃん。しばらく逃げ回れば、あっちも諦あきらめるんじゃない？」

　その言葉に反応して、勇司は顔を上げた。

「逃げるなんてっ……！　そんな筋すじ違ちがい、できるわけないじゃないですかっ！」

　顔を上げた先に、美人がいた。

　誰、この人。

「でも、簡単に返せる額じゃないでしょ？」

「それでもっ……。何十年かかっても、借りたものは返します。それが……俺なんかができる、最低限のことです」

　するとその美人は、口の端はしをつり上げて不敵な笑えみを見せた。

「よし！　気に入った」

　どうやら気に入られたらしい。意味わからないけど。

「あの……今さらですけど、どなたですか？」

　当然の疑問が当然のように声になって口から出ていった。

　しかし美人は勇司の質問には答えず、テーブルに肘ひじを、手のひらに顎あごを載のせ、ぐっと勇司に顔を近づけたのだった。

「君の借金、私が肩かた代がわりしてあげる」

「……は？」

「でもその代わり、私の下で働きなさい」






　　　　　１







　四月十七日、午前八時、三〇階建てのオフィスビル。その十六階に菱ひし見み勇ゆう司じはいた。慣れないスーツにネクタイという姿である。朝、ネクタイの結び方がわからなくて調べていたら遅ち刻こくしそうになった。結果、ハンカチを忘れた。

　エレベーターを出て入口に向かうと、そこで彼女は待っていた。

「おはようございます」

「株式会社ＫＴカードへようこそ。入社おめでとう、勇司くん」

　一ヶ月前にファミレスで出会った美人、三みつ井い澄すみ花かは、白いカットソーに膝ひざの見えるチェックのスカートという姿で勇司を迎むかえた。茶色がかったストレートの髪かみはツーサイドアップになっていて、微かすかに香こう水すいの匂においがした。

　これから勇司が何歳まで生きるかはわからないが、澄花以上に自分の人生を変える人はいないだろう。

　あの日、勇司の借金を肩かた代がわりすると言った澄花は、まず身分を明かした。あまり歳としは違ちがわないように見えたが、差し出された名めい刺しを見ればＫＴカードの社員で、勇司も知っている会社だった。勇司の警けい戒かい心が少しだけ緩ゆるんだところで、澄花は交こう換かん条件を提示してきた。

　勇司の借金を澄花のポケットマネーで肩代わりし、澄花が勇司にお金を貸している状態にする。利子は取らない。それから勇司はＫＴカードへ入社し、澄花の部下として働きながら借金を澄花に返していく。

　それだけ聞けば、勇司にとってこれ以上ない話だった。借金のせいで大学を二年で辞やめなければならず、定職も見つかっていない。借金に関しては債さい権けん者が消費者金きん融ゆうから澄花に移っただけで消えたわけではないが、無利子であれば返済する総額は元金だけで済む。そしてさらに仕事まで見つかったのだ。

　美お味いしすぎる話には、当然裏があるのだろう。もしかしたら、借金の話を立ち聞きした澄花が、ただからかっているだけかもしれない。それであれば結構な性格の悪さだ。疑ぎ惑わくの視線を向ける勇司に、澄花は苦笑いだった。

『そりゃあ疑うよね。じゃあ信用してもらうために、この場で借金返しちゃおうか』

　そう澄花は言って、勇司にお金を借りている会社に電話をかけさせ、現在の借金の総額を聞き出した。五社合計で１００３万６５４２円。書き出してみると、改めて二は十た歳ちのフリーターには絶望的な金額ということがわかる。

　澄花は借金の内訳が書かれたメモを持って、勇司と一いつ緒しよに近くの銀行へ。そして本当に全部の会社へお金を振ふり込んでしまったのだ。

『嘘うそ……ですよね』

　としか勇ゆう司じは言えなかった。

『今ちゃんと君の名前で振り込みしたじゃない。嘘じゃないよ』

　夢でないことを確かく認にんするために頬ほおをつねるというのはよくある表現だが、勇司は頬をビンタした。

『痛い……』

『あははっ。強くやりすぎ。赤くなってるよ。それじゃあ私は会社に戻もどるから、落ちついたらここに電話ちょうだいね』

　呆ぼう然ぜんとする勇司に振り込みの控ひかえと携けい帯たい電話の番号を渡わたし、澄すみ花かは去っていった。

　数時間後、勇司はお金を借りていた消費者金きん融ゆうに電話をし、完済したことを確認した。澄花は言った通り、ポケットマネーで勇司の借金を肩かた代がわりしたのだ。すぐに澄花の携帯に電話をし、数えきれないほど礼を言った。勇司には澄花が女神にも天使にも見えた。

　それからはまさにトントン拍びよう子しでことが進んだ。印いん鑑かんを持ってＫＴカードへ来るように澄花に言われ、一着しか持っていないスーツで行くと、その場で社員として採用された。といっても正社員ではなく、一年ごとに労働契けい約やくを更こう新しんする契約社員という形ではあったが。

『もちろん頑がん張ばりしだいで正社員への登用もあるからね。まあ、私の下にいればすぐに正社員にしてあげる』

　と、澄花は自信満々に言ったのだった。

　入社までの一ヶ月で、勇司は引っ越こしをし、大学へ退学届を提出。それからキャンパスライフを楽しんでいると思っていた親に大学を辞やめて働き始めることを報告。もちろん理由を訊きかれたが、口が裂さけても借金のことは言えず、すでに入社が決まっていることを説明して押しきった。

　そして今日を迎むかえる。先月まで多額の借金を抱かかえていた大学中退のフリーターは、スーツを着た社会人になっていた。

　澄花から社章を貰もらってスーツにつける。それとセキュリティカードとネックストラップを受け取る。これがないと社内に入れない。

「じゃあ、簡単に社内の案内するから。あと、偉えらい人に挨あい拶さつね」

「は、はい。あの……どうして僕を雇やとってくれたんですか？」

「んー、それはまた今度ね」

　かねてからの疑問を口にしたが、はぐらかされてしまった。

　戸と惑まどいながらも澄花の後についていき、社内をぐるりと一周する。その間に、数人の偉い人に挨拶。何を言っていいかわからなかったので「よろしくお願いします」を連発した。

　緊きん張ちようもあって挨拶だけで疲つかれてしまった勇司だが、この緊張はしばらく続くだろう。慣れるまでどれくらいかかるのだろうか。なんといっても突とつ然ぜんのことだったので、覚かく悟ごする暇ひまもなかった。

　そして最後に、勇ゆう司じはフロアの端はしの方にある部屋に通された。

「ここが君と私の職場。管理部、管理課、個別対応班よ」

「はあ……」

[image: ]

　言われても、どんな仕事をするところなのかさっぱりわからない。他ほかの部署は同じフロアに机を並べているのに、ここだけ別の部屋なのはどうしてだろう。グレーの絨じゆう毯たんが敷しかれたその部屋には、机が三つあった。二つは向かい合わせで、その二つの側面にまたがって一つ。窓を背にしたその机が上司の席だろう。

　パソコンはデスクトップで、机に一つずつ置かれている。部屋の隅すみに置かれたコートハンガーには、澄すみ花かの物らしいジャケットがかけられていて、電気ポットまで置いてある。

「ここが勇司くんの席ね。向かいの人は、今日は少し遅おくれるってメールがあったから、来たら紹しよう介かいするね。ほら、一回座ってみて」

「はい……」

　買ったばかりの鞄かばんを机の脇わきに置いて、勇司は席についた。ひきだしの鍵かぎがテープで貼はられている。今日からここで働くのか。仕事の内容は一いつ切さいわからないけど。しかし働けるというだけで幸運なのだ。どんな仕事でもやりきる覚悟だ。

　澄すみ花かは迷わず上司のものと思われる席に座った。椅い子すにカーディガンがかけてあるそこが澄花の席らしい。

「私はここ。改めてよろしくね」

「よろしくお願いします。あの、三みつ井いさん」

「はいストップ。私はね、ここでは名前で呼ぶようにしてるの。もちろんお客さんの前ではダメだけど。というわけで、澄花でどうぞ」

　今まで女性を名前で呼んだことなどあっただろうか。いや、小学生の時はあったかもしれないが、まさか社会人になって、しかも同期でもない人に。だが澄花の命令は勇ゆう司じにとって絶対である。文字通りの借りがある。

「えっと、す、す、すっ……」

「ほら落ちついて。澄花よ。す、み、か」

　ダメだ。緊きん張ちようしすぎて息が詰つまる。

「……澄花さん」

「はい、何？」

「さっき、班って言ってましたけど、三人なんですか？」

「そうよ。いやー、君が来るまで二人しかいなかったからキツかったのよ。勇司くんには早く一人前になってもらわないとね」

「はい、頑がん張ばります。それで、どんなことをする班なんですか？」

　すると澄花は、ひきだしから数冊さつの本を取り出して、ドサっと勇司の机に置く。

「これ、今年の新入社員の研修に使った資料なの。人事に言って貰もらってきたやつ。これを見ながら、ウチの会社のことから順々に説明するね。ま、午前中はこれに使っちゃうかな」

　勇司は契けい約やく社員なので四月十七日という中ちゆう途と半はん端ぱな日に入社したが、採用試験を経て入社した正社員は一日から働いているのだ。さっき社内を回った時にいたのだろうが、緊きん張ちようしていたのもあって目に入らなかった。

　勇司はノートを取り出し、澄花の言葉を聞き逃のがさないように集中する。







　１９８０年代後半、日本は後にバブル景気といわれる好景気を迎むかえていた。街は昼も夜も活気づき、ぐるぐるとお金が回った。勇司はテレビでしか観みたことがないが、ジュリアナとかそういうものもこの時代らしい。確かにすごいと思った。派手な扇子せんすみたいなやつとか。

　そして日本は、さらなる経済発展、景気の向上を狙ねらい、『経済特区』の設置を考案した。この経済特区は、ある地域に企業を集め、国が様々な支し援えんをすることによってどんどん成長させようというものである。しかし日本は国土が狭せまい。狭いなら作ればいいではないかということで、東京湾を埋うめ立てて土地を作り、そこを特区にしようという計画になった。

　この特区計画は外国からも注目を集め、敗戦国として異例の成長を見せた日本の評価をさらに高めるだろうと言われていた。

　が、埋うめ立ての工事がほとんど完かん了りようしようという頃ころ、バブルが崩ほう壊かいする。中身を伴ともなわずに泡あわのように膨ふくれた景気、だからバブルとはよく言ったものだと思う。

　景気は一気に低迷し、特区への進出を考えていた企業がそれどころじゃないと軒のき並なみキャンセル。東京湾にぽっかり浮かんだその島は、完成当初からゴーストタウンと化すという、悲ひ惨さんな状態に陥おちいった。中東の石油王がその島を買い取り、別べつ荘そうを建てるのではないかという噂うわさが流れたほどだ。

　世間とは非情なもので、バブルの時には特区計画を「日本が世界経済を席せつ巻けんする」とまで言って持ち上げていたというのに、今度は「税金の無む駄だ遣づかい」と叩たたき始めた。確かに特区建設には莫ばく大だいな費用がかかっており、このままでは税金を東京湾に捨てたようなものだ。

　事態を重く見た政府は、関東の一都六県に声をかけ、出資を募つのり、特区内に「関かん東とう特とつ区く銀行」を設立する。この銀行は、特区に進出した企業に超ちよう低金利での融ゆう資しを約束するものだった。

　この策が見事に当たり、バブル崩壊から持ち直してきた企業が少しずつだが特区に進出。特区銀行からの融資を受け、着実に会社を大きくしていった。

　特区内の人口が増えてくれば、今度は住むところが必要になり、建設や不動産業者が潤うるおってくる。さらに、それまでは単身赴ふ任にんが多かったが、家族を呼びたいという声が大きくなり、幼よう稚ち園えんから大学までの一いつ貫かん教育が受けられる「特区大学」まで創立。子供がいるならと、アミューズメント系の企業が進出し、それを追うように外食系が我先にと特区内に店てん舗ぽを開いた。

　こうして、バブル崩壊で躓つまずいた日本の経済特区は、驚きよう異い的な速度で発展するに至る。今では外資系も入り、東京湾に浮かぶ島に一つの社会ができあがっていた。外国のメディアは「いつ独立宣言をしてもおかしくない」と冗じよう談だんめかして取り上げるほどである。

「ここまでは、今私たちがいる特区の説明。オーケー？　っていうか、これはみんな知ってることよね」

「はい。中学でも高校でも授業でやりました」

　と答えたものの、かなり前のことだったので忘れていた部分もある。

　澄すみ花かの説明は、簡潔な上に順序よく構成されていてわかりやすかった。

「じゃあ次。この会社、ＫＴカードについて。その、表紙が青いやつ開いて」

　澄花が指差したのは会社のパンフレットだった。採用試験の前に行う会社説明会で使った物なのだという。

　特区の人口が増加傾けい向こうにあることを受け、特区内での消費活動を活発化させようと思うのは当然のことだろう。そこで設立されたのがこの会社、株式会社ＫＴカードである。ＫＴカードとはつまりクレジットカードで、この会社は、関東特区銀行を母体としたクレジットカード会社なのである。「ＫＴ」とは「関東特区」をアルファベットにした略だ。

　関かん東とう特とつ区くの名前を背負っているものの、カード自体は普ふ通つうのクレジットカードなので、別に特区でなくても利用はできる。しかし、特区内の店てん舗ぽで使うことによって様々な特典がつくというのが特とく徴ちようだ。

「確か……ポイント還かん元げん率がいいんですよね」

「お、よく知ってるね。その通り、特区内のお店でカードを使うと、他ほかで使うよりもたくさんポイントが貰もらえるの。ポイント貯ためて交こう換かんできる商品も豪ごう華かよ」

　その他にも、カードで買い物をするだけで値引きされるなどわかりやすい特典もある。勇ゆう司じも借金を背負う前に作ったＫＴカードを持っており、使ったこともある。

「高校生も使っていいんでしたっけ。確かＫＴカードだけですよね、高校生に発行しているのって」

「そうよ。でも、もちろん利用限度額は低いし、親の承しよう認にんが必要だけどね」

　できるだけ多くの特区住民に利用してもらうため、ＫＴカードは高校生からカードを発行すると宣伝している。

　パンフレットをめくると、グラフが表示されていた。アメリカや韓かん国こくと比べるとクレジットカードの普ふ及きゆう率が低い日本だが、特区内に限ってはカードの普及率が高いことがわかる。現金で買うよりも便利なのがわかっているのだから、誰だれだって使おうと思うだろう。実際レジに並んでいると、コンビニでもどこでも、ほとんどの人がカードで買い物をしている。

　これがこの会社設立の経緯。それから社長の名前と、ここで働く人数、男女の内訳を教えてもらう。

「ここまでで質問はある？」

「えっと、いえ、大だい丈じよう夫ぶです」

「あったらその都つ度どお願いね。あ、そうそう、これ君の名めい刺し」

　澄すみ花かから名刺の束を貰もらう。百枚あって、なくなったら総務に言うようにとのこと。

　名刺には「管理部管理課、菱ひし見み勇司」と書かれていた。なんとなく、名刺を持つと社会人になったという感じがする。

「ありがとうございます」

　早さつ速そく、勇司は用意しておいた名刺入れに二十枚くらい入れる。

「名刺入れ買っておいたの？　準備いいね」

「はい。僕なりに何が必要なのか調べてきたつもりです」

　何しろ突とつ然ぜんのことだった。大学二年生だった勇司にとって、就職活動はまだ先のことだと思っていたし、しかも入社まで一ヶ月くらいしかない。本とインターネット、さらには大学の就職相談所にまで足を運び、何が必要か、新人の心得などを調べたのだ。すでに就職しているゼミの先せん輩ぱいに訊きいたところ「とりあえず白ワイシャツ着とけ」というアドバイスも貰った。

「その熱意がいいね。今年の新人よりも熱いかもね」

「俺……僕にとって澄すみ花かさんは本当に恩人なんです！　だから、いくら新人でも澄花さんには迷めい惑わくをかけられません！　僕に悪いところがあれば何でも言ってください！」

「おぉぅ……すごい灼しやく熱ねつっぷり。私も追い抜ぬかれないように頑がん張ばらないと」

　と、澄花は笑った。つられて勇ゆう司じも笑う。

　正直、今日こうやって入社するまで不安は消えなかった。いきなり知らない人の借金を肩かた代がわりしようなんて奇き特とくな人などいるはずがない。実は澄花は悪い人で、１０００万以上の金額を返済しろと迫せまられるのではないだろうか。マンガの世界だけだと思っていた、内臓を売るようなことになるのではないか。そんな思いが心の片かた隅すみにあったのだが、今日から勇司は会社の社員として働くことになった。澄花は何一つ騙だましてなどいなかった。恩人でも女神でも天使でも何でもいい。とにかく、勇司は澄花に救われたのだ。

「おはよう」

　とその時、ドアが開いて一人の女性が入ってきた。薄うす手でのコートをハンガーにかけ、ハイヒールをサンダルに履はき替かえたその女性は、振ふり返った勇司と目が合うと、もう一度「おはよう」と言った。

「お、おはようございますっ」

　立ちあがって、頭を下げる。

「おはよー、莉り奏そ奈なちゃん」

　澄花は軽く手を上げて挨あい拶さつを返した。

　ここは美人が集まる会社なのだろうか。勇司はそんなことを思ってしまう。澄花もきれいな顔立ちをしているが、莉奏奈と呼ばれたその女性もきれいな人だった。

　軽く波打っている髪かみは艶つやのある黒で、薄い化け粧しようが素材の良さを物語っている。澄花はちゃんづけで呼んでいたが、澄花よりも年上に見える。タイトなスカートから黒いストッキングに包まれた長い脚あしが伸のびている。社内を回った時も、女子社員はみんな私服だった。制服はないようだ。

「新人さんね。斎さい田た莉奏奈、よろしく」

「菱ひし見み勇司です。よろしくお願いします」

　莉奏奈は勇司の向かいの席に座ると、パソコンの電源を入れた。

「莉奏奈ちゃん、今日は電車の遅おくれ？」

「ううん、寝ね坊ぼうよ」

　はっきり。いいのかそれで。だいたい、特区内の電車は山やまの手て線のような環かん状じよう線が一本走っているだけなので、遅れていたかどうかはすぐにわかる。しかし澄花に咎とがめるような様子はない。

「三人揃そろったところで、自己紹しよう介かいしましょうか。じゃあ新人の勇司くんから」

　澄花に指名され、勇司は背筋を伸のばす。

「菱見勇司、二は十た歳ちです。わからないことだらけで迷めい惑わくをかけるかもしれませんが、少しでも早く仕事に慣れるために頑がん張ばります。よろしくお願いします」

　深く一礼。パチパチと二人分の拍はく手しゆが部屋に響ひびく。テンプレートすぎただろうか。もっと趣しゆ味みとか言えばよかっただろうか。勇ゆう司じの心配をよそに、澄すみ花かが立ちあがる。

「次、私ね。三みつ井い澄花、二十一歳。ここの班長です。みんなで力を合わせて会社の利益のために頑張りましょう！」

　思わぬ形で、勇司が知りたかったことがわかった瞬しゆん間かんだった。

「澄花さん、二十一だったんですか？」

　歳としが近そうな澄花がすでに会社勤めだということが、勇司の中で引っかかっていたことだった。もしかしたら若く見えるだけでもっと年上なのかもしれないとも思っていが、そんなことはなく一つ上だった。

「そうよ。短大卒の入社二年目。実は君より一つ先せん輩ぱいなだけよ」

　なのにこの風格はなんなのだろう。いつも自信ありげな笑えみを浮かべた澄花は、ずっと大人に見えた。

　澄花に促うながされ、莉奏奈が口を開く。

「もう、私の前で歳の話しないでよ。斎さい田た莉り奏そ奈な、歳はまあ、ごにょごにょっとね。実は私、中ちゆう途と採用なの。去年の八月から勤めてるわ」

　どうやら、莉奏奈に歳を訊きくのはやめておいた方がいいらしい。というより、女性に歳を訊くことがそもそも失礼だ。

「莉奏奈ちゃんは、ここに来る前に他ほかのクレジットカード会社で働いてたの。転職してウチに来たところを、私が捕つかまえたのよ。経験者は即そく戦力だからね」

「そうなんですか」

「ええ。前の会社で人間関係こじらせちゃってね」

　さらっと言う莉奏奈だが、これは詮せん索さくしていいものか。気になるけど。

　と、事情を知っているらしい澄花がヒントをくれた。

「キーワードは『イケメン社員』と『お局つぼね様』よ。さあ考えましょう」

　イケメン社員はそのままの意味だからわかるが、「お局様」って何だろう。聞いたことはあるのだが、意味を知らない。

「……わからないです」

「知らない方がいいかもだね」

　結局、澄花は答えを教えてくれなかった。

　ふう、と、莉奏奈は色っぽいため息をつく。

「ホント、美人は損よね」

　前の職場で莉奏奈に何があったというのか。

「そうよねー」

　もう一人の美人も同意。この二人は自分がきれいだと自覚している。これが社会人か、と、勇ゆう司じは的外れな感想を抱いだいた。

　すると莉り奏そ奈なが席を立ち、電気ポットへ向かう。下の棚たなからインスタントコーヒーを取り出したところで勇ゆう司じも立ちあがった。

「僕がやります」

「あら、別にいいのよ。私がいれるから。勇司くんは砂糖とミルクはどうする？」

「あ、いえ、僕にやらせてください」

「ふふ。じゃあ今回はやってもらおうかしら。私はブラック、澄すみ花かは砂糖だけよ」

「わかりました」

　三人分のコーヒーをいれて、お盆に載のせて持っていく。澄花の机に置くと、澄花は「ありがと」と笑った。すぐに澄花と莉奏奈のコーヒーの飲み方をメモする。新人はとりあえずメモ。同じことを二度訊きいてはいけないのだ。

「いいねー、新人っぽくて。でもコーヒーはいいのよ。君をお茶くみとして雇やとったわけじゃないんだから。飲みたい時に自分の分だけいれればいいよ」

「はい。わかりました」

「でも誰だれかが作りに行くと、みんな『ついでに私のも』ってなるから、結局三人分いれることになるのよね」

　莉奏奈は呆あきれ気味に言った。

「あはは、それもそうだね」

「澄花、説明の途と中ちゆうだったんじゃないの？」

　そうそう、と、澄花が手を打つ。

「この会社のことまで説明したよね。次は肝かん心じんなここでの仕事。管理部の管理課っていうのは……、あ、ちょっと莉奏奈ちゃん見て」

「え？　はい」

　澄花に言われて向かいの莉奏奈に目をやると、莉奏奈が机の電話からどこかに電話をかけるところだった。慣れた手つきで番号を押すと、目線はパソコン画面へ。

「これから莉奏奈ちゃんが仕事をするから、よく聞いててね」

「はいっ」

　メモを用意する。莉奏奈はコールしながら「なんだか緊きん張ちようするわね」と苦笑い。

　やがて、電話の相手が出たようだ。

「おはようございます。ＫＴカードの斎さい田たです。今お時間よろしいですか？　……ええ、先週の金曜の予定でしたよね。振ふり込みが確かく認にんできなかったのでお電話致いたしました。……はい、ええ、どうしてですか？　……伊い藤とう様、この前にお話をした時、十四日であれば確実に返済できると仰おつしやってたじゃないですか。……はい、他ほかのところに返したんですか。そうですか。他社に返済をして当社に返済しなかった理由を聞かせて頂けますか？」

　これは……。

　勇ゆう司じには、莉り奏そ奈なの相手の声は聞こえない。でも。莉奏奈の言っていることだけで、莉奏奈が何をしているかがわかる。同じようなことを、勇司も言われたことがある。

　莉奏奈の話は続いている。

「それでは納なつ得とくできませんね。今週中に……そうですね。半分だけでも返済してください。よろしいですか？　半分頂ければ、また猶ゆう予よをします。ええ、それではお待ちしておりますので。はい、失礼します」

　莉奏奈は静かに受話器を置くと、すぐにキーボードを叩たたき始めた。何を書いているのかはここからは見えない。

「澄すみ花かさん、これって……」

　勇司の中のトラウマが抉えぐられる。

「カードの支し払はらいが遅おくれた人に支払いをお願いする仕事。漢字二文字で督とく促そく、四文字で債さい権けん回かい収しゆう、わかりやすく言うと取り立て」

　澄花はそう言い切った。

　取り立て。その言葉から勇司がイメージするのは、ドラマなどで怖こわい顔の人たちが債務者の家のドアをドンドン叩く光景だ。もちろんそれは真っ当な会社がするようなことではないし、ドラマの演出というのもあるだろう。

「ねえ澄花、先にカードの仕組みから教えた方がいいんじゃない？」

　莉奏奈に言われ、澄花は「そうね」と手近な資料を裏返してペンを走らせた。

　クレジットカードの仕組み。

　それはとても簡単に言うと「後あと払ばらい」である。例えば勇司が店で買い物をしてカードで払うとする。するとまず、カード会社が勇司が買った分を立て替かえて店に支払う。その後、決められた日に勇司の銀行口座からカード会社が立て替えた分を引き落とす。これが基本的なクレジットカードの仕組みである。澄花は「カード会社」「店」「利用者」の三つが三角形の頂点になるような図で説明をした。

「ＫＴカードは、毎月十五日締じめの翌月十日払いよ。この意味はわかる？」

「えっと……ちょっと待ってください」

　勇司はメモ帳に横に一本線を引き、日付を書き込んでいく。勇司もカードを使ったことがあるから、なんとなくはわかっていた。勇司が考えている間、澄花は何も言わずに待っていてくれた。

「どう？　わかったら二、三、四月を使って説明してみて」

「はい。二月十六日から三月十五日までの間にカードを利用した分を、四月十日に口座から引き落とすってことですよね」

「正解っ。完かん璧ぺきな答えね。ちなみに引き落としをする日のことを『決済日』っていうから覚えておいて。これから死ぬほど言う単語だから」

　また、締しめ日びと決済日はカード会社ごとに違ちがうので、複数のカードを使っている人は気をつけた方がいいと、莉り奏そ奈なが補足してくれた。

「そしてここでとっても大切な金きん融ゆう用語が出てきます。それが『期限の利益』よ」

「期限の利益……？」

　初めて聞く言葉だ。澄すみ花かが書いて文字を見せてくれるが、それでも見当がつかない。

「例えば、勇ゆう司じくんが三月十二日にカードで買い物をしたとするね。さっき説明してくれた締め日によると、決済日は四月十日よね。勇司くんはどんな得をしてる？」

「得、ですか？　えっと……ポイントが貯たまります」

　澄花は両手でバツを作る。

「ぶー。確かにポイントは貯まるけど、支し払はらいに関しての得よ。物を買ったのは三月十二日でしょ？　でも実際に勇司くんが支払いをするのは四月十日よね。この間の約一ヶ月、勇司くんは『支払いをしなくてもいい』という利益を得ているのよ。商品と一いつ緒しよに、時間も買ってるって言えばちょっとわかりやすい？」

　その澄花の言葉を噛かみ砕くだいて理解するまでに、勇司はたっぷり十秒を費ついやした。

　現金で買ったなら、当然その場で支払いをする。しかし、カード会社が立て替かえているため、利用者はその場ですぐに支払いをする必要がない。でも商品は自分の物になる。確かに、これはカード利用者にとっての利益だ。

「……なるほど」

　こうやって言われてみるまでは、そんな利益が発生していることなど考えたこともなかった。

「もちろん、買い物だけじゃなくてキャッシングにも同じことが言えるからね」

「あ……そっか。そうですよね」

　クレジットカードというと買い物のイメージが強かったが、ＫＴカードは貸かし金きん業者としても認にん可かを受けており、限度額が設定されていれば現金の借かり入いれもできるのだ。

「『期限に支払いをする』ってことは裏を返すと、『期限までは支払いをしなくてもいい』ってことになるよね。これが『期限の利益』と呼ばれるものなの。はいメモる！」

「はいっ」

　急いで書いたので、字が汚きたなくなってしまった。まあ、これは後でちゃんと整理しよう。

「それでちょっと遠回りしちゃったんだけど、カードを使った人の中には、決済日に口座にお金がなくて、カードを利用した分のお金が引き落とせない人が出てくる。つまり、延えん滞たい」

　ぐ、とその単語が胸に刺ささる。

　延滞したら、取り立てを受ける。それは当たり前のことだ。勇司も、期日にお金が返せなかった時、すぐに消費者金融から電話があった。相手は丁てい寧ねいな言葉遣づかいではあったものの、あの時のプレッシャーは忘れられない。まるで相手が警官で、自分が犯罪者になって取り調べを受けているような感覚に陥おちいった。もちろん延えん滞たいは悪いことなのだが。

　それを今度は、自分がすることになるなんて。

「管理部っていうのは、取り立ての部署なんですか？」

「簡単に言うとそうね。その中で仕事が分かれていて……」

　管理部の管理課は、四つの班に分かれている。延滞から一ヶ月以内を担当する「初期班」、二ヶ月から四ヶ月を担当する「中期班」、それ以降は「長期班」といった具合だ。

「僕たちは、確か……個別対応班でしたっけ」

「そう。他ほかの班とはちょっと毛色が違ちがってね、複雑な案件がこっちに回ってくるの。それを個別に処理するからこの名前ってわけ。それで、私が班長」

　どの班もたくさんの延滞債さい権けんを管理しているため、取り立てに時間のかかりそうな顧こ客きやくをずっと持っていられない。それならば専門の班を設置して、そちらに任せようという経緯からできた班だった。

「僕たちは『量より質』で、他の班は『質より量』って感じですか？」

「理解が早くてお姉さんは嬉うれしいぞ」

　頭を撫なでられそうになったので、思わず体を引いてしまった。澄すみ花かは「照れなくてもいいのにぃ」と笑ってみせた。

「まあ、ちょっと厄やつ介かいなだけでこっちに投げてくる人もいるから、全部が全部取り立てが難しい債権じゃないわ。私がさっき話してた人も、どうにかなりそうだしね」

　コーヒーを一口飲んで、莉り奏そ奈なが言った。

　この部屋は、取り立てという仕事をする場所。返せなかった人から返してもらう。返せなかったから延滞したのに、その人に返済を迫せまる。言葉だけ見れば矛む盾じゆんした行こう為い。果たして自分にできるだろうか。

「私からの説明は終わりかな。それではお待ちかね、勇ゆう司じくんの私への返済について」

「あ……ちょっと……」

　横目で莉奏奈を見る。こんなところで借金のことを言われるとは思わなかった。裸はだかを見られたような恥はずかしさだ。

「平気よ、私もう知ってるから」

　と莉奏奈。

「い、言っちゃったんですか……？」

「大だい丈じよう夫ぶよ。莉奏奈ちゃんは言いふらすような人じゃないし。三人だけの仲良し班なんだから、隠かくし事はなしでいきましょうよ」

　そういう問題ではない気がする。それにしても、借金のことを知られてしまったのはショックだ。しかもこんな美人に。

「はぁ……」

「まあ気を落とさない。それで返済なんだけど、君の給料から天引きね、毎月10万」

「できれば生きていける範はん囲いでお願いしたいんですけど……」

　契けい約やく社員の手取り給料がどれだけのものか、澄すみ花かは知っていて言っているのだろうか。家賃や光熱費を払はらったらいくらも残らない。霞かすみって食べられたっけ。

「あはは。冗じよう談だんよ。10万取ったら確実に死ぬものね」

「勘かん弁べんしてください……」

「こっちが本当の返済方法よ。君が仕事で取り立てた額の半分を、私への借金から差し引く。これでどう？」

「……はい？」

「だーかーら、例えば君が債さい務む者から１万円回収したら、借金が５千円減るの。10万なら５万、１００万なら50万って感じに。借金は１０００万だから、２０００万回収すれば、君は晴れて完済よっ」

　やったね、と澄花はピース。

　ちょっと待て。澄花の言うそれは、決定的におかしい部分がある。

「待ってください！　それじゃあ澄花さんにお金は返ってこないじゃないですか」

　勇ゆう司じがこれから取り立ての仕事していく中で、回収したお金はもちろん会社へと返っていく。澄花と勇司はあくまで個人間で貸し借りをしているのだから、勇司がどれだけ回収しようと、澄花には１円も入らない。

「そうよ？　天引きもなしに借金が返せるなんて、勇司くんは幸せ者ねー」

「いや、あの、僕にとってはこれ以上ない条件ですけど、澄花さんはいいんですか？　だってこれじゃあ１０００万を僕に貸したっていうより、くれたようなものじゃないですか。こんな大金を……」

「いいのよ。だって私、お金持ちだもん」

　ばっさりいかれた。

　すると莉り奏そ奈なが口を開く。

「勇司くん、澄花にとっては１０００万の出費は痛くないわ。この娘こはね、私たちとは次元の違ちがうところに住んでいるのよ」

「……マジですか？」

「マジよ」

「マジだよ」

　澄花まで答えた。

　二十一という若さで、１０００万が痛くないという。信じがたいが、実際に澄花は返ってこない１０００万を出しているのだ。それだけの資産を持ちながら、民間企業で働いている。何者なのだろうか。

「じゃあ、その……澄すみ花かさんがいいなら、それでお願いします」

「オッケー。契けい約やく成立っと。完済目指して、頑がん張ばって仕事してね」

　仕事をすれば、取り立てをすれば、その分だけ自分の借金が減る。これほどまでにモチベーションの上がる条件があるだろうか。澄花への恩もあり、仕事に対して真しん剣けんであろうと誓ちかいを立てていたものの、さらに頑張る理由ができた。

　それから、勇ゆう司じは身の周りを整えることにした。澄花から貰もらった資料をひきだしにしまって、事前に用意するように言われていたスタンプタイプの印いん鑑かんも一いつ緒しよにしまう。「菱ひし見み」という名字は珍めずらしいため、１００円ショップでは手に入らず発注する必要があった。

　前に澄花が使っていたというペン立てを貰って、数本のペンを入れる。お、なんだか仕事場っぽくなってきたぞ。

「自分の机周辺のカスタムは自由だけど、あんまりごちゃごちゃにしないように」

　と言う澄花の机には数台のミニカーが置かれている。何かのおまけだろうか。莉り奏そ奈なの机にはガラスで作られたペーパーウェイトが並んでいた。どれもきれいな彫ちよう刻こくで、本来の使い道よりも置き物として飾かざっているようだ。机は個性が出るな。

　と、前の莉奏奈と目が合った。

「安心して勇司くん。あなたがパソコンの壁かべ紙がみをアイドルやアニメの絵にしても、私たちは引かないから」

「どうして僕がそうする前提で話するんですかっ！」

　家のパソコンだって初期設定のままだし、壁紙をいじるつもりなんてない。

「ちなみに私はトムキャットの写真よ」

　澄花は何な故ぜか自じ慢まんげに胸を張る。

「戦せん闘とう機ですか」

「一週間ごとに変えるのが楽しみなのよねー。来週はミグにしようかしら」

　ミニカーといい、乗り物が好きなのだろうか。

　そこでやっとパソコンの電源を入れ、社内メールの出し方などを教わる。壁紙は変へん更こうしていない。

　ふと、本体のＵＳＢポートが塞ふさがれていることに気づく。それに、本体もワイヤーで机と繋つながっている。

「これ、盗とう難なん防止ですか？」

「盗難っていうより、個人情報の流出防止かな」

　銀行もクレジットカード会社も、金きん融ゆう系の会社はたくさんの人間の個人情報を扱あつかっている。これが漏ろう洩えいでもすれば、その顧こ客きやくに甚じん大だいな損害を与あたえてしまう可能性があると同時に、会社の信しん頼らいが失われてしまう。社内の個人情報の管理は、細心の注意をもって行われるべきものなのだという。

　パソコンがデスクトップなのも納なつ得とくがいく。ノートパソコンを持って外出し、紛ふん失しつでもしたら始末書では済まされないだろう。

「ところで勇ゆう司じくん」

「何ですか？　莉り奏そ奈なさん」

「あなたが１０００万も借金してしまった理由、訊きいてもいいかしら」

　やっぱりきた。即そく座ざに澄すみ花かが乗っかる。

「そうそう。私も知りたかったのよ。なんだかんだで訊くタイミング逃のがしちゃったのよねー」

　いつか訊かれるだろうとは思っていた。大学生が借りるにしては異常な額だ。

　莉奏奈はともかく、澄花には立て替かえてもらっている。隠かくさず話すのが筋というもの。

「あの……去年の十月頃ごろのことなんですけど……」







『お、菱ひし見み、もう今日は講義終わりか？　じゃあ一いつ緒しよに帰ろうぜ。……それでさあ、ちょっと聞いてくれねえ？　俺さ、すっげーいい話知ってんのよ。半年くらい前にさ、『朝もずくダイエット』って流は行やったじゃん？　イケメン俳優がテレビで言ったら、次の日からスーパーからもずくが消えたってやつ。あれさ、実は仕組まれてたことなんだって。テレビ局や雑誌が協力して、無理やりブームを作ろうって計画してやってるんだってさ。そう言われてみるとさ、今まで流行ったやつの中にも、不自然に火がついたようなのがあった気がしねえ？　でさ、これからが本題なんだけどよ、年明けからナマコを流行らせる計画があるんだって。そう、あのナマコだよ。え？　この情報？　ああ、『確かな筋』から仕入れたんだよ。そんで、それが流行ればナマコが異常に売れるようになるわけよ。んで、ナマコを輸入してる業者があるんだけど、そこに投資しておけば、ナマコブームが終わる頃には倍になって返ってくるんだよ。流行ってから投資したってもう遅おそいんだよ。この投資ってのが、一口１００万なんだけどな。どう？　お前乗ってみねえ？　は？　疑ってんの？　まあまあまあ、お前の気持ちはわかる。じゃあこれ見てくれよ。今日偶ぐう然ぜんにも銀行に金おろしに行こうと思ってて、通帳持ってんのよ。じゃーん。俺、実は朝もずくダイエットが流行るの知ってて、もずくに投資してたんだよ。見てくれよこの貯金。大学生にしてはヤバくねえ？　とにかく、絶対損はしないって。この話持ちかけたの、菱見が一番なんだよ。やっぱ仲いい奴やつから儲もうけてもらおうと思ってさ。ん？　金？　金なら消費者金きん融ゆうをいくつか回れば結構集まるっしょ。特区のサラ金は審しん査さ甘いしな。大だい丈じよう夫ぶだって。お金が増えて戻もどってきたらすぐ返せばいいじゃん。それでも何百万ってお釣つりがくるんだぜ？　どうよ。もう次のチャンスはないぜ？』







　そしてお金を渡わたして以来、その友人と連れん絡らくは取れていない。

「……という感じです」

　勇ゆう司じが話をしている間、二人は何も言わなかった。

　やがて、すっかり冷めたコーヒーを飲んで、莉り奏そ奈なが口を開いた。

「ねえ、私、どうしても言いたいことがあるんだけど」

「奇き遇ぐうね莉奏奈ちゃん。私もよ」

「じゃあ一いつ緒しよに言いましょうか。せーの」

「騙だまされる方が悪い」

　きれいにハモった。

「何の申し開きもございません……」

　典型的な詐さ欺ぎ。大学に入学した頃ころからの付き合いの友人は、勇司から１０００万を「預かって」どこかへ消えてしまった。もう特区内にはいないだろう。その後キャンパスに流れた噂うわさによると、被ひ害がい者は勇司だけではないらしい。彼女だと思っていた女性に同じような話を持ちかけられ、お金を騙し取られたという人もいたとか。被害届は出したものの、借金は残った。

「だいたい、サラ金の審しん査さが甘いってどういうことよ。今は『総量規制』があって審査が厳しい時代なのに」

　ＣＭで見たことがある。確か、年収の三分の一までしか借りられなくなる法律だ。収入といえばアルバイトしかない勇司に、何百万も貸し付けができるはずがない。と、気づいたのは騙された後である。

「もしかしたら、サラ金の中にも仲間がいたんじゃない？　そのへんのカラクリはわからないけど」

　莉奏奈は半ば呆あきれ気味だ。

「でもさ、そんなにお金が欲しかったの？　勇司くんって、あんまりがめついようには見えないけど」

　澄すみ花かが首を傾かしげる。莉奏奈も「そうねえ」と同意。

　どこか疑いながらも儲もうけ話ばなしに乗ってしまったのには、理由がある。

「僕、母ぼ子し家庭なんです。小学生の時に両親が離り婚こんしまして。だから高校出たら働くって言ったんですけど、大学は出ておけって母が言うので……。学費の安い国立に絞しぼって、なんとか特区大学に滑すべり込んだんです」

　奨しよう学がく金も貰もらっていたが下宿の家賃もあり、やはり母の負担は大きい。なのでまとまったお金が手に入れば、学費も全部出せて、母も楽ができる。そんな思いが勇司にあったので、つい心が傾かたむいてしまったのだ。

　こんな身の上を話したのは、大学では自分を騙したあの友人だけだ。勇司がお金を必要としているところにつけ込まれたのかもしれない。

　大学を卒業することはできなかったが、特区内の企業に就職できたことで、ひとまず母を安心させることができた。特区の企業は業績が右みぎ肩かた上がりなところばかりなので、ここ数年、採用人数は増えたが比例して応おう募ぼ人数も増えた。特区で働くということは、それだけで一つのステータスになろうとしている。

　大学中退の勇ゆう司じが採用されたことに母も疑問を持ったようだが、仲良くなった教授のコネで入社したことになっている。

　詐さ欺ぎのことから家庭のことまで、もう白状することはない。すべて言ってしまったことで、どこか胸がすっとした気がする。

「……なんか、しんみりムード入ったんだけど」

「家庭の事情は、ちょこっと重たかったわね」

「す、すみません。楽しい話じゃないですよね」

　母親と二人の生活も長く、勇司自身は母ぼ子し家庭ということをあまり気にしていない。でも、聞かされた方は気を遣つかってしまうに決まっている。

　声のトーンを落とす勇司に、慌あわてて澄すみ花かが早口でフォローに入った。

「あ、いやいや。そんなに暗い顔しないでってば。自分で学費を払はらいたいとか、お母さん思いなところとか、そういうマジメさが勇司くんの長所よね。絶対に仕事にも活いかせるはずだから、その気持ちを大切にしてね」

「馬ば鹿か正直って言葉もあるけどね」

「はぅっ」

「莉り奏そ奈なちゃんっ！」







　昼休きゆう憩けいを挟はさんで午後。勇司は取り立て業務を行う上で絶対にやってはいけない、「新人なんで勘かん弁べんしてください」では済まされないことを頭に叩たたき込まれた。金きん融ゆうの会社は「貸かし金きん業法」や「割かつ賦ぷ販はん売ばい法」という法律と深く関係しており、取り立て行こう為いの規制もこの法律の中に含ふくまれている。

　澄花は自分の仕事をしながら、丁てい寧ねいに教えてくれた。勇司が考えている間は急せかすようなことはしないし、一つの物事を教える時には、その背景や関連したことを一いつ緒しよに教えてくれた。とても集中できる時間だったのだが、トイレから帰ってくる度たびに勇司のパソコンの壁かべ紙がみが変えられているのはどういうことか。きっと妖よう精せいの仕し業わざだ。

　そして定時の五時を迎むかえる。

「もうこんな時間？」

　澄花が腕うで時計に目を落とす。詳くわしくない勇司でも知っている高級ブランドの物だった。これだけで勇司がどれだけ食べていけるか想像もつかない。

「終わりにしましょうか」

　莉り奏そ奈なは「んっ……」と伸のびをした。強調された胸に目がいってしまったのは男の性さがか。気をつけよう。

「勇ゆう司じくん、言うの忘れてたんだけど、これから歓かん迎げい会をしようと思ってお店を取ってるの。大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、はい。平気です」

「じゃあ行きましょうか。お腹なか空すいたー」

　会社を出ると、まだ空がほんのりと明るかった。少し前までは午後の五時になれば暗くなってしまっていたのに、いつの間にか春が来ていたのだ。

　特区は計画的に作られた土地だけあって、地区の役割がはっきりしている。オフィス街となれば高層ビルが立ち並び、居住区にはマンションが規則正しく整列している。土地が狭せまいので、一戸建ては極きよく端たんに少ない。

　ＫＴカードの入るビルもオフィス街の一角にあり、駅までは徒歩で五分くらい。今日の仕事を終えた様々な会社に勤めるサラリーマンが駅までの道を歩いていた。ある人は早足で、ある人は携けい帯たい電話で話しながら、またある人たちはどこで飲もうか相談しながら。

　勇司は大学入学を機に特区で生活するようになり、この四月で丸二年であるが、この駅でおりたのは数えるほどしかない。オフィスビルと飲食店しかないものだから、大学生活の中でここに来る用事が生まれることはないのだ。

　おおざっぱに言えば駅の南側がわがオフィス街で、北側が居酒屋が軒のきを連ねる歓かん楽らく街となっている。店の名前が入ったジャンパーを着た若い店員が、声を張り上げて客を捕つかまえようとしていた。

　勇司はてっきりその辺の居酒屋なのかと思っていたが、澄すみ花かは駅前でタクシーを捕まえると勇司と莉奏奈を乗り込ませた。

「移動するんですか？」

「行きつけがあるのよ。美お味いしいところだから楽しみにしてて」

　着いたのは、勇司が大学時代に飲みに行った居酒屋とは明らかに違ちがう、完全個室の高級和食居酒屋だった。店に入るだけで躊ちゆう躇ちよしてしまうような未知の空間だ。

「いいんですか？　こんな高そうな……」

「平気だって。私お金持ちだから」

　さらっと言って、澄花は店員に名前を告げると、三人は奥の部屋に案内された。控ひかえめな照明が落ちついた雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　ここが特区でなくて銀ぎん座ざや六ろつ本ぽん木ぎだったなら、芸能人がいてもおかしくない。まさか居酒屋で緊きん張ちようする日が来るとは。

「私が入社した時も、ここでごちそうしてもらったわね」

　メニューを見ながら莉り奏そ奈なが言った。莉奏奈の隣となりに座った勇ゆう司じは、メニューに書かれた金額を見て、見なければよかったと思った。ちょっと食べたら一ヶ月の食費に限りなく近づくんですけど。

「勇司くんはビールでいい？」

「はい。あ、注文は僕が……」

「今日は君の歓かん迎げい会なんだからいいの。生なま三つに、これと、これ、それにこれを三人前」

　向かいに座る澄すみ花かは手早く注文を済ませると、おしぼりで手を拭ふきながら「どう？」と勇司を見た。

「本当にいいんですか？　三人で食べたらすごい値段に……」

「そうじゃなくて。一日仕事をしてみてどうだった？」

「えっと……、まだ仕事らしいことはしてないんで……よくわからないです」

「それもそっか。まあ、無理せず楽せず頑がん張ばりましょう」

　すぐにビールが来て、勇司たちは澄花の音おん頭どで乾かん杯ぱいした。乾杯の時は目上の人より下からジョッキをぶつけるのがマナーだと勉強してきた勇司は、必死になってジョッキを下に構えたが、「気にしないの」と問答無用で乾杯された。

　澄花は一気にジョッキを空にしてしまった。見ているこっちが気持ちよくなるほどの飲みっぷりだ。

「美お味いしい！　ビールとイチゴ大福考えた人は天才よね！」

　すぐさまもう一いつ杯ぱい注文。

「勇司くんはビール好き？」

「まあ……普ふ通つうです」

　すると、隣となりに座る莉奏奈は一口だけ飲んだビールのジョッキを滑すべらせ、勇司の前に置いた。

「私ね、ビールは乾杯だけでいいのよ。だからこれどうぞ」

「ど、どうも」

　って、ばっちり口紅がついているんですけど。勇司はジョッキの向きを変え、反対側がわに口をつける。

「ふふ。気にしなくていいのに」

　莉奏奈は言うが、こっちが気にするのだ。

　近くで見ると、改めて美人だと思う。澄花もきれいなのだが、莉奏奈はこう、色いろ香かというかそんなものが全身を包んでいる。つい目を逸そらしてしまった。

「あら、私のこと嫌きらい？」

「あっ、いえっ、そんなことは……」

　絶対からかわれてる。だが耐たい性せいのない勇司は上う手まく切り返せない。

「エロい！　エロいぞ勇司くん！　普ふ段だんはマジメで夜はエロい……略してマジでエロい！」

「そう略しちゃダメじゃないですか!?」

　もう酒が回ったのか、澄すみ花かは頬ほおをほんのり赤くして笑っている。

　やがて料理が運ばれてきて、勧すすめられるままに食べた勇ゆう司じは涙なみだが出そうになるほど感動した。大学に入ってからは下宿で質素な生活を送ってきたため、贅ぜい沢たくといえばコンビニで唐から揚あげを買うことくらいだった。

　世の中にこんなに美お味いしい料理があるなんて。これが唐揚げというのなら、今まで食べていた唐揚げは何だったのか。

「美味しいでしょ。たくさん食べて明日から働くエネルギーを蓄たくわえてね」

「はいっ。いただきますっ」

　ヤバい。本当に美味しい。箸はしが止まらない。

　三人だけの歓かん迎げい会は、色々な話をしながら和なごやかに進んだ。結局、莉り奏そ奈なが前の会社を辞やめることになった理由を、酔よった本人の口から聞かされることになる。結論。うん、女の人って怖こわい。

「やっと空いてた席が埋うまったよ。仕事場が賑にぎやかになるのはいいことだね」

　ジョッキを片手に、嬉うれしそうに澄花は言った。

「あの席、前にどなたかが使っていたんですか？」

「うん。私に取り立てのノウハウを叩たたき込んでくれた人がね。ちょっと前に体壊こわして退職しちゃったんだけど」

「あの人は無口だったから、勇司くんには斬ざん新しんなトークを期待してるわ」

「いきなりハードル上がったんですけどっ……」

　みんなの腹が満たされる頃ころには、澄花はワイン、勇司はレモンサワー、莉奏奈はハイボールのグラスをそれぞれ持っていた。

「あの澄花さん、訊きいてもいいですか？」

「ん？　ホワイトシチューにご飯は反対派よ」

「そんなこと訊いてないですよ。どうして僕みたいなのが、契けい約やく社員とはいえ特に試験もなしに入社できたんですか？」

　あの日、勇司に声をかけてきて、借金を肩かた代がわりすることを条件に部下になりなさいと言ったのは澄花。当然、ＫＴカードへの入社も澄花が調整してくれたのだろう。しかし澄花は入社二年目の若い社員だ。普ふ通つうに考えたら、一存で採用を決められるはずがない。こればっかりは「お金持ちだから」では無理だ。

　澄花はグラスに残っていたワインを飲み干して、薄うすく笑った。

「そりゃあ当然の疑問だよね。じゃあ問題、ウチの会社の母体、関かん東とう特とつ区く銀行のボス、頭とう取どりの名前は何というでしょう」

　突とつ然ぜんのクイズだったが、勇司は酔って回らない頭から必死に記憶を呼び起こす。確か元は日本銀行の副総裁。討とう論ろん番組などにも出演し、豪ごう快かいなキャラクターが好印象でメディアへの露ろ出しゆつも多い。名前は確か……。

「三みつ井い美び座ざ之の介すけ……。三井って……！」

「私の祖父よ」

　筋金入りだ。筋金入りの金持ちだ。

「……マジっすか」

「マジだよ。賢かしこい勇ゆう司じくんなら、これでだいたいわかってくれたと思うんだけどな」

　母体銀行の頭とう取どりの孫。それはそれは優ゆう遇ぐうされるに違ちがいない。さらに聞けば、ＫＴカードの役員の中にも、身内が数人いるのだという。

「だから勇司くん一人をねじ込むくらいできちゃうのよ、この娘こは」

「わっはっは。参ったかあ」

　莉り奏そ奈なの言葉に、澄すみ花かは胸を反そらしてみせた。

　平へい凡ぼん、いや経済的には平凡以下の人生を送ってきた勇司にとって、澄花はまさに雲の上にいるような存在だった。そんな人と一いつ緒しよにお酒を飲んでもいいのかとまで思ってしまう。紙とペンがあったならサインを貰もらっていたかもしれない。

「すごい人なんですね、澄花さんって」

「改めて言われると照れちゃうなあ。ま、金きん融ゆうの一族なのよ、私たちって」

　澄花には兄がおり、関かん東とう特とつ区く銀行に勤めているらしい。

　１０００万を簡単に出すことができた理由、勇司を社員として会社に採用させることができた理由、その二つの疑問は、澄花の血筋が答えだった。

　だが、疑問はまだ残る。そしてそれが最大の。

「もう一ついいですか？　どうして……僕を選んでくれたんですか？」

　澄花が注文していたカルピスサワーがテーブルに置かれた。

　今日、個別対応班の部屋に来た時、自分が来るまでは二人しかいなかったから大変だったと言っていた。単に増員が必要だったのなら、他ほかの部署からもっと経験のある人が欲しいと言えばいい。澄花が自分の立場を利用したのなら、一人くらい融ゆう通ずうしてもらえるかもしれない。もしくは、今年の新卒入社の中から選べばいい。誰だれもが四年制大学を卒業して、大学も有名どころばかりだろう。勇司よりも優ゆう秀しゆうな新人はたくさんいるはずなのだ。

　それなのに、澄花はファミレスで取り立てを受けるような、ダメ人間と言われても反論できない勇司を選んだ。しかも１０００万の身み銭ぜにを切って。学歴も、特別な資格も持っていない勇司を部下に迎むかえた。

　気まぐれ。と言われてしまえばそれまでなのかもしれないが、澄花がそんな根こん拠きよのないことをするようには思えなかった。

「知りたい？」

　と、澄すみ花かは言った。「知りたいです」と勇ゆう司じは答えた。

「君みたいな人を、私は探してたの」

「僕みたいなって、僕には何も……」

　卑ひ屈くつになって、語尾がしぼんでいく。すると澄花は「ううん」と小さく首を横に振ふった。

「私や莉り奏そ奈なちゃんがこれからどれだけ働いて、勉強して、色んな人から取り立てをして腕うでを上げても、どうしても手に入らないものがある。わからないものがある。それが何か、わかる？」

「…………。わからないです」

　まだ短い時間しか共有していないが、きっと二人は自分が出会ってきた人の中でも優ゆう秀しゆうな人だ。そんな人たちでもわからないもの。

「取り立てられる人の気持ちよ」

「…………」

　言葉が見つからなかった。

　酔よいはいつのまにか薄うすれていた。

「君を前に言うのも悪いとは思うけど、私や莉奏奈ちゃん、っていうかほとんどの人は借金を背負って延えん滞たいして、取り立てを受けることなんて経験せずに人生を送ってる」

「それが……普ふ通つうだと思います」

「でも君は、事情はどうであれ取り立てを受けたことがある。その経験が、必ず君の武器になる。私はそう思ってるの」

「自じ慢まんできることじゃないですけどね」

　思わず、自じ嘲ちよう的に笑ってしまった。

「そうかもね。……これから仕事を続けていって、知識や経験を積めば、君は私や莉奏奈ちゃんとは違ちがう取り立て担当者に成長すると思う。そうしたら、今度は私が君からたくさん学ばせてもらうからね」

「僕からなんて、そんな……」

　澄花が自分から何かを学ぶなんて、想像がつかない。

　人のいいところはどんどん盗ぬすめ。そう言った先生は今まで何人いただろう。その言葉は、何も学生だけに向けられた言葉ではない。社会人になっても成長するためにやることは変わらないのだ。

　ただ違うのは、自分から成長しようと思わなければずっとそのままだということ。

　学生の時は、学問を教え、成長させることが仕事の先生がいた。でも会社にはいない。ではどうするか。自ら動いて、学びたいと思うものを持っている人から盗んでくるしかない。

「それはもちろん私のためにもなるし、大きく言えば会社のためにもなる。私はね、君と私と会社の将来に１０００万の投資をしたのよ。そして君なら、１０００万以上の仕事をしてくれるって信じてる」

　やっぱりこの人は、すごい人だ。歳としは一つしか違ちがわないのに、思考のスケールが違う。それは幼い頃ころからの教育のせいかもしれないし、持って生まれたものなのかもしれない。

　澄すみ花かに出会えたことを、心から感謝したい。

「頑がん張ばりますっ！　澄花さんが落らく胆たんしないような人間になります！　明日から何でもやるんでどんどん言ってください！」

　気づけば、立ちあがって声を張り上げていた。

「おおっ、頼たのもしい新人だね！　これは私も追い抜ぬかれないようにしないとねっ。っていうか、君って気合いが入ると立ちあがって大きい声出すね」

「す、すみませんっ」

　澄花がグラスを差し向けたので、勇ゆう司じもグラスを差し出し、もう一度乾かん杯ぱいした。

「実は君をスカウトした理由はもう一つあるんだけどねー」

「もう一つですか？」

「うん。でもね、今は内ない緒しよ。そのうち教えてあげる」

　何だろう。気になるけど、澄花がそのうちと言った以上、今は教えてくれないのだろう。

「ほら、お酒がなくなってるわよ。さ、頼たのんで」

　と、今まで黙もく々もくとハイボールを飲んでいた莉り奏そ奈なが口を開いた。

「よおし、まだまだ飲むよっ。すみませーん、冷酒と串くし盛り合わせくださーい」

「じゃあ僕も冷酒を……」

「いいね勇司くん。明日は午前半休だあー！」

「いやダメですよそれは！」

　隣となりに座る莉奏奈が、小さくため息をついていた。







　わかったこと。澄花は酒が好きだが、そんなに強くない。ますます上じよう機き嫌げんになった澄花は強い酒を次々に注文し、ひたすら笑いながら飲み続けた。勇司と莉奏奈は途と中ちゆうでウーロン茶に切り替かえたが、澄花の勢いは止まらず、十一時を過ぎたところで無理やりお開きにさせた。

　澄花はゴールドカードで会計を済ませた後、店を出て二歩で崩くずれ落ちた。

「あっ……、澄花さん、起きてください。タクシー呼びますから」

「え？　もうドボルザーク倒たおした？」

「夢見るの早い！　あと偉い人じんをゲームのボスっぽく言うのやめてください」

　莉奏奈がタクシーを捕つかまえて、澄花を押し込む。莉奏奈は澄花の家を知っているようで、運転手に行き先を告げた。

「勇司くん、澄花を送ってあげて。私はここから近いから」

　そう言って莉奏奈はタクシーを離はなれ、ドアは閉められた。

　後部座席で、澄すみ花かは勇ゆう司じにもたれるようにして眠ねむっている。白い肌はだは今は上気してピンク色で、整った顔立ちは人形のようだった。

　勇司は二は十た歳ちで、澄花はその一つ上。学生でもおかしくない歳としだ。もし大学に通っていたなら、澄花の周りにはたくさんの人が集まってくるに違ちがいない。人を惹ひきつける魅み力りよくがこの人にはある。

　あり得ない話だが、二人で大学に通う姿というのを想像してみたりする。キャンパスを歩いて、サークル活動をして、友達と大勢で朝まで飲み明かしたり。

　二年間の大学生活は楽しかった。友達にも恵めぐまれて、お金はなかったが色々遊んだ。そんな勇司をどん底に突つき落とした詐さ欺ぎ。何もかも失って借金ばかり増えて、どうしようもなかったところから澄花は助けてくれた。

「勇司くん……」

　すぐ近くで、小さく声がした。

「起きました？　もうすぐ家に着きますよ」

「うん……ありがと。ごめん……」

　まだ半分寝ねていて、声もやっと聞き取れるくらいだった。

　澄花がお酒でこうなるのはよくあることなのだろうか。この調子だと飲み会の度たびに介かい抱ほうすることになってしまうが、それはそれで役やく得とくかもしれない。こうやって寝顔も見られるし。と、ついつい考えてしまった。

　タクシーが停とまったのは首が疲つかれるまで見上げるほどの高級マンションだった。分ぶん譲じようか賃貸かはわからないが、仮に賃貸だったなら家賃だけで勇司は赤字になる。

「ここで大だい丈じよう夫ぶですか？」

「平気。もう歩けるよ」

　目の前のマンションを目指す足取りはまだ不安が残るものがあったが、いきなり倒たおれることはなさそうだ。

　自動ドアが開いたところで、澄花は振ふり返って言った。

「期待してるよ。勇司くん」

　その一言で、ぴくりと全身が震ふるえる、奮い立つ。

　特別なことは言っていない。上司が部下に向ける言葉としては珍めずらしいものでもなんでもない。

　誰だれが言うか。誰に言われるか。

　言葉の価値は、それで決まる。そう思った。







　翌日、入社二日目。勇司は八時に会社に着いた。

　ＫＴカードの始業は八時半である。昨夜は酒が入っていたこともあり、澄花を送って家に帰り、風ふ呂ろに入ったらすぐに寝ねてしまった。しかし遅ち刻こくをしてはいけないという緊きん張ちようからか、携けい帯たいのアラームよりも早く起きてしまった。

　すでに出社していた部長と課長に挨あい拶さつをし、個別対応班の部屋に入る。勇ゆう司じが一番だったようだ。

　パソコンの電源を入れ、プリンターの紙を補ほ充じゆう。給湯室から水を貰もらってきてポットのお湯を沸わかす。それからハンドモップを使って机の掃そう除じ。澄すみ花かの机も掃除したいのだが、ミニカーや食しよく玩がんらしい恐きよう竜りゆうの置おき物ものが並んでいて難易度が高い。この机、書類を広げるスペースが狭せまいのだが澄花の仕事に支障はないのだろうか。

「おはよう。早いね」

「おはようございます。昨日はごちそう様でした」

　十分ほどで澄花が出社。ジャケットをハンガーにかけてタイムカードを押す。

「いえいえ。私こそ送ってもらってありがとね」

「二日ふつか酔よいとかしてないんですか？　結構飲んでましたけど」

「だいじょーぶ。私にはこれがあるからねっ」

　と言いながらバッグから取り出したのは、何やら歪いびつな形をした物だった。手のひらに載のるほどのそれは、どこかで見たことあるような、ないような。

「生しよう姜がですか？　それ」

「ウコンだよ」

　カリっと、澄花はそれをかじる。

「生でいった！」

　ウコンの実物を見るのは初めてだが、それを生で食べる人も初めて見た。普ふ通つう、エキスとか錠じよう剤ざいとかで摂せつ取しゆするものではないのか。そして何な故ぜバッグに無造作に入っているのか。

「美お味いしくはないんだけどさ、これが一番効果あるでしょ、多分」

「そう……なんですかね」

　事実、あれだけ酔よっていた澄花に酒が残っている様子はない。ウコン、恐おそるべし。

「勇司くんも食べる？」

「遠えん慮りよしておきます」

　澄花と二人分のコーヒーをいれていると、始業五分前に莉り奏そ奈なが個別対応班のドアを開けた。

「おはよう。あ、私のもお願いできる？」

「はい。わかりました」

　ブラックコーヒーを追加し、机に持っていく。

　澄花と違ちがって、莉奏奈はどこか調子が悪そうだ。澄花ほどではないが莉奏奈も飲んでいた。莉奏奈は顔が赤くなることもなく、酒が強いものだと勝手にイメージしていたが、そうでもないのだろうか。

「参ったわ。会社にこれ忘れちゃって」

　そう言う莉り奏そ奈なはひきだしを開け、中から何やら歪いびつな形をした物を取り出した。手のひらに載のるほどのそれは、ついさっき見たことあるような、ないような。

「生しよう姜がですか？」

「ウコンよ」

　カリっと、莉奏奈はそれをかじる。

「当たり前のように生でいった！」

[image: ]

　ウコンを生で食べるのはこの人たちだけ。絶対にこれが社会人の常識なんかじゃない。勇ゆう司じはそう自分に言い聞かせた。

　仕事が始まると、すぐに勇司は人事課に呼ばれ、社員証に使う写真撮さつ影えいをした。本当は入社前にしたかったのだが、新卒入社の人が優先になるし、そもそも予定にない採用だったから遅おくれてしまったと人事課の人に言われた。新卒入社の社員のために準備を進めていたら澄すみ花かからもう一人採用するように言われ、しかもそれが役員の身内からのお願いなのだから、人事課も色々と苦労したのではないだろうか。途と端たんに申し訳ない気持ちになる。

　撮影が終わると、就業規則についての簡単な説明を受け、一時間ほどで解放された。

「戻もどりました」

「お疲つかれー」

　個別対応班に戻もどると、そこでは澄すみ花かが数枚の資料に目を通していた。莉り奏そ奈なは受話器を持って番号を押している。

「澄花さん、今日は……」

「うーん……どうしよかなあ」

　書類を見ながら、澄花が呟つぶやく。真しん剣けんな表情の澄花に声をかけることができず、そのまま待っていると、やがて澄花は顔を上げて勇ゆう司じを呼んだ。

「はい」

　席に行くと、澄花は持っていた資料をまとめてＡ４の封ふう筒とうに入れ、勇司に差し出した。

「君にこれをあげよう」

「これは……何ですか？」

「何って、案件よ。さっきこっちに回ってきたの。ざっと目を通して、君に任せることにしたのよ」

「……っ！」

　封筒を受け取る手に緊きん張ちようが走った。案件、つまりそれは債さい権けん。取り立てるべき債権だ。

「君にその債権を預ける。取り立ててみなさい」

「は、はいっ！」

　すぐに封筒から資料を取り出し、机に並べた。睨にらむようにそこに並んだ文字と数字を読んでいく。

「まあ初めてだし、私もできる限り協力しようと……」

「澄花さん」

「ん？　お、もしかしていきなり取り立ての方針決めちゃった？」

　澄花が目を輝かがやかせて身を乗り出す。

「あの……資料の見方が全然わかりません……」

　ずっこけた。

　数字が羅ら列れつしてあるだけで、何が何を表わすのか、まったく見当もつかなかった。

「ありゃ。そういえば教えてなかったっけ。それじゃあ、まずはそこから始めましょうか」

「お願いします……」

　澄花に説明を受けながら、勇司は資料を読み解いていく。

「これが債務者の名前、年ねん齢れい、まあこれはわかるよね。こっちが会員番号で、カードの有効期限がこれ。それで……」

　資料に赤ペンで書き込んでいきながら、勇司は内容を理解した。

「この娘こから……回収、するんですか……」

「そ。頑がん張ばってね」








　氏名：遠えん藤どう　織おり子こ
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　最初の債務者は、特区の高校に通う女子高生だった。






　　　　　２







　督とく促そく業務の基本は電話である。延えん滞たいをした債さい務む者に電話をかけ、返済をお願いする。また電話と並行して通知を発送することもある。いわゆる督促状である。もちろんそれで債務者が返済をしてくれれば仕事は終わりなのだが、そう簡単にいかないから個別対応班に回ってくるのだ。

　勇ゆう司じのパソコン画面には、債務者である遠えん藤どう織おり子この情報が表示されている。そして机には電話。これを使って織子と連れん絡らくを取り、返済について話をしなければならない。

　が、勇司は電話を見たまま固まっていた。

「何してんの？　ほら、早く電話かけないと」

　澄すみ花かが急せかすが、勇司の手は電話に伸のびない。向かいの席では莉り奏そ奈なが次々に電話をかけている。しかし相手の都合が悪いのか、電話は繋つながっていない。留守番電話が設定されている場合はメッセージを吹ふき込んでいる。

「あの、どうやって話をしたらいいか、わからなくて……」

　初めてだから。と言うと言い訳のように聞こえてしまうかもしれないが。

「そんなの実じつ践せんで勉強していけばいいのよ。実践は経験の宝庫。昔の偉えらい人がこんなことを言っていたような気がしないでもないね」

　曖あい昧まいだ。

　入社までの一ヶ月で、できる限り社会人として働くための勉強をしてきた勇司だったが、さすがに取り立ての仕方までは勉強していない。何の仕事をするのか知ったのが入社当日だったのだから。

「でも……。あ、その、マニュアルとかってないんですか？　それがあれば……」

「秘技、三色ボールペンアタック！」

「あたっ！」

　澄花に三色ボールペンを投げられた。額に当たり、地味に痛い。

「あのさあ、勇司くんはゲーム序じよ盤ばんに出てくるザコキャラになりたいの？」

「……はい？」

「だから、どれも見た目が同じの量産型になりたいのかって訊きいてるの」

　そこで澄花の言葉の意図を理解する。まさかゲームで例えるとは思わなかった。

「なりたくは、ないですけど」

「債務者がＡと言ったらＢと答える。Ｃと言われたらＤと言え。そんなフローチャートがあって、それで債さい権けん回収できるなら私たちはいらないでしょ？　試し行こう錯さく誤ごして、自分なりの取り立てを身につけなさい。昨夜ゆうべも言ったけど、私はそれを楽しみにしてるんだから」

「……はい」

　例えはともかく、澄すみ花かの言うことはもっともだ。延えん滞たい金額、経済状態など、債務者によって状じよう況きようは違ちがうのだ。型にはめる方が間違っている。とにかく債務者から話を聞いて、内容によって対応を変えなければ、先には進まない。

「いい返事ね。私の部下ならザコじゃなくて主人公の勇者を目指しなさい！　さあ倒たおせ、ドボルザーク！」

「だからその人は敵じゃないですよ！」

　昨日のこと覚えてるし。

　と、莉り奏そ奈なが呆あきれ気味に言った。

「ごめんなさいね。この娘こ、よくゲームとかマンガに例えて話すのよ。わかりにくいでしょう？」

「だから莉奏奈ちゃんもやればいいんだって。あんなに面おも白しろいものやらないなんて、人生の半分は損してるよ」

「はいはい。それとこの前借りたゲーム返すわ。やってないけど」

「せめて少しやってよ！」

　どうやら莉奏奈はまったくそちらの方面に興味がないらしい。澄花はどうにかして莉奏奈を引っ張り込みたいようだが、難しい気がする。偏へん見けんかもしれないが、女性でこういうのが好きな人は珍めずらしいと思う。

「さ、頑がん張ばって」

　澄花の声で、再び電話機に視線を戻もどす。例えはともかく、澄花の言いたいことはわかった。

　よし。

　勇ゆう司じは意を決して受話器を取った。登録されている織おり子この携けい帯たいの電話番号を押していく。相手が出たら、まずは本人か確かく認にん。かける先が携帯電話なので他人が出ることは考えられないが、自分が番号を押し間違える可能性だってある。まったくの他人に取り立てを行ってしまえば、それも一種の個人情報の漏ろう洩えいにあたってしまう。そして本人確認ができたなら、電話で話をしてもいいか訊きく。都合が悪ければ時間を改める必要がある。

　コール音が聞こえてくる。

　緊きん張ちようする。頭が真っ白になりそうだ。最初の言葉くらい、カンペを用意しておけばよかった。

　取り立てって、何て言えばいいんだ。ストレートに「返済してください」か。いや、まずは今の状況を訊くのが先か。いや待て。個別対応班に回ってくるくらいの債権なのだから、何かしら特別な事情があるはず。そこから訊いていくべきか。

　考えがまとまらない。どうする。

「…………」

　織おり子こはまだ電話に出ない。

　十秒、二十秒とコールし、勇ゆう司じは受話器を置いた。結局、織子は電話に出なかった。留守番電話も設定されていないようだ。

　相手にアプローチをしたことは、仮に相手と話ができなくてもすべて記録に残さなければいけない。勇司は『携けい帯たい電話に架か電でん、コールのみ』と入力し、織子の会話記録に登録した。

「澄すみ花かさん、出ませんでした。午後にもう一回……」

　最初の案件なので、どんなことでも逐ちく一いち報告するように澄花に言われている。

　すると澄花は両腕うでをくるくると回して、最後に勇司を指差した。

「指導っ」

　その言葉で、柔じゆう道どうの真ま似ねをしているのだとわかった。

「あの……何かまずいことしてしまったんですか？」

「よく考えてみて。そのお客さんの職業は？」

「学生です。特区大学付属高校の」

「高校生って今の時間は何してる？」

「それは授業を……あ」

　電話に出られるはずないじゃないか。

「わかった？　相手の年ねん齢れいとか職業とか、こっちが持ってる情報を参考にして、電話に出そうな時間帯を推すい測そくしてかける。そっちの方が効率いいでしょ？　もちろん、法律の範はん囲い内で」

　法律では、朝八時から夜九時までの間でしか取り立ては認められていない。夜中の方が家にいる可能性が高いが、九時以降に電話をするのは違い法ほうである。

　高校生である織子が電話に出やすい時間帯。昼休みであれば電話には出られるだろうが、クラスメイトの前で返済の話はしづらい。だとしたら放課後か。高校の時間割は知らないが、午後四時くらいにかけてみるか。

「そういえば、さっき澄花さん、電話かけるように僕を急せかしましたよね」

「うん。このことに気づくかなーって。そしたら普ふ通つうに電話かけたね」

「全然気づきませんでした」

「でも次は気づくでしょ？　今の経験があるから」

　澄花はわざと出ない電話をかけさせて、このことを教えてくれたのだ。勇司はすぐにメモを取る。

　しかし、これで四時まで時間ができてしまった。澄花や莉り奏そ奈なの仕事を手伝おうにもできることがあまりにも少ないし、ずっとコーヒーをいれ続けるわけにもいかない。雑用があればその仕事を貰もらおう。

「勇司くん、時間ある？　一つ仕事を頼たのまれてくれない？」

　これ以上ないタイミングで莉奏奈からの依い頼らい。というより、莉奏奈も勇司が手持ち無ぶ沙さ汰たになることがわかって言ったのだろう。

「はい。何をすればいいんですか？」

「私のパスワード教えるから、私宛あての社内メールに返信しておいてくれないかしら」

「いいんですか？　メールなんて……」

　そんなプライベートなものを読んでしまっていいのだろうか。しかし莉り奏そ奈なは気にしたふうもない。

「ちょっと莉奏奈ちゃん、勇ゆう司じくんはお手伝いさんじゃないんだからね」

　澄すみ花かが口をとがらせるが、莉奏奈は「そんなつもりはないわ」と余よ裕ゆうの表情だ。

「私はビジネス文書の練習をさせてあげようと思ったのよ」

「うわー、まさに物は言いようね」

　そこで澄花は諦あきらめたのか、何も言わずに自分の仕事に戻もどった。勇司は莉奏奈からパスワードを教えてもらい、莉奏奈のメール受信ボックスを開く。未読メール……五十三件。一番古いのが四日前、新しいのがついさっき。

「食事の誘さそいばっかり……」

　ほとんどが男性社員からのメールだった。同じ管理部から、カード発行部、総務部など。名前を見ても、もちろん顔は出てこない。いや、一人だけわかる。さっき写真を撮とってくれた人事課の人だ。

「懲こりない人が多くてね。全部断っておいてくれる？」

　美人ってすごいなあ。素す直なおに感心した勇司である。いやでも、莉奏奈を誘いたくなる気持ちは男として同感できる。澄花だって、こんなメールが来ているのではないか。

「はあ……。内容も見ないで断っちゃっていいんですか？　この人なんてカニをごちそうしてくれるって書いてありますけど」

　店のホームページまで添てん付ぷしてあって、美お味いしそうだし、高い。

「いいのいいの。あっちだってダメもとでメールしてるんだから」

　そうと決めつけるのはどうかと思うが、勇司は莉奏奈に従ってお断りの文章を書くことにした。友達からの飲み会メールに返信するのとはわけが違ちがう。莉奏奈が言ったように、仕事だと思って書かなければ。

　勇司は社会人勉強に使った本を持ってきていたので、それを参照しながらメールに返信していく。澄花は「ホント、マジメなんだから」と半ば呆あきれているようだったが、仕事として頼たのまれた以上、適当に済ませるわけにもいかない。

　聞けば、莉奏奈のもとにはたくさんのお誘いメールが来るが、同じ会社の人なので無視するわけにもいかず、返信に時間を割さいているらしい。「美人って損よね」と昨日と同じセリフが出てきたが、居酒屋で聞いた「イケメン社員とお局つぼね様事件」と、このたくさんのメールを見ると、おそろしい説得力だ。

　昼を挟はさんで、莉り奏そ奈なから頼たのまれた仕事は終しゆう了りようした。ちなみに、勇ゆう司じの昼食は来る途と中ちゆうに買ってきたパンである。ビルの上の階には食堂があり、澄すみ花かや莉奏奈はそこに食べに行っているが、食費は少しでも節約したい。

「莉奏奈さん、終わりました」

　返ってきたメールが自分が書いたものだと思うと、メールしてきた社員が気の毒ではある。

「ご苦労さま。助かったわ。手、出して」

　勇司が手を出すと、莉奏奈はそこにヌリスクを一ひと粒つぶ落とした。

「あ、莉奏奈ちゃんが餌え付づけしてるー」

「餌付けって……」

　犬じゃないんだから。

「私もあげるっ。これ、とっておきなんだからね」

　何な故ぜか対たい抗こう意識を燃やした澄花からキャラメルを貰もらった。妙みような味がすると思ったらジンギスカン味だった。何だこれ。

　自分もヌリスクを口に放ほうり込んで、莉奏奈が言った。

「お礼にもう一つ。アドバイスしてあげる。その債さい務む者に電話をかけるなら、利用内容くらいは見ておいたほうがいいわ。何に使ったか、何を買ったか。結構重要よ」

「はい、ありがとうございます」

　そう言われればそうだ。延えん滞たいが10万円ということはわかっているが、その内訳を知らない。勇司は画面を展開し、利用内容を参照した。今回延滞したのは四月十日に請せい求きゆうされていた分なので、二月十六日から三月十五日までにカードを使った代金となる。

　まずは携けい帯たい電話料金。債務者の織おり子こは携帯料金の支し払はらいをカードに設定しているのだろう。毎月必ず請求されるものだから、コンビニ振ふり込みや銀行口座から直接引き落とすよりも、ポイントが貯たまるカードの方が得だ。請求されているのは１万２０００円で、女子高生であれば不自然な額でもない、と思う。料金プランにもよるが、こんなものだろう。

　その他ほかはすべて店での買い物だった。連日カードで買い物をしていて、店の名前を見る限りでは洋服やアクセサリーを買っているようだ。それが積もり積もって10万に達し、それ以上は限度額オーバーで使えなくなっている。ＫＴカードは、基本的に高校生には10万までしか利用枠わくを与あたえていない。まあ、妥だ当とうではないだろうか。

　澄花に質問をしながら、勇司はここまで情報を揃そろえた。

　結論としては単純なもので、織子の延滞は、無計画なカード利用によるものだった。

「たまにいるよ、そういう高校生。カードで買い物するとさ、財さい布ふからお金は減ってないのに商品が買えるでしょ？　だから麻ま痺ひしちゃうのよ。まだお金あるって」

　澄花が言うのはクレジットカードのメリットとデメリット。メリットは「お金がなくても物が買える」ことであり、デメリットは「お金がなくても物が買えてしまう」こと。文字にすると小さな違ちがいだが、これが健全な会員と延えん滞たい会員を分ける。

　今まで買い物は現金で払はらってきた学生がカードを持ったなら、そんな錯さつ覚かくに陥おちいるのは無理のないことなのかもしれない。

「そういう学生はさ、一度延滞して取り立てを受けたら、二度と同じことはしないと思うよ。その娘このためにも、しっかり取り立ててあげなさい」

「はいっ」

　その時、澄すみ花かの電話が鳴った。１ワンコールで取ると、澄花は客用の少し高い声で応答する。

「お電話ありがとうございます。ＫＴカードです。……はい。かしこまりました。お客様のフルネームと、本人確かく認にんのために生年月日、登録のお電話番号を頂けますでしょうか」

　受話器を頬ほおと肩かたに挟はさんで、澄花は会話と同時にキーボードを叩たたく。名前から会員を検けん索さくしているのだ。電話に出た瞬しゆん間かん、一気に表情が引き締しまり、仕事の顔になる。不覚にもカッコいいと思ってしまった。

　客から電話を受けた場合は、必ず本人確認をしなければならない。会員の中に同どう姓せい同名の人がいることもあるし、色々な理由から他人が本人を偽いつわってかけてくることもあるのだという。

「しばらくお待ちくださいませ」

　そう言って、澄花は保留ボタンを押し、勇ゆう司じを見た。

「何ですか？」

「遠えん藤どう織おり子こさんから電話よ。本人確認は済んでるから、転送するね」

「えっ!?」

　驚おどろいている暇ひまもなく、澄花は電話を転送し、勇司の電話が鳴る。受話器を取ってすぐ、勇司は保留ボタンを押してしまった。

「何お客さん待たせてるのよ。やることは一つでしょ？　ちゃんと聞いててあげるから、安心して話しなさい」

「で、でも……心の準備が……」

　まさかあっちから電話してくるとは思わなかった。時計を見ると三時半。昼の着信履り歴れきを見て、授業が終わってすぐ電話したのだろうか。自分から電話をした時のシミュレーションばかりしていたので、不意打ちに頭が真っ白になってしまった。

「彼女の親に会いに行くみたいな言い方ね……。ほら、怖こわがらないの」

　澄花が保留を切ってしまった。なんてことを。

「お、お電話代わりまして担当の菱ひし見みです。遠藤様、い、今お時間はよろしいでしょうか」

『……はい』

　か細い声。って、あっちから電話をしてきたのだから、時間はあるに決まってるじゃないか。あ、澄花が笑いを堪こらえてる。なんて上司だ。

　落ちつけ。落ちつくのだ勇司。これからすることは決まっている。織子が延滞してしまった10万円を回収し、今後は計画的にカードを利用するように促うながす。澄すみ花かも仕事の手を止めて勇ゆう司じの取り立てを見てくれている。大だい丈じよう夫ぶだ。できる。

　織おり子こからの電話なので、まずは向こうの話を聞こう。もしかしたら、もうお金が用意できたのかもしれないし。

「ご返済の件ということでよろしいでしょうか」

『はい、あの……カードの支し払はらいなんですけど……必ず返しますから……、もう少し、待って頂けないでしょうか……』

　声は小さく、勇司は聞き逃のがさないように受話音量を上げた。

　お金は用意できていないようだ。普ふ通つうに考えて、高校生に10万円は大金だ。サラリーマンの勇司にだって大金だ。

　織子からは猶ゆう予よの申し出。勇司はまた保留した。

「澄花さん、もう少し待ってほしいそうです」

「もう少しっていつまで？　明日？　来週？　来月？　来年？　来世？　そこをはっきりさせなさいよ」

　なんだか自分が取り立てられているような気がしてきた。が、澄花は正しい。「もう少し」は曖あい昧まいすぎる。

「遠えん藤どう様、もう少しというのは、具体的にはいつ頃ごろまででしょうか」

　慣れない敬語。言葉を選びながら、勇司は取り立てを始める。

『……わかりません。で、でもっ……ちゃんと返します。返しますから……』

「いえ、あの……。いつまでかというのがわからないと、当社も待ちようがないのです。なので具体的に……」

『すみません……、本当にわからないんです……』

「あの……ですから……」

『すみません……』

　謝罪を繰くり返す織子。話が進んでいない。縋すがるように澄花を見ると、澄花は紙に「半分返せば待つ」と書いて見せた。

「えっと、それでは、まずは半分の５万円を頂けないでしょうか。それであれば、残りの５万円を待つことができますが」

『すみません……半分も今すぐには無理なんです……』

　勇司の表情から察したのか、澄花はさっきの紙の「半分」をバツで消し「３万」と書いた。

「それでは３万円では……」

『すみません。無理なんです……』

「ではせめて１万円を……」

『……すみません』

　二十年の人生の中で、これほどまでに女の子から「すみません」と言われたことがあっただろうか。

「それでは……その……」

　今度は勇ゆう司じから言うことがなくなってしまった。澄すみ花かや莉り奏そ奈なならどのようにここから話を展開するのだろう。

　すると澄花が紙に「改める」と書いた。これは勇司にとっても救いだった。このままでは沈ちん黙もくが続くことになる。

「またこちらから改めて電話します。えと……何かあればご連れん絡らくください」

『はい……すみません』

　何回言われたかわからない「すみません」で、電話は切れた。勇司は織おり子こが電話を切ったのを確かく認にんしてから静かに受話器を置く。

　大きく息を吐はいた。話している間は気づかなかったが、心臓が激しく脈打っていた。学生の時、勇司は居酒屋でアルバイトをしていたが、初めて接客した時でもこれほど緊きん張ちようはしなかった。いれてから一時間以上たっているコーヒーを飲んで、渇かわいた喉のどを潤うるおした。

　澄花への報告の前に、今の会話を文章で記録に残す。とはいっても、いつ返済をするのか、お金を用意する目め処どは立っているのかなど、具体的な話は何一つできなかった。ひたすら織子の謝罪の言葉を聞いていただけだ。

　弱々しい女の子の声だったからだろうか、連発された「すみません」が勇司の心を打つ。延えん滞たい額の10分の１である１万円も返せないと言った織子は、本当にお金を持っていないのだろう。しかし、自分はこれからそんな織子から取り立てなければいけない。それが、勇司の仕事なのだ。

　記録が終わり、勇司は席を立って澄花に報告をした。澄花も今の会話を聞いていたので、簡潔にまとめた。

「紙で助け船を出して頂いて、ありがとうございました」

　澄花は背もたれに体重を預け、モニターを見ている。画面には織子の情報が表示されていた。さっき勇司が書いた記録を読んでいるのだ。

「全額が無理なら一部の返済をお願いするのは基本だからね。いくらからふっかけるかは、その時の状じよう況きようにもよるけど。……っていうか、それより先に言うことない？」

「え？」

　しまった。何かミスをしてしまったのだろうか。転送されてきた時に保留をして、織子を待たせてしまったことだろうか。言葉遣づかいに問題があったのだろうか。心当たりが多すぎて逆にわからない。

「すみませんっ……」

　とりあえず謝った。

「どうして『来世』にツッコんでくれなかったのよ！」

「そんな余よ裕ゆうありませんっ！」

　そこか。こっちは初めての顧こ客きやくとの会話で全身がガチガチだったというのに。

「まあ、私のボケが高等すぎて君がツッコめなかったってことにしといてあげる。それで、どうだった？　初めての取り立ては」

「なんか……遠えん藤どうさんが謝っているのを聞いてるばっかりで、僕もちゃんと話せなくて……。収しゆう穫かくも進展も、ありませんでした」

　勇ゆう司じは勉強のために、澄すみ花かと莉り奏そ奈なの取り立てにも耳を傾かたむけている。二人とも、相手と電話が繋つながれば、いくらかでも返済をするような約束を取り付けていた。実際に約束の日に返済がされるかはわからないが、何も約束できずに話を終えた勇司よりはずっといい。

　しかし澄花は、意外そうな顔をしてこう言ったのだ。

「そう？　かなりの収穫があったと思うけど。ねえ莉奏奈ちゃん」

「ええ。とてもいいんじゃないかしら」

　急に振ふられた莉奏奈も即そく答とうする。

「収穫、あったんですか？　だって何も約束できなかったですし……」

「あったよ。大きいのが。さあ、席に戻もどって考えよう！　制限時間は、このガムの味がなくなるまで。はいスタート」

　澄花はボトルからガムを一ひと粒つぶ口へ放ほうり込んだ。不自然に噛かむの速いぞこの人。いや、でもあのガムは最近流は行やりの味が長持ちするやつだ。

　勇司は席に戻ると、自分が書いた会話の記録を読み直し、電話で何を話したか思い出す。全額返済はできない。半分も、さらに金額を下げても織おり子こは返せない。ただ、勇司の言葉に謝罪をするだけ。こんな話の中に、大きな収穫があったのだという。

　何より重要なのが、澄花にも莉奏奈にも織子の声は聞こえていないということだ。勇司が喋しやべった言葉と、簡潔にまとめた会話記録しか知らない。実際に話した勇司よりも得た情報は少ないはずなのだ。

　わからない。自分は、さっきの電話で何を得たというのだ。まったく思考が進まない。

　やがて、澄花の顎あごの動きが止まった。

「しゅーりょー。正解はね、『あっちから電話がかかってきたこと』よ」

　さぞかし顎が鍛きたえられただろう。

「電話がかかってきたこと、ですか？　話の内容じゃなくてですか？」

「当たり前じゃない。私は電話の向こうの声は聞こえないんだから」

　澄花の説明は、聞いてみれば確かに納なつ得とくできるものだった。

　現状では、織子は延えん滞たいしてしまった分を返済することができない。そんな状態で債さい権けん者である勇司と話をしても、「返せない」としか言えない。しかし勇司は取り立て担当であり、取り立てなければ会社の損失となってしまうので返済を迫せまる。織おり子こは謝って待ってもらうしかない。こういう話になることは、織子にはわかっていたのだ。

「それでも、着信履り歴れきを見て会社に電話をしてくれたんですよね。辛つらい思いをするってわかってて」

　返せないのに取り立てられる。これは心にかなりの負担がかかる。申し訳なくて、怖こわくて、情けない。負い目ばかりが心の中を支配して、逃にげ出したくなる。きっとこの気持ちは、澄すみ花かよりもわかる。

「うん。つまりそれは誠意。遠えん藤どうさんは今回の延えん滞たいについて、ちゃんと責任を持って支し払はらいをしようって意思を持ってるってこと。この気持ちがあるなら、完済までの一歩を踏ふみ出したも同然なのよ」

　今は誰だれでも携けい帯たい電話を持っている時代。取り立ての電話が怖いのなら出なければいい。着信拒きよ否ひにすればいい。電源を切ればいい。その場しのぎで逃げる方法はいくらだってある。でも彼女はそれをしなかった。彼女の、誠意だ。

　次に莉り奏そ奈なが補足をしてくれる。

「返済が困難だったり長期化した債さい務む者って、そもそも電話に出ないのよ。携帯にかければ着拒、留守電入れても折り返さない。家にかけても当然のように居留守。だから変な言い方かもしれないけれど、その遠藤さんは『いい債務者』だわ」

　言われてみれば、澄花と莉奏奈は今日だけでかなりの数の電話をかけているが、実際に相手と話している時間はそれほど長くない気がする。都合が悪くて本当に電話に出られない人もいるだろうが、わかっていて無視している人も少なくないだろう。返せないのに話しても仕方がない、と。

「ま、電話代すら払えなくて止まっちゃってることもあるけどねー。『お客様の都合によりお繋つなぎできません』ってアナウンスが流れるから、そのうち聞けると思うよ」

「……リアルですね」

「リアルだよ。おっと電話。……お電話ありがとうございます。ＫＴカードです」

　澄花は話を切って電話に出た。思い返してみると、この部屋の電話が鳴ったのは昨日から数えるほどしかない。

「こういう相手からの電話は貴重なものだから、慎しん重ちように話をしないと返済のチャンスを逃のがすことになるわ。いい勉強になったでしょう？」

　莉奏奈が微ほほ笑えむ。勇司はすぐにメモを取った。入社したのは昨日なのに、もうメモ帳は半分埋うまっている。二人のコーヒーの飲み方から、パソコンに導入されている債権管理システムの使い方など。大事なところには付ふ箋せんが貼はってある。

「学生だった頃ころより覚えることがある気がします」

「当然じゃない。学生よりも社会人やってる時間の方が長いんだから。部署が変わればまた覚えることが増えるし、資格も取らなくちゃいけないし、これからずっと勉強していくのよ」

「ずっと……ですか」

　定年が六十歳だとして、あと四十年。今まで生きてきた時間の倍。長い。考えなければよかった。

「そ。でも、いきなり会社に入って色々勉強しろって言われてもできないでしょう？　だから、学校で勉強の仕方を勉強してくるのよ」

　学生の頃ころ、物理のテストで赤点を取った友人が「こんなの勉強して、将来何の役に立つんだ」と負け惜おしみを言っていた。勇ゆう司じだってそう考えたことはあった。そうじゃなかったのだ。学校での勉強は、社会人になってから仕事のために勉強する予行演習だったのだ。

　生まれて初めて、勇司の目からウロコが落ちた瞬しゆん間かんだった。学校の先生よりも、大学の教授よりも、莉り奏そ奈なの言葉が何より胸に響ひびいた。

　それがどうやら表情に出ていたらしく、莉奏奈は「なかなかの名言でしょ？」と艶つやっぽく笑った。

　と、電話を終えた澄すみ花かが、何な故ぜだかむすっとしている。

「私だって同じこと言おうと思ってたのにぃ……。電話がなければ先に言ってたんだからっ。莉奏奈ちゃんばっかり株上げてずるい！」

「別に張り合わなくても……」

　澄花の妙みような競争心は受け流すことにして、勇司は再び織おり子こについて考え始める。

　織子の返済意思は確かく認にんできたものの、実際に返済がされたわけではない。待ってほしいと言ってはいたが、織子はどうやってお金を用意するつもりなのだろう。高校生の収入といえばお小こ遣づかいかアルバイトくらいなもので、アルバイトだって数万円程度だ。そもそも、返済のあてがあるならさっきの電話で言っているはずだ。「何日にバイト代が入るのでその日に払はらう」といった感じで。明確な収入の見込みがあるのならば、勇司もそこまで待つことができる。それがなかったということは、織子は現時点で返済の目め処どがまったく立っていないと考えることができる。

　返済意思はあるが返済能力がない。勇司の担当する遠えん藤どう織子という債さい務む者は、そんな状態だった。

「色々考えてるみたいだけど、どう勇司くん、明日からどうやって取り立てていく？」

　どこか挑ちよう発はつ的な澄花。

「遠藤さんには、返済する方法が今はないんだと思います」

「ふうん。じゃあ仕方ないね。で終われないのがこの仕事だよ。さて、どうしよう勇司くん。君が回収しないと会社は赤字になっちゃうね」

　10万円の債権が回収できなかったところで会社の収益に大だい打だ撃げきを与あたえることはないだろうが、つまりはそういうことなのだ。これが積み重なれば、何百万、何千万、何億となり、会社の利益を減らすことになってしまう。

　どうすればいい。

　ここで勇ゆう司じが頭を抱かかえても、最終的に返済をするのは織おり子こなのだから、織子が返済できるような状態にもっていく必要がある。

　そのためには、もっと織子と話さなければいけない。このままでは何も始まらない。しっかり話を聞いて、織子のことを知るべきだ。そこから、返済の糸口を見つけてみせる。

　だったら、電話ではなく、面と向かって話をするべきだ。

「澄すみ花かさん、遠えん藤どうさんと会って話がしたいです」

　勇司がそう言うと、澄花はにっと口の端はしをつり上げた。

「君がそう言うのを待ってたよ」







　翌日の午後四時、勇司と澄花は電車に乗っていた。

　ＫＴカードが他ほかのクレジットカード会社と大きく違ちがうところは、会員のほとんどが特区の住民だということである。そのため、本来は電話がメインの取り立て業務も、ＫＴカードの場合は債さい務む者と直接会って面談することができるのだ。全国に会員を持つカード会社だとこうはいかない。

　お互たがいの顔が見えない電話よりも、面談の方が効果は高い。取り立ての最中で逆上したり言い訳が尽つきたりして一方的に債務者が電話を切ってしまうというのはよくあることだが、面談はそうはいかない。つまり、逃にげ場ばがないのだ。さらに、債権者の方からわざわざ出向くことによって、「あなたの債務の取り立てに我々は本気である」という意思を伝えることができる。

　電話と比べれば交通費も時間もかかるが、それに見合う効果は期待できるのだ。

　というようなことを、勇司は織子との待ち合わせ場所へ向かう途と中ちゆうで澄花から教わった。

「そもそも面談に同意してくれる時点で、債務者に返済意思はあるのよ。ない人は逃げるから」

「確かに、そうですよね」

　織子に返済意思があることは、電話が来たことからもわかっている。直接会って話すことで、どうにか回収を進めたい。この面談を実りあるものにしたいと、勇司は心を燃やしていた。

　放課後になる時間を見計らって織子に電話をかけると、織子はちゃんと応答してくれて、今から面談をしたいという勇司の申し出を承しよう諾だくしてくれた。それは織子の返済意思から来るものかと思ったが、違うかもしれないと考えを改めた。勇司は債権者で織子は債務者。力関係ができてしまっているから、織子は断れなかったのかもしれない。

　それであれば、まず勇司がしなくてはいけないのは、織子を怖こわがらせないことだ。取り立てに来た債権者を怖く思うのは当然の心理で、何よりも勇司がそのことをわかっている。織子にとって勇司は「借金取り」なのだ。ただでさえ返済のプレッシャーで気が滅め入いっているはずだから、接し方には注意をしなければ。

　返済の話を知り合いに聞かれては迷めい惑わくだろうから、高校の最も寄より駅から離はなれた駅の近くにあるカフェを指定した。距きよ離り的に、織おり子この方が先に着くだろう。

　勇ゆう司じは落ちつきなくスーツの内ポケットに手を入れた。うん、ちゃんと名めい刺しが入っている。と確かく認にんしたのは何度目か。ネクタイは緩ゆるんでいないか、襟えりは変になっていないか、靴くつは汚よごれていないか。会社を出る時に整えてきたはずなのだが、心配し始めるとキリがない。

「緊きん張ちようしてる？」

「はい……、ちょっと……」

　本当はちょっとどころではない。電話と違ちがって本人の顔を見ながら話すことになるし、行ゆき詰づまっても保留ボタンを押すわけにはいかない。臨機応変に、織子の言うことに対応していかなければいけない。澄すみ花かのことだから、最初から勇司に助け船を出すようなことはしないだろう。一いつ緒しよにいてくれるからといって、頼たよってはいけない。

　入社三日目である。他ほかの新卒入社の人たちはどうなのだろうか。接点がまったくないのでわからないが、同じ管理部に配属された人もいるはずだ。どのような教育をするかはそこの先せん輩ぱいや上司によるが、勇司ほどペースが速い人はいないのではないかと思う。

　待ち合わせのカフェは改札を出るとすぐに見つかって、店内に入るといくつかの席が埋うまっていた。その中で、制服を着た高校生は一人だけ。うつむき加減で、テーブルに置かれた水を見つめているようだった。

「失礼ですが、遠えん藤どう織子様ですか？」

　勇司が声をかけると、その女子高生は肩かたをぴくりと震ふるわせ、勇司を見上げてすぐに立ちあがった。

「は、はいっ。あの……この度たびは……その……」

　いきなり頭を下げられて、勇司の方が思わず一歩引いてしまった。

「あ、いえ。とりあえず座ってお話ししましょう」

　三人は席につき、勇司と澄花は名刺を差し出した。同時に、織子の学生証で本人だということを確認する。

「ＫＴカードの三みつ井いです」

「菱ひし見みです。昨日お話しさせて頂いた者です。遠藤様を担当させて頂くことになりました」

　今にも手が震え出しそうだ。

　織子は肩に届くくらいの髪かみの、色白でおとなしそうな印象を受ける少女だった。ベージュのブレザーに、女子もネクタイなのが特区高校の制服の特とく徴ちようで、それなりに好評らしい。勇司は大学からだが、高校から上がってきた友人によると制服目当てで受験する女子も少なくないとか。

「はい……」

　昨日の電話と一いつ緒しよで、織おり子この声は消えてしまいそうに弱い。いきなり返済の話に入るべきか迷ったが、雑談をするような心境でもないはずだ。

「この度たびは、お時間を作って頂いてありがとうございます」

「いえ、悪いのは私ですから……」

　織子は視線をテーブルに固定し、目を合わせようとしない。するとそこで澄すみ花かが店員を呼んでメニューを開いた。

「私は紅茶、菱ひし見みくんはコーヒーでいい？　遠えん藤どう様は何かお飲みになりますか？」

「私は……大だい丈じよう夫ぶです」

「遠えん慮りよしないでください。あと、そんなに緊きん張ちようしなくても大丈夫ですよ。何も取って食おうってわけではありませんから。ケーキとかいかがですか？」

　相手が学生だということもあって、澄花なりにこの場の空気を和やわらげようとしているようだ。結局、織子の分の紅茶も頼たのんで、やっと織子は顔を上げてくれた。澄花が残念そうな顔をしているのは、織子がケーキを頼まなかったせいで自分が頼めなくなってしまったからだ。

「それで、ご返済についてですが、やはり具体的な返済計画を立てていかなくてはいけないと思いまして」

　注文を取った店員が去って、勇ゆう司じは切り出した。おそらく、勇司が法律に違い反はんするようなことを言わない限り、澄花はしばらく口を開かないだろう。

「はい。それはわかってるんですけど……」

「現在、遠藤様のご収入はどのようになっておりますでしょうか」

　敬語、これであっているだろうか。敬語に関しては「慣れるしかない」と澄花が言っていたが、時間がかかりそうだ。

「収入は、お小こ遣づかいだけです」

「では、アルバイトなどはされていないんですか？」

「はい。特に何も……」

　高校生としては、別に不思議ではない。が、カードの利用内容に照らし合わせてみると不自然ではある。

「今回延えん滞たいしてしまった分の利用内容を拝見しましたが、連日の買い物によるものですよね。ご自分の収入に対して、利用額が上回ってしまっておりますが、何か返済できる見込みがあってのご利用ですよね」

　債さい務む者への取り立てにおいて、押し引きが重要であると、ここに来る前に澄花と莉り奏そ奈なからレクチャーを受けた。これに関しては、取り立て以外でも交こう渉しようの場では不可欠な要素であると思う。つまりは基本だ。

　最初から押していくのか、まずは引いてみるのか。経験のある澄花たちであれば、相手と状じよう況きようによって器用に使い分けることができるのだろうが、勇司には圧あつ倒とう的に経験が足りない。そこで勇ゆう司じは、昨日の会話から織おり子このタイプを推すい測そくし、それに基づいたシミュレーションを組んできた。この面談、勇司にとっては台本があるようなものである。

　織子の声からはおとなしそうな印象を受け、実際に会った今でもそれは変わらない。勇司は予定通り、押すことから始めた。

「すみません。その……欲しい洋服があって、気がついたらたくさん買ってて……」

　織子へ対して押すポイントは、やはり無計画にカードを使ったこと。買い物は自分の収入を考えてするものであって、「買えたから買ってしまった」では、情状酌しやく量りようの余地はない。たとえまだ高校生であってもだ。事実、しっかりとカードを利用している高校生だってたくさんいるのだから。

「そのようなご利用の仕方をされては、当社としては猶ゆう予よできません。早そう急きゆうにお支し払はらいをお願いします」

「すみません。今すぐには、できません。もう少し……待ってください」

　そこでコーヒーと紅茶が運ばれてきた。織子も勇司もカップに手を伸のばすことはなく、澄すみ花かだけが砂糖を入れていた。

　織子を前にして、取り立てに何のためらいもない。そう言えば嘘うそになる。事前に言うことを決めていなければ、すぐに言葉に詰つまってしまっていただろう。

　が、これは仕事。仕事なのだ。織子から返済を受けなければ、会社が織子に洋服を買ってあげたようなものなのだ。取り立てをしなければいけない。回収をしなければいけない。買い物をしたらお金を払うのは当たり前。そう自分に言い聞かせないと、うつむいて弱々しく声を出す織子の前に座っていられなかった。

「昨日も電話でお話ししましたが、一部の返済を頂ければ、お待ちすることはできます。最低でも１万円、お願いできないでしょうか」

　ここで勇司は引き始める。全額返済を迫せまるのではなく、一部返済をお願いするという形で、こちらが腰こしを低くしてみせた。

「１万円……」

　織子は、昨日の電話で１万円も用意できないと言っている。それを知っていながら、勇司はこの金額を提示した。

　もちろん、それには理由がある。







　織子へ面談のお願いをするもっと前。たっぷり時間のある日中に、勇司はどうすれば織子がこの10万という延えん滞たいを返済できるか考えていた。

「一いつ括かつ返済は、現実的ではなさそうですよね」

「そうねえ。１万円もないっていうくらいだから、10万なんて途と方ほうもない金額よね」

　10万くらい文字通りポケットから出てきてもおかしくなさそうな澄すみ花かは、視線は自分のモニターから離はなさずに、勇ゆう司じの話を聞いてくれていた。

「となると、やっぱり分割払ばらいにするしかないですよね」

「まあそれが妥だ当とうじゃないかしら。ウチの班に来る案件なんてほとんどが返済困難な人たちだから、だいたいは分割払いになるよ。遠えん藤どうさんより高額の延えん滞たいなんてゴロゴロいるし」

「そうですよね。あ、そうだ。後あとリボにするっていうのはどうですか？」

　よくＣＭで流れている後リボ。一いつ括かつ払いで買った物を、後からリボルビング払いに変へん更こうするというものである。そうすることで月の請せい求きゆう額を減らすことができる。が、一括払いでは払う必要のなかった利息がリボ払いでは発生するので、最終的に支払う金額の合計は多くなる。逆にカード会社としては、リボにして利息を貰もらった方が嬉うれしいというわけだ。

「いいところに気づいたね。延滞の後にリボ変更も受け付けしてないこともないけど、それにしても１万円は貰わないとリボにできないよ。遠藤さん、１万もないんでしょ？」

「ないみたいです。はあ……、会って話せればって思ったけど、こっちが何を話すか迷ってたらダメですよね」

「昨日の勢いはどこに行ったの？　入社してすぐに会員と面談なんてハイペースだけど、私も一いつ緒しよに行くんだし、大だい丈じよう夫ぶだって」

「澄花さんがいるのは心強いんですけど、逆に頼たよっちゃいそうで……。担当は僕なんだから、僕がしっかりしないといけないじゃないですか」

　すると澄花は小さく息をついた。

「その責任感の強さが勇司くんのいいトコなんだけどね。でも、新人が先せん輩ぱいを頼るのは普ふ通つうだって」

　あ、そうだ、と澄花は言葉を継ついだ。

「せっかくリボって言葉が出たから、お勉強しましょうか。問題、分割払いとリボルビング払いの違ちがいを簡潔に述べよ」

「えっ……？」

　いきなりの澄花からの問題。分割とリボ。どちらもクレジットカードの支払い方法の一つだ。そういえば、何が違うのか。

「結構、わからずに使っている人っているのよねー。ま、学校で習うようなことでもないから、知らなくても無理ないんだけど」

「えっと……、分割払いは、月々に分けて支払いをして……。リボ払いは、月々に分けて支払いを……あれ？」

「それ、同じこと言ってない？」

「すみません。言い訳にしかならないんですけど、リボも分割も使ったことなくて……」

　カード会社の社員だというのにわからないなんて。これでは客に訊きかれた時に答えられない。もっと勉強しておけばよかった。

　後こう悔かいする勇ゆう司じをよそに、澄すみ花かは「気にしなくていいよ」と説明をしてくれた。

「最初にざっくり言っちゃうと、支し払はらい回数を決めるのが『分割払い』で、支払い金額を決めるのが『リボルビング払い』なのよ」

　カードで買い物をすると、店員に「支払いはどうされますか？」と訊きかれる。「一回」と答えれば一いつ括かつ払い、「六回」と答えれば六ヶ月に分けて返済をすることになる。分割払いは、一回の買い物に対して何回で支払いをするか決め、複数回の買い物をすれば、その度たびに支払い回数を設定することになる。

「例えば１万円の物を五回払いで買えば月々２千円だよね。それで他ほかにも３万円の買い物をしていて、それは六回払いだとすると、月々５千円になる。だから口座から引き落とされるのは合わせて７千円になるってわけ。あ、便べん宜ぎ上、手数料はナシにしてね」

「はい。分割は……わかります」

　分割払いはその名前の通り、分けて支払うというもので、勇司もすぐに理解できた。しかし、同じように分けて支払いをするリボルビング払いとは何なのか。澄花は、先に支払い金額を決めると言っていたけど。

「対してリボ払いっていうのは、『リボ』っていう一つの大きな池があると考えてみて。そこに買った物をどんどん入れていくの。中はごちゃ混ぜになっちゃうけど、それでもいいの。そこから、毎月決まった大きさの柄ひ杓しやくですくっていく感じ？」

　わかるような、わからないような。柄杓ですくった分が返済した分ということだろう。そして池の大きさというのが、設定されているリボの限度額か。

　いまいち理解できていない勇司の頭の中を察したのか、澄花は続けた。

「分割払いは、買ったら買っただけ月の支払いが増えるんだよ。どれだけ回数を多くしてもね。だけどリボ払いは、毎月１万円って決めたら、どれだけ買い物をしても月に１万円だけ支払えばいいの。限度額を超こえないことが前提だけどね」

「それだけ聞くと、リボの方が便利ですよね。支払い金額が少なくて済むんですから。……あ、いや、そうすると返済する期間が長くなるのか……」

「お、気づいたね。その通りだよ。だから、どっちを選ぶかは自分の収入と相談して決めればいいのよ」

　なるほど。と、勇司は今の話をしっかりメモに残す。「図解してある資料がどこかにあったはずだから、後であげるね」と澄花。

　すると、莉り奏そ奈なが「ふふ」と小さく笑った。

「今ね、澄花がいい例えをしたわ。勇司くん、澄花が言ったみたいに、大きな池が目の前にあって、あなたは柄杓を持っている。イメージしてみて」

「はい」

　柄ひ杓しやくなんてあんまり使ったことがないけど、まあこれくらいだろう。池は、学校のプールくらいのものを想像する。

「池にある水があなたが買い物をした分。そこから柄杓ですくって返済をするのよね。ほら、水をすくって外に出してあげて？」

「はい。出しました」

「水は減った？」

「……全然」

　池の水を柄杓で一いつ杯ぱいすくっただけだ。減るわけがない。何だこれ、途と方ほうもないぞ。しかも、また買い物をすれば水は増えるのだ。終わらせるには、柄杓をバケツに変えなければ。

「そう、終わらないのよ。リボって」

　なんてことだ。

　分割払ばらいは、最初に決めた回数の支払いをすれば終わる。しかし、リボ払いは違ちがう。買っても買っても同じ金額の支払いでいいから、経済的な負担は増えない。だから使ってしまう。返済をして限度額に余よ裕ゆうが出ればまた買える。このループだ。

　悪いことのように聞こえるが、リボルビングとはそういうサービスなのであって、延えん滞たいしなければ悪いことなど一つもない。そしてそのサービスの利用料として会社は利息を貰もらう。

「だから、ＣＭでもリボ払いを宣伝してるんですね」

　後あとリボはよく聞くが、後分割という言葉は聞いたことがない。

「別に後から分割にできないわけじゃないのよ。でも、会社としては利益を増やしたいのだから、リボの方を会員に使ってほしいの」

　こうやってカード会社は利益を得ているのか。とにかくカードを使ってもらわないと話にならないので、色々なサービスを提供しているのだ。

　新たな知識を得た勇ゆう司じに、澄すみ花かが言った。

「でもね、便利だからって日常的に使うことで、会社に借金をしてるって意識が薄うすくなってしまうのが怖こわいのよ。そこはしっかりしておかないと、いずれ延滞して私たちのところに回ってくることになるからね」

「……そう、ですね」

　澄花の言葉で、頭が切り替かわる。延滞してしまった、織おり子こという債さい務む者に。

　仕事に関する知識を蓄ちく積せきしていくのも大切だが、同時に任された債権の取り立てもしなくてはならない。

　ひたすらモニターを眺ながめても、回収の糸口は見つかりそうにない。目が疲つかれてきて、勇司は目の周りをぐりぐりと指でマッサージ。

「あら、後リボ以外にもう一つあるじゃない。返済してもらう方法」

　勇司が行ゆき詰づまっていると、莉り奏そ奈なが仕事の手を止めて口を開いた。澄花も「まあ、それしかないかもね」と、莉り奏そ奈なが何を言おうとしているかわかっているようだった。

「でも、遠えん藤どうさんに収入は……」

「ない人から回収できないなら、ある人から回収すればいいのよ」

「それって……」

　莉奏奈の言いたいことが、勇ゆう司じにはわかった。過去、同じようなことを消費者金きん融ゆうの人から言われたことがある。

「親に払はらってもらうのよ」

　勇司も、考えていなかったことではなかった。織おり子こは高校生で、特区に住んでいる。親も健在のはずだ。

「でも、遠藤さんの親は、保証人ではないですよね」

「そうね。だから契けい約やく上、親は第三者。無関係なのよ」

　よく、ドラマなどで「連帯保証人」という言葉を聞くことがある。大たい抵ていは保証人になってしまった人が、借金を背負ってしまうという展開だ。借りた本人に返済能力がなくなったり、行方ゆくえ不明になったりした場合、債さい権けん者は保証人に請せい求きゆうができる。しかし、ＫＴカードには保証人をつける契約はなく、あくまで会社と織子のみの契約関係となる。そのため、勇司たちが織子の親に「娘むすめさんの代わりに払ってください」と迫せまることはできない。

　莉奏奈の言葉を澄すみ花かが引き継ついだ。

「だから、親おや御ごさんがあくまで『自分の意思』で遠藤さんの延えん滞たいを払うような展開に持っていかないといけないの」

「確かに……それなら僕らの取り立てに違い法ほうはないですけど……」

　そうか。だから勇司を取り立てていた消費者金融の人は「家族に相談したか」と訊きいてきたのか。ほとんど「家族に払ってもらえ」と同じ意味ではあるが、言葉にして言わなければセーフだ。

　織子にお金の用意がないということは、まだ親に延滞のことを打ち明けていないのだろう。確かに言いにくいことではあるし、怒おこられるに決まっている。できれば自分で解決したいことだ。だが、いよいよ追い詰つめられれば、頼たよるのは親しかいない。

「特区に住んでいる人の生活水準を考えれば、親から10万は出るわ。まあ、どんな親かにもよるけどね」

　莉奏奈の言う通りで、特区の企業は業績も右みぎ肩かた上あがりだから、そこに勤めている人の収入も悪くない。娘から相談されれば、きっと代わりに支払いをしようと考えるだろう。それにより織子がどれだけの説教を受けるかはわからないが。

「……わかりました。面談ができたら、その方向を狙ねらってみます」

　そうは言ったものの、気が進まない。借金を背負っていた時の自分に織子が重なる。しかし、延滞が長期化すれば織子の精神的な負担も増えてしまうし、親からの返済というのが一番現実的ではある。

「うん。また一つ勉強したね勇ゆう司じくん。債さい務む者の年ねん齢れいしだいでは、親からの返済が期待できる。さあ、遠えん藤どうさんに面談の申し込みをしてみよっか」

　今までずっと返済ができずに話が平行線だった若い債務者が、ある日突とつ然ぜん、全額返済してくることがある。その場合は大たい抵ていが親族からの援えん助じよがあったと考えていいらしい。他ほかの業者から借りるよりも、恥はじを忍しのんで親に頼たのんだ方が利息がつかない。まさか子供から利息を取る親もいないだろう。

　そして勇司は、織おり子この携けい帯たいへ電話をかけた。







　わかっていたことだが、織子は１万円という金額にも難色を示した。

「これが当社ができる最大の譲じよう歩ほです。なんとかご用意頂けないでしょうか」

「すみません。昨日も電話でお話ししましたが、１万円もないんです……」

　ここからだ。

「あの、ご延えん滞たいの件、ご家族には相談されているのでしょうか」

　織子が息を飲むのがわかった。

「……っ。いえ、家族には言ってません。あのっ、私が払はらわないと、家族に電話とかすることになるんですか？」

「あ、いえ。ご家族には支払い責任がありませんから、当社からご家族に請せい求きゆうをすることはありません。ただ、まだ相談されていないのでしたら、話してみるのも一つの方法かと思いまして、ご提案させて頂いたのです」

　そう、あくまで提案だ。こちらから強要してはいけない。後は織子の判断に任せることになる。とてもグレーな部分だとは思うが、重要なことだ。後で聞いたことだが、債務者によっては電話を録音している人もいるらしい。こちらが乱暴な言葉を使ったり脅おどしのようなことを言えば、すぐさま弁護士のところへ駆かけ込もうという算段だ。

　しかし、織子は首を横に振ふった。

「家族に迷めい惑わくはかけられません。私がちゃんと全部払います。だから、もう少し待って頂けないでしょうか……」

　親からの返済は、すぐには無理か。どうするべきか。織子の返済意思は勇司にも伝わっている。延滞が始まって一週間と少し。一部の返済は欲しいところだが、ここは待つという選せん択たくをしても大だい丈じよう夫ぶか。

「それでは……」と言いかけた勇司の足を、澄花が小こ突づいた。言葉を飲み込んで隣となりに座る澄すみ花かと目を合わせると、見逃のがしてしまいそうなくらい小さく首を動かした。

　ここで引くな、ということか。待ってしまえば、きっとこの債権回収は長期化してしまう。現状、織おり子こに返済能力はないのだから。

　勇ゆう司じと澄すみ花かの判断が異なってしまったが、上司の澄花に従うしかない。

「お気持ちはわかりますが、このままでは……」

　勇司の言葉を遮さえぎるように、織子は鞄かばんから財さい布ふを取り出した。そこから千円札を三枚出すと、それを勇司に差し出した。その３千円で、財布が空になったのが見えた。

「お願いですっ……。これで、もう少し待ってくださいっ……。もう貯金もなくて、これだけしかないんです。絶対に全部返しますから、お願いですっ……」

「っ！」
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　お札を持つ織子の手は震ふるえていて、二つの瞳ひとみからは涙なみだが流れて頬ほおを伝う。織子は次々に溢あふれる涙を拭ぬぐおうともせずに、お金を持った両手を勇司に向けていた。

　会って話せば、どうにかなると思っていた。織子が親に打ち明けて、すぐに返済してくれるとどこかで楽観視している自分がいた。でも、会ってしまったから、涙を見てしまった。おそらく全財産であろうお金を、震えながら差し出すまだ十代の、制服姿の女の子を目の前にしてしまった。

　どうする。いや、答えは決まっている。債さい権けん者なのだから、債務者からの返済を受け取るのは当たり前だ。とりあえず今日は３千円でいいということにして、また次回とするべきだろうか。

　でも、迷う。人としての勇ゆう司じの感情が、それでいいのかと待ったをかける。どうしても、仕事だと割りきることができない。

　勇司は隣となりの澄すみ花かに目をやった。すると目が合って、澄花は小さく頷うなずき、口を開いた。

「遠えん藤どう様、申し訳ありませんが、このお金は受け取れません。この３千円を払はらってしまえば、遠藤様の今後の生活が非常に圧あつ迫ぱくされることになります。それがわかっていて、当社はそのお金を受け取ることはできません」

　内心で、勇司は安あん堵どの息を漏もらす。

「で、でも……」

「ご返済は、まとまった金額が用意できた時で結構です。ですが、当社が無期限にお待ちすることができないということもご理解ください。何かあればご連れん絡らくをお願いします。本日は、お忙いそがしい中ありがとうございました。ここの支払いは、私が」

　半ば強引に切り上げ、澄花は伝票を持って席を立った。

「いえ、こちらこそ……」

　頭を下げる織おり子こに勇司も一礼し、澄花を追った。正直、面談が終わってくれて助かった。あのまま織子と話を続けられるほど、勇司の心は強くなかった。

　カフェを出て改札を通り、電車を待つ。その間、澄花は何も言わなかった。勇司はというと、織子の涙が頭から離はなれず、うなだれるようにして隣に立っていた。

　悪いことはしていない。自分の言葉に乱暴なところもなかったし、脅おどすようなことも言っていない。決して、自分は悪くないのだ。敢あえて言うのなら、延えん滞たいをしてしまった織子が悪い。

　でも、そうやっていくら自分を肯こう定ていしようとしてもできなかった。それくらい、織子が泣いてしまったという事実が衝しよう撃げき的だった。

　きっと織子は、ずっと追い詰つめられていたのだろう。返済しないといけない。でもお金がない。何度財さい布ふを見たって、中身が増えているわけもない。それでも取り立ては返済をしないと終わらない。

　毎日お金のことを考えているのは、とても辛つらい。誰だれよりも、澄花よりも、その辛さがわかる。

　あんな涙なみだを見るくらいだったら、いっそのこと……。

「自分が個人的に遠藤さんの債さい務むを立て替かえる。……そんなことを考えてる顔ね。何があっても、そんなことしちゃダメよ」

　澄花の声が、勇司を貫つらぬく。電車が来るまであと一分ほど。

「考えて、ないです」

　どうしてバレてしまったのか。

「そうよね。それをやっちゃったら、ＫＴカードのすべての債務者に同じことをしてあげないといけなくなるもんね」

　おそらくは見透すかされているだろう。でも澄花はそれ以上言げん及きゆうはしなかった。

「ああいうことって、よくあるんですか？　慣れないといけないんですか？」

「泣いちゃうこと？　あんまりないかな。早く一人前にしようと思って面談を許可したけど、初めての面談にしてはインパクト強すぎたね。私のミスだよ」

「いえっ、会って話したいと言ったのは僕ですし……」

　確かに辛つらいとは思った。でも、澄すみ花かが謝ることじゃない。

　世の中は、「誰だれかがやっている仕事」で成り立っているのだと思った。普ふ段だん、何なに気げなく使う自動販売機だって、ジュースを作っている誰かがいて、運んでいる誰かがいて、補ほ充じゆうしている誰かがいるから買うことができる。楽しく読んでいるマンガだって、誰かが描かいて、誰かが編集して、誰かが印刷して、誰かが売っている。

　そんなたくさんの仕事の中で、取り立てをしている誰か。それが自分だっただけ。誰かがやっている仕事は、誰かがやらなければいけない仕事なのだ。

　アナウンスが流れて、電車がホームに滑すべり込む。帰宅ラッシュの手前で、乗客はそれほど多くなかった。

　並んで座ると、澄花は「あのね」と話し始めた。

「取り立てって、何だと思う？」

　随ずい分ぶんと漠ばく然ぜんとした質問だ。何か意図があるのかと思い勇司は考えるが、結局は普通の答えしか浮かばない。

「会社の利益のために必要なことだと思います」

「うん。それもそうだね。じゃあ、債さい務む者にとってはどうだろう。遠えん藤どうさんみたいな人たちにとって、私たちのやっていることって何なのかな」

　それは、取り立て以外にも何か答えがあるということなのか。

「……わからないです」

「変な質問だよね。……私は、取り立ては『救済』だと思って、仕事をしてるの」

「救済、ですか？」

　取り立てとは反対のところにある言葉なのではないだろうか。少なくとも、相手を泣かせるようなことは救済とは言わない。

「財さい布ふに入っちゃうほどの大きさの四角いクレジットカードには、悪あく魔まが棲すんでると思うの。普通に使っていれば、生活を助けてくれる便利なアイテム。だけど一度でも使い方を間ま違ちがえれば、潜ひそんでいた悪魔が顔を出して延えん滞たいという名前の泥どろ沼ぬまに引きずり込んじゃう。そんな怖こわい物でもあるのよ」

「悪魔……」

　確かに、その表現はとても的確だと思った。お金がなくても、まるでお金があるかのように買い物ができる。ＡＴＭで手軽に現金が借りられる。そんな甘い誘ゆう惑わくに負けて利用を重ねれば、いつかは悪魔に捕つかまってしまう。

「そう。そんな悪あく魔まから、延えん滞たいしてしまった人を救い出す。それが私たちの仕事」

「救う……取り立てが、ですか」

「キレイごとだって、物は言いようだって思ってもいいよ。ただ、これが私の信念だから。君は君なりの信念を見つければいいの」

　織おり子こは今、悪魔に誘さそわれて底なし沼ぬまに足を踏ふみ入れてしまっている。だが、まだ足首くらいまでしか浸つかっていない。手を掴つかんで引っ張ってあげれば、必ず抜ぬけ出せる。

　助けてみせる。自分が澄すみ花かにしてもらったように、織子を債務という重荷から、延滞という泥どろ沼ぬまから解放してみせる。

　勇ゆう司じが強く拳こぶしを握にぎったところで、「それにしても」と澄花が話題を変えた。

「遠藤さん、すごくかわいい娘こだったね。その辺のアイドルよりもいい感じじゃない？」

　実は、勇司も同じことを感じていた。色白なところがどこか儚はかなげというか、守ってあげたくなるような雰ふん囲い気きを纏まとっている。声もきれいで、小さな声でしか話してくれなかったが、ちゃんと声を出せばよく通る、透すき通った声を聞かせてくれるのではないだろうか。

「そうですね。きれいな娘だなって思いました」

　勇司の高校時代には、織子ほどきれいなクラスメイトはいなかった。と思う。

「だからってダメよ。『返済を待ってあげる代わりに僕のこと踏ふんでくださいお願いします』とか言ったら」

「その要求おかしくないですか!?」

「えっと……Ｍエム司じくんだっけ」

「名前がっ！」







　会社に帰ってくる頃ころには定時の五時を過ぎていて、個別対応班のドアを開けると莉り奏そ奈なの姿はもうなかった。机が片づけられているので、帰ったのだろう。

「使ったのね、ＳＴＧを」

　何な故ぜか真顔で澄花がそんなことを言った。

「ＳＴＧって何ですか？」

「上司が残っていても、なんとなく帰りにくい雰ふん囲い気きでも、どんな状じよう況きようでも必ず定時に帰る。それが莉奏奈ちゃんの必殺技わざ、『スーパー定時帰りＳＴＧ』よ」

「そんな技が！」

　澄花に言われて莉奏奈のタイムカードを見てみる。すると驚おどろいたことに四月はすべて定時に帰っていた。しかも毎日きっかり五時ちょうどにタイムカードを押している。サラリーマンは誰だれもが残業をするものだと勝手に思っていたが、そうでもないのだろうか。

「ま、残業すればいいってものじゃないしね。莉奏奈ちゃんは、自分の仕事を終わらせて帰ってるんだから」

　むしろ残業しない方が人件費がかからないのだから、会社にとってはいい社員である。

「でも、僕はできれば残業したいですね。もっと経験積みたいですし」

　早く帰っても、お金もないのでやることがない。ちなみにこの会社の残業代は十五分単位で計算される。

　すると澄すみ花かは声低く笑った。

「ふははははっ。そうはさせるかあっ！　私の下で残業できると思ったら大おお間ま違ちがいよ！」

「何でですかっ！」

「私が早く帰りたいから。勇ゆう司じくんだけ残して帰れないじゃない」

　はっきりと言ってくれる上司である。

「残業しないと手取りが……」

　もう一つの本音である。

「だいたい、残業して給料が増えたら、マジメな君は少しでも私にお金を返そうとするでしょ？　そしたら早く完済しちゃうじゃん。せっかく忠実な犬……じゃなくて部下ができたっていうのに、逃にがすわけにはいかないのよ」

　犬って言ったぞ今。しかし今の状態は強く否定できない。

　それから、勇司は織おり子ことの面談の結果を記録に残した。親への相談は考えていないこと、３千円の返済の申し出をこちらから断ったこと。

「…………」

　夕方のカフェでの会話を思い出しながらキーボードを叩たたいていた勇司に、ふとした疑問が浮かんできた。おとなしそうで、儚はかなげで、守ってあげたくなるような雰ふん囲い気きを持った、遠えん藤どう織子という少女。

「どうかした？」

「あの、本当にカードを使ったのは遠藤さんなんでしょうか」

　すでに机の周りを片づけていた澄花は、一度手を止めた。

「また突とつ然ぜんだね。どうしてそう思ったの？」

「あんなおとなしそうな娘こが、欲しい洋服があったからってカードを乱用するとは思えないんです。頭だってよさそうだったし……」

「んー……それは君の推すい測そくの域を出てないよ。『だと思う』で仕事をしちゃいけないね。おとなしそうっていうのは同感だけど、欲しい物を前にしたらついつい手が出ちゃう性格なのかもしれないよ？　こんなに清せい楚そで可か憐れんな私だって、下着は黒のレースつきかもしれないでしょ？」

「澄花さん、訊きいてもいいですか？」

　すると澄花は両手を赤く染めた頬ほおにあて、なんだかわざとらしく首を振ふった。

「まさか下着の色？　いやん。だけど君がどうしてもって言うなら……。でもやっぱりダメよ澄花。私は上司で彼は部下、いくら部屋に二人きりでも流されてはいけないのよっ」

「セクハラってどこに相談すればいいんですか？」

「ひどい！」







　三十分の残業をして、勇ゆう司じは入社三日目を終えた。同じ特区内なので大学生の時に下宿していたアパートからでも十分に通勤できるのだが、ＫＴカードと関かん東とう特とつ区く銀行が共同で管理している独身寮りようの方が家賃が安いので、そこに引っ越こしている。寮と名がついてはいるが普ふ通つうのワンルームのアパートで、食事や風ふ呂ろが共同というわけではない。

　着き替がえて一人分の食事を用意する。節約のために自じ炊すいをしている。さて、カレーは二日目だ。

　テレビを見ながら、考えるのは仕事のこと。織おり子このこと。確かに澄すみ花かの言っていることは間ま違ちがいではなくて、カードを使った人間が他ほかにいるかもしれないというのは推すい測そくだ。そもそも、違う人にカードを使われてしまったのなら、織子は最初に言っているはず。

　でも、引っかかる。何か理由があるのではないか。そう思ってしまう。それくらい、織子の印象が延えん滞たいとはかけ離はなれていたのだ。だがこれは新人の個人的な意見であって、証しよう拠こなんて何もない。涙なみだを流す織子を見て、何かやむを得ない事情があってほしいという、希望的観測なのかもしれない。

　証拠。

　それがあれば、推測が推測ではなくなる。

　調べてみよう。自分にできる、最大限のことをしよう。






　　　　　３







　次の日、二人よりも早く会社に着いて、掃そう除じやコーヒーの準備を終えた勇ゆう司じは、織おり子この情報画面を開き、自分の手帳に必要なことを書き出していた。

「おはよう。相変わらず早くて感心ね。って、もう仕事してるの？　始業まではのんびりコーヒー飲んだり、私の椅い子すの匂においを嗅かいでてもいいのよ？」

　タイムカードを押しながら、出勤した澄すみ花かはそんなことを言った。

「澄花さんは僕を何だと思ってるんですか？」

「そりゃあ、かわいい犬……部下よ」

　その部下を変態に仕立て上げようとしているのは何な故ぜなのか。

　すぐに莉り奏そ奈なも出勤して、今日のＫＴカードの営業が始まった。

　出勤四日目にして、澄花と莉奏奈の服の傾けい向こうがわかってきた。スーツの勇司と違ちがって、毎日服を選ぶのって面めん倒どうではないかと思う。今日の澄花はブラウスに膝ひざ丈たけのジャンパースカートで、裾すそから形のいい脚あしが伸のびている。当然ながら、過度な露ろ出しゆつを控ひかえるような暗あん黙もくのルールがあるのだろう。

「澄花さん」

「ん、何？」

「外出の許可を頂きたいです」

　澄花は一いつ瞬しゆんだけ目を丸くしたが、勇司の意図に気づいてくれたようだった。

「……オッケー。いいよ」

「ありがとうございます。午前中には戻もどります」

「いやー、驚おどろきだね。そんなイメージなかったからさ」

「イメージ？　何のことですか？」

「何って、今日発売のゲームソフト買うために並ぶんじゃないの？」

「違いますよ！」

　むしろ、そうだと思って外出を許した方が問題だ。

　勇司は、織子が本当に自分でカードを使ったのかを確かめるために外に出て調査が必要だということを伝えた。

「やあね。わかってたってば」

　どこまで冗じよう談だんなのかわからない。

　そもそも、勇司はゲーム機を持っていない。もうゲームなんて何年もしていない。後から莉奏奈に聞いた話によると、澄すみ花かは携けい帯たい電話の新機種の発売日に「病欠」したらしい。病気なら仕方がない。

「それでは行ってきます」

「気をつけてね。あとお土産みやげよろしくー」







　会社を出た勇ゆう司じは電車に乗って繁はん華か街がいへ向かった。特区の住民が遊ぶ時はほとんどここに来ることになる。平日とあって、それほど人は多くない。スーツ姿の勇司は、営業の外回りの途と中ちゆうでサボって遊びに来たように見られているかもしれない。

　手帳を開く。そこに書き出しておいたのは、織おり子こがカードを使った店の名前だった。







　午前中に勇司は会社に帰ってきた。

「戻もどりました」

「お帰りー。収しゆう穫かくはあった？」

「はい。あと、これお土産です」

　勇司は紙かみ袋ぶくろを差し出した。誰だれもが知っている特区のお土産、特区饅頭まんじゆうである。すると莉り奏そ奈なは「ふふっ」と小さく笑い、澄花は「あははっ」と大きく笑った。

「ホントにお土産買ってきたの？　あんなのお約束の挨あい拶さつに決まってるじゃなーい。いい！　君のそーゆーところがすごくいい！」

「本気にしちゃいますよっ。澄花さんが言ったことなんですから……」

　入社して間もない自分が、そんなお約束など知るはずもない。社会人としてのマナーやルールは、澄花と莉奏奈から教えられることがすべてなのだ。このお土産だって、それなりに悩なやんで買ったのだ。

「ゴメンね。せっかく買ってきてくれたんだし、おやつの時間になったらみんなで食べましょ」

　澄花は勇司の肩かたをポンポンと叩たたき、遠えん慮りよする勇司にお土産代をくれた。

「それで、やっぱり遠えん藤どうさんのカードは他ほかの人が使ってます」

「昨日の推すい測そくを確かなものにしてきたんだね。じゃあすぐに遠藤さんを交えて……といきたいところだけど、昨日の今日だからね。今日はやめて、明日にしましょう」

　二日続けて債さい権けん者と会うのは精神的に辛つらい。織子はまだ十六歳だ。追い詰つめ過ぎると、あったはずの返済意思がなくなってしまう可能性だってある。それだけは避さけなければならない。

「わかりました。あの、僕、手が空くんですけど、できることがあれば……」

「もちろんあるよ。はいこれ」

　澄花に渡わたされた二枚の紙。そこには、カードの番号と氏名がびっしりと書かれていた。番号がふってあるので、全部で百人ということがわかる。

「何のリストですか？」

「延えん滞たいが始まったばかりの若い債さい権けんよ。遠えん藤どうさんみたいに支し払はらいが困難じゃなさそうなやつ」

　社会人としても取り立て担当としても新人の勇ゆう司じに、敬語、取り立ての基き礎そ、電話をかけてから返済を受けるまでの流れ、債権管理システムの使い方などを実じつ践せんで学ばせるために、本来は個別対応班に来るようなものではない債権を初期班から貰もらってきたのだという。澄すみ花かの教育方針はとことん実践重視だ。

「頑がん張ばります」

「百本ノックならぬ百件督とく促そく。困ったことがあったらすぐに保留するのよ。間ま違ちがったこと案内したら、それこそクレームの原因だからね」

　ちなみに、これは本来の個別対応班の債権ではないので、取り立てても勇司の借金からは差し引かれない。もちろんそんなことでやる気をなくすようなことはないし、自分の取り立てスキルが上がれば織おり子こへの取り立てにも必ずいい効果が表れるはずだ。

　こうして勇司のひたすら電話をかける仕事が始まった。電話が繋つながり、延滞したことを伝えて返済をお願いしていくと、あることに気づいた。

『あら、口座に足りなかった？　勘かん違いしてたかしら』

『しまった。他ほかの請せい求きゆうが先に引き落とされちゃったかなー。すみません。すぐに振ふり込みます。いやー、お恥はずかしい』

『ＫＴカードの引き落としって毎月十日でしたっけ？　二十日だと思ってました』

　ほとんどの会員が、お金はあるけどちょっとしたミスで延滞してしまっていたということだ。いくつも口座を持っていて、別の口座にお金を入れていたり、金額を間違えていたり。そういう人は、すぐに振り込んで返済をしてくれる。延滞している間はカードが一時的に使えなくなるので、早く返済をしてカードを復活させたいのだろう。使えると思ってレジでカードを出したら使えなかった。こういうシチュエーションは恥ずかしい。

　しかし、中には織子と同じように、お金がなくて延滞した人もいるわけで。

『もうちょっと待ってよ。お金ができたら払うからさ』

　五十代の男性会員は、勇司の督促にこう答えた。買い物ではなく現金の借かり入いれをしていて、その返済が遅おくれてしまっている。

「できたら払うというのは当社としても困るのですが」

『あのさー、こっちは高い利息払ってるんだから、待ってくれてもいいでしょ？　だいたい、おたくは高すぎるんだよ。他はもっと低いでしょ？　知らない？』

　織子と違うのは、返済に対しての態度が横おう柄へいだということだ。さすがの勇司もイラっとしなかったと言ったら嘘うそになる。

「ですから……」

　勇ゆう司じが返答に窮きゆうしているのに気づいた澄すみ花かが、口パクで「保留して」と言う。勇司は「お待ちください」と会話を切った。

「何て言ってるの？　その人」

「ウチの利息が高いって……。だから待ってくれてもいいだろって言ってます」

「あー……、オッケ、私がその電話貰もらう。ちゃんと聞いててね」

「はい」

　勇司は澄花の電話に転送した。澄花の声が営業用に切り替かわる。

「お電話代わりまして、三みつ井いが承うけたまわります。先ほどの担当から聞きましたが、当社の利息についてご不満があるということでよろしいでしょうか。……ええ、しかし、当社は法定利率内で営業しておりますので、特に問題はございません。お客様も、当社の利息に納なつ得とくされた上で、借かり入いれをされたのではないですか？　……そうですよね。ですので、ご返済が遅おくれてしまったからといって、利息のことを仰おつしやるのは筋すじ違ちがいではないでしょうか。……はい。それではご返済お待ちしております。週明けで結構でございますので。……失礼します」

　受話器を置いた澄花は「ふう」と息をついてコーヒーを一口飲んだ。

「ありがとうございます。返済してくれるんですね」

「基本的に、利息について文句言ってくる人は突つっぱねちゃっていいのよ。こっちは悪いことしてないし、あっちだって『この利息でいいからお金貸して』って状態で借りてるんだから」

　確かにそうだ。カードの利用は本人の意思。誰だれかに脅おどされて無理やり借りさせられたのであれば、それは警察沙ざ汰ただ。

　メモ帳にペンを走らせながら、勇司はさっきの人が言っていたことを思い出した。

「他ほかはもっと利率が低いって言ってましたけど、そうなんですか？」

「ええ。銀行の方がカード会社や消費者金きん融ゆうよりも低いかな。電車の広告とか見て比べてみるといいよ」

「じゃあ、どうして低い方から借りなかったんでしょうか」

　すると、澄花はにんまりと笑った。

「そんなの決まってるじゃない。もう銀行からは借りていて、これ以上借りられないのよ。それでもお金が必要だから、高いとわかっていてウチから借りたの。それで延えん滞たいしちゃったから、文句の一つでも言いたくなったんでしょ」

　なるほど。そういうことだったのか。高いとわかっていて借りるからには理由があるに決まっている。

「勇司くん、今度同じようなことを言う人がいたら『じゃあどうして低いところから借りなかったんですか？　あれえ？　もしかしてもう借りられないとか？』って言ってごらんなさい。キレるから」

　と、莉り奏そ奈なからありがたいアドバイスも貰った。が、口が裂さけても言えない。

　利息に対しての不満は、よくあることなのだそうだ。

「ま、文句があるなら借りるな、っていうのが貸かし金きんの真理よね」

「はあ……。確かに……」

　澄すみ花かの視線はうっとりと窓の外へ。

「ああ利息っ……！　なんて素す晴ばらしい響ひびき！　お金を貸しただけで増えて返ってくるという、お金がお金を生むステキシステム……！」

　どうやら自分の世界に入ってしまったらしい。背景にキラキラが見える。リアクションに困って莉り奏そ奈なを見ると、「そのうち飽あきるから付き合ってあげて」とクールな助言。珍めずらしいことではないのだろうか。

　あと、債さい務む者にはとても聞かせられない。

　とりあえず勇ゆう司じはその姿を眺ながめていることにした。

　キラキラを背負ったままの澄花は立ちあがり、すっと勇司に手を差し出した。

「さあ踊おどりましょう！　利息のダンスを。今こ宵よいはいい月よ」

　昼だ。

「踊りませんよ！」

　初耳だよ利息のダンス。

　薄うす々うす感じていたことだが、この会社って自由すぎやしないか。他ほかの会社に勤めたことがないからわからないけど。

　アルバイトをしていた頃ころ、会社を辞やめてフリーターになったという五つ上の先せん輩ぱいがいた。先輩によると、終電帰りは当然で、会社に泊とまることも多い。夜の十時に仕事が終わったら早いと感じていたそうだ。体を壊こわして退職して、資格を取るために勉強していた。だから勇司も、サラリーマンになったら、契けい約やく社員といえど上司に怒ど鳴なられて帰れなくて休めないような毎日が待っていると思っていたし覚かく悟ごもしていた。

　しかし現実は残業なんてほとんどなくて、ＳＴＧを使う先輩がいて、上司は利息にうっとりしている。

　業種にもよるだろうが、きっとこの会社が特とく殊しゆなのだ。会社というか、この班が。

　ひとしきり自分の世界に浸ひたった後、満足したらしい澄花は何事もなかったように仕事に戻もどった。勇司もリストの上から順に電話をかけ続け、与あたえられた仕事をこなしていった。緊きん張ちようもあって、たまに変な敬語が出ることがあったが、慣れていくしかない。ある会員からは「君、新人？」と訊きかれたりした。

　三時を過ぎたあたりで澄花がお土産みやげの特区饅頭まんじゆうを食べ始め、自然と休きゆう憩けいになった。コーヒーではなく緑茶を用意し、勇司も饅頭を食べた。いたって普ふ通つうの饅頭である。

「そういえば、勇司くんマウスパッドないわね」

「あ、はい。そのうち買ってこようかと思ってたんです」

　今までは机の上にそのままマウスを置いていた。別に使えないわけでもないので不便というほどでもない。

「忘年会のビンゴ大会で貰もらった物があったはずよ。澄すみ花か、どこいったかしら、あれ」

　莉り奏そ奈なに言われて、澄花は「確かここに……」と自分の机のひきだしを漁あさり始めた。

「あったあった。よければこれ使って」

「ありがとうございます。助かります」

　貰ったマウスパッドに早さつ速そく右手を置いてみる。手首が置けるように段差がついている物で、マウスをこのかわいい顔の上に……。

「って何ですかこれっ！」

「え？　男の子ってみんなおっぱいマウスパッド使ってるんじゃないの？」

「何を根こん拠きよに言ってるんですかっ。こんなの仕事に使えませんよ」

　これが忘年会で登場したのか。幹事のセンスを疑う。

　ちょっと見せて、と莉奏奈が言うので渡わたすと、ぷにぷにと指でつついていた。

「へえ、こんな感じなのね。本物にはちょっと遠いかしら。ねえ勇ゆう司じくん」

「お願いですから僕に振ふらないでください……」

「ふふ。確かめてみる？」

　勇司の視線が莉奏奈の豊満なそれに行く寸前で澄花が割り込んできた。

「ほらほらあ、仕事中よ？　仕事をしなさい仕事を」

　……あなたがそれを言うのか。







　入社五日目、金曜日。一昨日おとといと同じカフェで、勇司と澄花、そして織おり子こは面談をしていた。織子は今回の面談にも応じてくれたが、本心では断りたいだろう。たった二日でお金が用意できるはずもないし、その状態で債さい権けん者と会うなど苦痛以外の何物でもない。

　しかし、勇司には織子から聞きたいことがあった。これは、今後の返済に必ず関かかわってくることだ。

「あの、まだお金は……」

　前と同じように注文を終えると、織子が口を開いた。申し訳なさそうな、小さな声だ。

「いえ、遠えん藤どう様、今回は他ほかの確かく認にん事じ項こうがございまして、お越こし頂いたのです」

「他の、ですか？」

　返済以外に何があるというのだろう。織子はそんな困こん惑わくの表情を浮かべた。

「失礼ですが、当社のカードは今お手元にございますか？」

「は、はい」

　言いながら、織子は財さい布ふからクレジットカードを取り出し、テーブルに置いた。青が基調となったデザインの学生向けカード、「ＫＴスクールカード」だ。勇ゆう司じもかつて持っていたが、就職と同時に変へん更こうし、現在は一般的な「ＫＴクラシックカード」を持っている。澄すみ花かはこのゴールド版だ。ＫＴカードには他ほかにも数種類のカードがあり、用よう途とによって適したカードを申し込むことができる。

「このカード、ずっと遠えん藤どう様のお手元にございましたか？」

　一いつ瞬しゆんだが、織おり子この目が泳ぐ。

「は、はい……」

　電話でなく面談にしたのは、織子の表情を見るためだった。確実に今、織子の顔には動どう揺ようの色が浮かんだ。

「違ちがっていたら申し訳ありませんが、私は、今回の延えん滞たいの理由となった買い物が、すべて遠藤様によるものではないと考えています」

「…………。いえ、私が買いました。洋服とか、色々……」

　勇司の考えを伝えても、織子は否定。だが、うつむいてしまい、声は自信がなさげだ。やはり嘘うそをついているのではないだろうか。その理由はわからないが。

　ここで勇司は、昨日の外出で調べた結果を提示することにした。内容はまだ澄花にも言っていない。澄花からは「まずは好きなようにやっていいよ。本当にいけない時だけ口を出すから」と言われている。その言葉通り、澄花は挨あい拶さつしてからまだ一言も発していない。

「こちらが、遠藤様が買い物をされた店の一覧になります。間違いありませんか？」

　文書ソフトで書いただけの素っ気ないリストだ。そこには洋服やアクセサリーを扱あつかう店の名前が五つ並んでいる。

「はい。そうです」

「私は、この店を全部回ってみました。確かに女性向けの店ではありましたが、扱っている物がこう、派手めというか、ギャルっぽいというか、つまり、遠藤様の雰ふん囲い気きには合わない物でした」

「ちょっ……」

　隣となりの澄花が紅茶を噴ふき出しそうになった。

「でも、私が買っ……」

「来なさい菱ひし見みくん！」

　織子の言葉を遮さえぎって、澄花は勇司の服を掴つかみ席を離はなれた。トイレ前のひと気のないスペースまで連れて行かれる。

「何ですか澄花さ……ぐえっ」

　クロスチョップを喰くらった。

「君、昨日調べたのってこのこと!?」

「はい。そうですけど……」

「何で君が遠えん藤どうさんの服の趣しゆ味みを知ってるのよ！　制服しか見てないでしょうが！」

「それはそうですけど、明らかに合ってないんですよ。あんな服、遠藤さんは買わないですって」

「だからそれは君の推すい測そくでしょ？　それとも何？　君は遠藤さんと一いつ緒しよに買い物に行ったことがあるの？」

「ない……ですけど」

　段々と自信がなくなってきた。

「だったらわからないでしょうが。推測で仕事するなって言ったじゃない。自信満々だったから聞かないでおいたけど、まさかこんなことを根こん拠きよに言ってただなんて……」

　澄すみ花かは露ろ骨こつにため息。小さく「フォローしておいてよかった」と呟つぶやいた。

　確かに勇ゆう司じの言っていることは推測の域を出ないかもしれない。だからこそ、織おり子この反応を見て、確信に変えようと思っていたのだ。もしくは、織子が自白してくれるかもしれないとも。

「でも澄花さん、最初の反応を見ても、遠藤さんはカードを……」

「わかってる。君の言いたいことも、遠藤さんのカードの真相も。ここからは私がやる。本当の証しよう拠こってものを見せてあげる」

　に、と不敵な笑えみを浮かべて、澄花は席に戻もどっていった。

　本当の証拠。そんなものがあるというのだろうか。しかも、すでに澄花はそれを手に入れているという。

「あ……」

　席に戻ると、織子が顔を上げた。

「ごめんなさいね。ウチの菱ひし見みが失礼なことを言ってしまって。服の趣味なんて人それぞれですものね」

「い、いえ……」

「それで、見て頂きたいものがあります」

　澄花は自分のバッグから、クリアファイルに入った二枚の紙を取り出した。まずは一枚を織子の前に出す。勇司も覗のぞき込んだ。

「こちらが、遠藤様が当社のカードを申し込まれた時に記入された申込書のコピーです。入会されたのは去年の七月ですね」

「はい。そうです」

　モノクロで印刷されたそれは、ＫＴカードの申込書だった。織子の氏名に生年月日、住所、電話番号、そして捺なつ印いん。暗証番号の部分は黒く潰つぶされていた。

　次に澄花はもう一枚を並べた。

「そしてこちらが、遠藤様が買い物をされた時の伝票のコピーです。店から取り寄せさせて頂きました」

「……っ」

　息を飲んだのは勇ゆう司じだった。

　カードで買い物をした時、必ずすることがある。専用端たん末まつに暗証番号を入力するか、もしくは直筆でのサイン。これをしないと買い物は成り立たない。

　伝票のコピーには、当然ながら「遠えん藤どう織おり子こ」というサインが書かれていた。

　だが、筆ひつ跡せきが違ちがう。織子が書いたはずのもう一枚。申込書に書かれている文字と明らかに筆跡が違っていた。専門家に筆跡鑑かん定ていを頼たのむまでもない。

　申込書を書いた人間と、服を買ってサインをした人間が違う。同じでなければいけない部分が、確実に違う。

「これは……その……」

　織子が視線を泳がせる。

　申込書は絶対に織子が書いたものだ。印鑑だってある。だとすれば、サインを書いた人間が織子以外の誰だれかということになる。

　動かない証しよう拠こ。服の趣しゆ味みが合わないとか、そんなことを根こん拠きよにしていた自分が恥はずかしくなるくらい、絶対的な証拠だった。

「遠藤様、正直にお話しください。私たちも、できる限りの相談には乗らせて頂きます。あなたのカードを使ったのは、どなたですか？」

　澄すみ花かが迫せまる。織子はうつむいたまま、しばらく何も言わなかった。やがて、「あの、その」を数回繰くり返した後、絞しぼり出すように言った。

「友達にカードを貸したら……たくさん使ってしまって……」

　勇司の推すい測そくは、結果的に間違ってはいなかった。ただ、今は澄花の舞ぶ台たいだ。

「ご友人にカードを貸した経緯を、詳くわしく教えて頂けないでしょうか」

　言いにくいのか、織子が次に口を開くまでに少しの間があった。

「友達が、放課後に買い物に行こうと思ってたけど財さい布ふを忘れてしまって、後で使った分のお金を渡わたすからって……。それで、カードを貸しました」

「暗証番号も教えてしまいましたか？」

「それは、教えていません」

　だが、暗証番号がなくても買い物はできる。その結果があのサインだ。

「では、遠藤様が延えん滞たいされている金額のうち、携けい帯たい電話料金以外は、そのご友人が利用したものなんですね？」

「……はい」

　織子が延滞した本当の理由は、他人利用によるものだった。

　これは、織子への取り立ての方針が変わる。勇司が取り立てを始めた時とは状じよう況きようが変わったのだ。思わず勇司は口を開いていた。

「澄すみ……三みつ井いさん、遠えん藤どう様に非はありません。友達が使ったんですから、その友達に……」

「善ぜん管かん注意義務違い反はんです」

　遮さえぎって、澄すみ花かはそう言った。

「ぜんかん……？」

　澄花が何を言ったのか理解できなかった。澄花は勇ゆう司じの方を一いち瞥べつもしない。

「説明をします。遠藤様も、菱ひし見みくんも聞いてください」

　織おり子こにつられるように、勇司は頷うなずいた。

「会員は、カードの使用、保管、管理を善良なる管理者の注意をもって行うものとする。略して善管注意義務と言います。平たく言うと、カードの持ち主は、自分のカードをしっかり管理しておかなければいけないということです」

「……はい」

　織子はテーブルに置かれた自分のカードを見つめている。

「これに違反したことが原因でカードの不正利用があった場合、支し払はらい責任はすべて持ち主のところへいきます。これは当社の会員規約に記き載さいされています。……よろしいでしょうか」

　口をつぐんだまま、織子は答えない。

「ちょ、ちょっと待ってください！　支払い責任は持ち主って、友達が使った分なのにこの娘こが払わなければいけないんですか？　おかしいじゃないですか」

　こう言わずにはいられなかった。どうして、自分が買ってもいない物の代金を払わなければいけないのか。音を立てて勇司は立ちあがっていた。テーブルの上のコーヒーが揺ゆれる。

「遠藤様が、カードを貸したのが悪い。それがすべてよ、菱見くん」

　澄花に手で制され、勇司は座った。本人がいる前で「悪い」とはっきり言った澄花。織子に支払い責任があることを再認にん識しきさせるためだろうか。

「でも、そんな……」

「例えば、ひったくりとか空あき巣すとか、遠藤様はちゃんと保管をしておいたのに、カードを奪うばわれて使われてしまった。こういうことなら別問題だし、警察に届け出をするべきよ。でも、遠藤様は友達に貸してと言われて貸してしまった。断れたのに貸してしまった。これは遠藤様が管理を怠おこたったということ。それによって発生した代金は、遠藤様が支払いをするべきなの」

　織子は、このことを知っていたのか。だから、最初に友達が使ったということを話さなかったのだろうか。

　カードには持ち主の名前が書いてあるが、顔写真までは貼はられていない。名前からわかることなんて性別くらいなもので、織子のカードを使ったのが女子だったのであれば、レジにいた店員も疑うことはないだろう。そもそも「カードは本人が使っているに決まっている」という先入観がどこかにある。勇司もアルバイトをしている時にレジで客がカードを出してきたことは何度もあるが、「本当にこの人のカードだろうか」なんて思ったことはなかった。

「はい……。私が払はらいます」

　実際に使った友達に支払い責任がないのなら、勇ゆう司じはその友達に取り立てをすることができない。あくまで、取り立ての対象は織おり子こだ。

　せっかく延えん滞たいの理由を知ったというのに、何も変わらないじゃないか。

「確かに、規約に従えば先ほど申し上げた通りですが、常識で考えれば、代金はそのご友人が出すべきです。遠えん藤どう様、カードを使ったご友人から、その分のお金は受け取りましたか？」

　澄すみ花かの問いに、織子は首を横に振ふった。

「私も言いました。でも、『今はないから立て替かえておいて。そのうち、ちゃんと払うから』って……。でも、貯金もなくて、引き落としの日までに用意できなくて……」

　延滞、そして取り立て。

　何だそれは。やっぱり友達が悪いのではないか。取り立てられるべきは、織子ではないじゃないか。

　もどかしい。ＫＴカードの社員である以上、勇司は会社の規約と法律に縛しばられている。その境界を越こえるようなことをすれば、会社に迷めい惑わくをかけることになる。

　いつの間にか、勇司は膝の上に置いた手を強く握にぎっていた。じんわりと、手のひらが湿しめっていくのがわかる。

　澄花は顎あごに指を添そえて、やがて口を開いた。

「わかりました。本日はここまでにしましょう。事情はわかりましたので、当社もある程度の猶ゆう予よをします。遠藤様は、引き続きご友人に代金を払うよう交こう渉しようしてください。遠藤様とご友人の間に当社が入ることはできません。遠藤様が、その方からお金を貰もらってください」

「……はい。すみません」

　面談は終しゆう了りようし、勇司と澄花は先にカフェを出た。

　回収はできなかったが、話は進んだ。しかし、勇司の胸にはモヤモヤとしたものが残る結果となった。

　それに、もう一つわからないことがある。

「澄花さん、どうして……つっ」

　待っていたのはデコピンだった。

「お客様の前で感情的になるなんて社会人として失格よ。その胸の社章を見なさい。君はもう、ＫＴカードの社員なの。君の発言は会社の発言、忘れちゃダメよ」

「……はい、すみませんでした」

　一度、勇司は胸の社章に触ふれた。新人だからは言い訳にならない。織子にとって、勇司が新人であることなど関係ない。

　澄花は「わかればよろしい」と言った。

「あの、それで……」

「どうして私が遠えん藤どうさんのカードが他人利用だとわかったか、でしょ？」

「はい」

　そう、澄すみ花かはすでに織おり子この申込書と店の伝票を用意していた。伝票についてはすぐに手に入る物ではないはず。つまり、澄花はもっと前から織子の利用について不審に思っていたということだ。

「会社に着いたらネタばらしをしてあげよう、ワトソンくん」

　自じ慢まんげにそう言って、澄花は改札を通った。







「……今日もＳＴＧが決まってしまったわ。あら、お帰りなさい」

　陽ひも傾かたむき、個別対応班の部屋に入ったのはちょうど五時で、今まさに莉り奏そ奈ながＳＴＧを使ったところだった。タイムカードにはきれいに「１７：００」が並んでいる。

「ただいま戻もどりました。莉奏奈さんはお帰りですか？」

「ええ。と思ったけど、もうちょっといようかしら。あなたの案件の話、聞きたいわ」

　勇ゆう司じの最初の案件とあって、莉奏奈も気にかけてくれていたらしい。

　勇司は、つい数十分前の面談の結果を簡単に報告した。

「とりあえず遠藤さんには友達からお金を受け取るようにお願いしてきました」

　実際に話をしたのは澄花だけど。

「他人利用ね……。それで、マジメで真まっ直すぐでマゾヒストな勇司くんは理り不ふ尽じんさを感じずにはいられないってわけね」

「はい……って最後何ですか!?」

「違ちがうの？」

「違いますよ！」

　そこで残念そうな顔をするのは何な故ぜか。

「はい！　それでは三みつ井い澄花の推すい理りショーの時間よ。私が何をもって遠藤さんの他人利用を疑い、申込書と伝票を取り寄せたか。君の画面で説明しましょう」

　そう言って、澄花は勇司の後ろに回り、肩かた越ごしに手を伸のばしてキーボードを打った。柑かん橘きつ系のいい匂においがする。こんなに接近されると集中できない。

　勇司のそんな心境を見破ったのか、莉奏奈が「ふふっ」と色っぽく微ほほ笑えんだ。

「かわいそうに。その体勢、私だったらあなたの背中に胸があたったのに、澄花じゃあたらないのよ」

「Ｅカップの莉奏奈ちゃんは黙だまる！　まだ仕事中なんだからね！　それにこれからは美乳の時代なの。形には自信があるんだからっ」

　思わぬところで貴重な情報が開示された瞬しゆん間かんだった。

「それは失礼」

　勝ち誇ほこったかのような表情である。澄すみ花かの顔は怖こわくて見られない。

　……Ｅなのか。

「話を戻もどすよ。勇ゆう司じくんは遠えん藤どうさんのカードの利用内容までは確かく認にんしたけど、請せい求きゆう履り歴れきについては見てないでしょ？　そこがポイントなのよ」

　請求履歴。初めて聞く言葉だったが、なんとなくわかる。請求された金額の内訳ではなく、織おり子こが今まで毎月いくらずつの支し払はらいをしていたか、ということだ。

　澄花の操作で、画面が展開される。

　そこには、過去一年間、織子の銀行口座へ請求された金額が一覧になっていた。

　織子の入会は去年の七月で、実際の請求が始まったのは九月からだ。それ以前は０が並んでいる。

　九月の請求額は１万６７８４円。十月以降も、大きな変化はなく同じくらいの金額になっている。携けい帯たい電話の料金と、買い物が少しといったところだ。延えん滞たいすることもなく、期日に引き落としがされている。

「これは……」

　だが、変化があったのは今年の三月だ。請求額は６万５４３８円。その前の二月と比べて請求額が跳はね上がっている。そして次の月、延滞してしまった10万８７４３円。三月と四月だけ利用が多くなっている。三月は引き落としされているが、そこで貯金がなくなってしまったのだろう。

「そう、今までたいした上下もなく安定して利用していた会員が、急にカードをたくさん使い始めた。まるで？」

「……人が変わったように」

「そゆこと。文字通りだね。私はこの情報を見て、他人利用の線を疑った。こういう場合に有効なのが筆ひつ跡せきなの。他ほかの部に頼たのんで、申込書と伝票を取り寄せてもらったってわけ」

　推すい理りだった。この数字だらけの限られた情報から、会員のクレジットカードに何が起きたのかを考え、その裏付けとなるものを集めていく。そして状じよう況きようによって方針を変えていく。単に返済を迫るだけではない。ここまでして初めて取り立てというのか。

「それじゃあ僕が一昨日おととい、本当に遠藤さんがカードを使ったのかって疑った時、澄花さんはもうほとんどわかってたんですね」

「うん、正直に言うね。勇司くんがそう言った時、すごく驚おどろいた。経験なしの君が、視点を変えて遠藤さんの債さい権けんを見ようとしたことに。同時に、どうやってそのことを立証するんだろうって興味が湧わいた。だから敢あえて何も言わずに、君に自由に調べさせたの」

「店を回って、品物の傾けい向こうと遠藤さんの雰ふん囲い気きを比べてみただけでしたけど……」

　自じ嘲ちよう気味に勇司は言った。

　勇ゆう司じが外出をして、足と時間を使って調査をしている間、澄すみ花かは申込書と伝票を取り寄せるだけで確固たる証しよう拠こを揃そろえてしまった。歩き回っても推すい測そくの域を出ない結果しか出せなかった勇司とは大おお違ちがいだ。

　すると澄花は首を横に振ふった。

「ううん、卑ひ屈くつにならないで。その発想は君にしかないもので、私じゃ思いつけなかったことよ。結果的に失敗しちゃったけど、君のやったことは意味がないわけでも無む駄だ足あしでもない。経験としてしっかり蓄ちく積せきするし、私にも新しい発想をくれたの」

　だから自信を持って、と、澄花は勇司の両肩かたに手を置いた。

　澄花という人は、心を掴つかむ心理学でも勉強したのではないか。こうやって言われるだけで、この人の役に立ちたい、認められたいと思ってしまう。

「……でも、結局返済をするのは遠えん藤どうさんに変わりないじゃないですか。これじゃあ、何のために他人利用を突つき止めたのかわからないですよ」

　しかし、事実は残ざん酷こくだった。自分の意思でカードを貸してしまったことによる善ぜん管かん注意義務違い反はん。

「そんなことはないわ、勇司くん」

　答えたのは莉り奏そ奈なだった。いつのまにか椅子を勇司の近くまで持ってきて座っている。澄花が言葉を継ついだ。

「延えん滞たいっていうのは雑草みたいなもので、延滞した理由……つまり根っこから引き抜ぬかないと、またいつか延滞が起きる。遠藤さんが延滞に至ったその友達の問題を解決しないと、彼女はまた延滞するよ」

　カードを貸したら、織おり子こが払はらえないような買い物をした友達。その分のお金はまだ貰もらっていないという。

　仮に、何らかの方法で織子が10万円を用意して、今回の延滞を解消したとする。でもその友達がいる限り、また織子のカードが使われてしまう可能性だってある。織子には、カードを貸してしまうだけの理由があったはずだ。

　いや、そもそもの話だ。そもそも、そんなカードの使い方をして織子を延滞に追いやった人間を「友達」と呼べるのだろうか。

「遠藤さんの人間関係をどうにかしないと……」

「高校生でカードの貸し借りなんて、きっと何かあるわよ、その娘こ」

　優ゆう雅がに脚あしを組み、莉奏奈は言う。この中で一番の経験者の言葉は、十分に説得力があった。取り立ての経験だけでなく、人間関係の経験も。

「私たちは人間関係にまで介かい入にゆうはできないけど、事情は知っておく必要があるね。よし！　特区高校の制服を用意するから、勇司くん、潜せん入にゆう調査よ！」

「ええっ!?　でも僕もう二は十た歳ちで、潜入ってそんな簡単にできるものじゃ……いえ、やります。遠えん藤どうさんのためですし、僕が一番若いですもんね」

　高校を卒業して丸二年たったが、まだいける気もする。ちょっと前までは未成年だったし。

　と、真顔で決意した勇ゆう司じだったが、脱だつ力りよくしている澄すみ花かを見てそれが冗じよう談だんだったことを悟さとる。

「はあ……。こりゃ詐さ欺ぎにも遭あうよ、君。ホントにそこまでするわけないじゃない。警察でも探たん偵ていでもないんだから」

「澄花さんならやりかねないじゃないですかっ」

　その気になれば本当に制服も手に入れてしまいそうである。澄花だからこそ、冗談の境界がわからない。

「私の従い姉と妹こが特区高校に通ってるから、その娘こに聞いてみましょう。確か学年も遠藤さんと同じだったかな」

　澄花は華か麗れいな指さばきで携けい帯たい電話でメールを打ち始めた。織おり子こが延えん滞たいしていることを教えるわけにはいかないので、さりげなく織子の友人関係を尋たずねてみるのだろう。幸いなことにその従姉妹も女の子だそうだ。

　自分が任された案件だというのに、澄花に頼たよりっぱなしだ。勇司は立ちあがり、深く頭を下げた。

「ありがとうございますっ。僕の案件なのに、そこまでしてもらって……」

　すると澄花はじっと上うわ目め遣づかいで勇司を見た。急に女の子の顔になった澄花に胸が大きく鳴る。

「べ、別にアンタのためじゃないんだからねっ！　遠藤さんを助けるためなんだから！」

　棒読みだった。

「下手ねえ……」

　莉り奏そ奈なが呟つぶやいた。まあ、わざとだろうけど。

「いいのよ。いつか君に部下や後こう輩はいができたら、同じことをしてあげなさい。そうやって人も会社も成長していくの。うん、私いいこと言った！　さすが私！」

　最後のセリフがなければよかったのに。

　澄花はメールを送って、「週明けにはわかると思う」と言った。

　そうだ。今日は金曜日なのだ。会社に入って、初めての休日がやって来る。と思った瞬しゆん間かん、五日分の疲つかれがどっと肩かたにのしかかってきた。

「慣れない仕事に緊張もあって疲れたでしょう？　ゆっくり休むのよ。じゃあね、また来週」

　莉奏奈はヒールに履はき替かえて帰っていった。

　と思ったら、すぐに戻もどってきた。

「忘れ物ですか？」

「言い忘れてたわ。『一番若い』とか、次言ったら……アレするわよ」

　怖こわい。アレってなんだ。そして莉奏奈は何歳なんだ。

　澄花はまだ少し仕事が残っていて三十分くらい残業すると言うので、勇司は片づけをして先に会社を出た。勇ゆう司じが手伝えるような仕事ではないらしい。

「あー……」

　家に着くと、勇司はネクタイを緩ゆるめてスーツのままベッドに飛び込んだ。夕食の準備も風ふ呂ろも沸わかさないといけないとわかっているのに、体が動こうとしてくれない。自分が思っている以上に、体は疲つかれていたようだ。

　明日はアラームをセットする必要がない。洗せん濯たく物はたまっているが、まあいい。起きてから考えよう。

　何とか起き上がってシャワーだけ浴びると、勇司は泥どろのように眠ねむってしまった。






　　　　　４







　土曜日の朝、勇ゆう司じの目を覚ましたのは窓からの陽ひ射ざしではなく携けい帯たい電話の着信だった。テーブルの上の携帯電話が点てん滅めつしているのだが、こんな着信音を設定した覚えはない。変に思いながらもベッドから出て、這はうようにして携帯電話のもとへたどり着く。ディスプレイに表示された名前を見ると、一気に眠ねむ気けが吹ふき飛んだ。

「お、おはようございますっ。菱ひし見みです」

『おはよう！　さわやかな朝にこの私！　君の人生の分ぶん岐き点こと三みつ井い澄すみ花かよ』

「はあ……」

『おやぁ？　元気ないね。休みだからって寝ねすぎはよくないよ。リズムが崩くずれて逆に体に悪いからねっ』

　澄花は恩人で尊敬もしているが、思ってしまった。朝からこのテンションはきついと。

　入社初日に澄花と莉り奏そ奈なとは連れん絡らく先さきを交こう換かんしているので、澄花から電話がきても不思議ではない。不思議なのは設定していない着信音である。

「あの、もしかして僕のケータイの着メロ変えました？　『トップガン』の主題歌に」

『うん。君が席を離はなれてる時にちょろっとね。これならすぐに私だってわかるでしょ？』

　曲を聞いた時点でまさかとは思っていたけど。まあ、見られて困るようなものもないので、携帯を勝手にいじられたことについて文句は言わないでおく。言っても効果なさそうだし。

「他ほかに何か変えました？」

『うん。莉奏奈ちゃんからの電話は『ゴッドファーザー』のテーマが流れるから』

　これ以上ない選曲である。

「僕に何か用ですか？　もしかして出勤ですか？」

　休みの日に会社の人から電話なんて、何かミスが発覚したのではないかと不安になる。

『まさか。休日出勤なんて一年に一回あるかないかよ。買い物に行きましょ。色々買いたい物があってね、荷物持ちが必要なの』

　勇司に拒きよ否ひ権がないことをわかっての発言だ。

　時計を見ると朝の九時。約半日寝ていたようだ。体は随ずい分ぶんと楽になっている。

「わかりました。どこに行けばいいですか？　駅前ですか？」

　洗せん濯たくは明日にしよう。

『ううん。一時間後に君のところまで迎むかえに行くから待っててね』

　わざわざ来てもらうなんて悪いと言ったが、澄花はタクシーで来て、そのまま買い物に行くつもりらしい。休日くらいは混んでいる電車には乗りたくないとのこと。さすがのお金持ちである。長いリムジンが登場したっておかしくない。

　簡単に朝食を済ませ、髪かみを整えたところで、勇ゆう司じは悩なやむことになる。いくら休日といっても澄すみ花かは会社の上司。どんな服を着ていけばいいのだろう。それほど種類を持っているわけではないが、ちゃんとした物を着ていかないといけない気がする。やはり派手な色は避さけた方がいいのだろうか。ジーンズはアリなのか。

　もういっそのことスーツで……。

　と、メールが来た。

『服は何でもいいからねー。どうせ悩んでるんでしょ？』

「…………」

　自分って、そんなに簡単な頭をしているのだろうか。







　きっかり一時間後、澄花の乗ったタクシーがアパートの前に到とう着ちやくした。グレーのジャケットにジーンズというなんとも無難な格好に落ちついた勇司が後部座席に乗り込むと、「おはよ」と笑ってみせた。

「よく寝ねられた？　新人の頃ころってさ、夢でも仕事してたりして寝つきが悪かったりするのよね」

「夢も見ないくらい熟じゆく睡すいしてたみたいです」

「あはは。それならオッケー。じゃあ行きましょうか」

　タクシーは繁はん華か街の方へ走り出した。

　隣となりにいる澄花は、会社とは雰ふん囲い気きの違ちがう服装だった。明るい茶色の革かわのジャケットにミニスカート、そして編み上げのブーツ。おそらくは着ている物だけで何十万もするのだろう。いつもはもっとスカートの裾すそが長いのだが、今日は惜おしげもなく肌はだ色をさらけ出している。

「澄花さん、何を買う予定なんですか？」

「私よりも、先に君の分の買い物かな」

「僕のですか？」

「君さ、スーツ一着しか持ってないでしょ」

「な、何でそれをっ!?」

　大学の入学式のために買った物しか持っておらず、ＫＴカードに入社が決まってからもバタバタしていて買い損そこねていたのだ。

「一週間ずっと同じスーツだったでしょうが。しかもネクタイも二本しかないみたいだし」

「そのうち買おうとは思ってたんです」

　そのうちがいつになるかはわからないけれど。

「せめて二着はないと、汚よごしちゃった時とかに困るじゃない。だから、私が選んであげる」

　これはいい機会だ。一人で選ぶよりも、澄すみ花かに見立ててもらった方がいい買い物ができそうな気がする。

　が、勇ゆう司じは重大なことを忘れていた。

　タクシーは百貨店の前で停とまり、澄花に連れられるままに紳しん士し服の売り場へ向かう。

「さ、まずはここからね」

「めっちゃ高いブランドじゃないっすか！」

　ブランドとは無む縁えんの勇司でも、これくらいはわかる。堂々と掲かかげられたＤとＧの文字。

　そうだった。澄花はお金持ちだった。自分とは住んでいる世界が違ちがう。当然、価値観だってまったく違うのだ。スーツといっても、勇司が考えていたような量販店で吊つるし売りされている物ではなく、ブランドの名のついた高級な物だったのだ。

「あ、これは趣しゆ味みじゃない？　じゃあ、あっちにする？」

　指差した先にも、誰だれもが知る高級ブランド。

「そうじゃないです！　僕はもっと安いのでいいんですよ」

「は？　私の部下に恥はずかしい格好させるわけにはいかないでしょ」

　恥ずかしいって。量販店のスーツを着ているサラリーマンを敵に回したぞ、今。

「とにかく、僕はブランドは別に……」

「いいからいいから。とりあえず試着してみましょうよ。君の体格だと、これくらいかな」

　澄花は近くにあったダークグレーのスーツを手に取ると、勇司に見せて「ほらほら」と急せかす。着ないと引きさがってくれそうにないので、勇司は渋しぶ々しぶながらもジャケットを脱ぬぎ、スーツに片腕うでを通してみた。

「だいたい、スーツなんてブランドでもそうじゃなくても同……」

　するり。

「ん？」

　違い和わ感を覚え、もう片方の腕も通してみる。

　さらり。

「どう？」

「すっごく着心地ごこちいいんですけど！」

　全然違う。昨日まで着ていたスーツと肌はだ触ざわりが別物だ。なんかこう、滑なめらかなのだ。すごい、これがブランドの力か。

「でしょ？　ブランド物って確かに高いけど、ちゃんと丈じよう夫ぶでいい生き地じ使ってるんだから。下も穿はいてみる？」

「はいっ」

　試着室に入って、ズボンまで穿いた勇司。鏡と向き合うと、なかなか決まっているように見えた。

　カーテンを開けて、澄すみ花かに見せる。

「いいねー。まあ、まだ馬ま子ごにも衣い装しよう感は否いなめないけど。二は十た歳ちだもんね」

「すごくいいですよ、これ。なんだか、仕事の効率も上がりそうです」

「おお、それは頼たのもしいね。勇ゆう司じくんスーツ一着お買い上げー」

「ところでいくらですか？」

「20万」

「やめますっ」

　カーテンを閉める。

「あっ……、いいじゃん。買っちゃいなさいって。何のためのクレジットカードよ。リボ払ばらいで利息払って会社に貢こう献けんしなさいよ！」

「無理ですって！　あ、ちょっとカーテン開けないでください！」

　必死の抵てい抗こうで勇司は20万円のスーツから逃のがれ、もっと安いブランドロゴのない２万円の物を買うことにした。ネクタイとワイシャツも追加する。この際だから揃そろえてしまおう。

　澄花のアドバイスで、カードの二回払いで支払いをした。二回払いは、一いつ括かつ払いと同じで手数料がかからないのだ。今日買った分の引き落としは六月十日になる。まだ給料を貰もらっていなくて財さい布ふが寂さびしい勇司だが、こうやって買い物ができて、約一ヶ月半後の支払いまでにお金を用意すればいい。そうか、これが「期限の利益」か。

「それではこちらにサインをお願いします」

　レジの店員に言われ、ペンを走らせる。ふと、織おり子このことを思い出した。この店員だって、今使われたカードが本当に勇司の物なのかどうかなんて疑ってすらいないだろう。こうやって、誰だれかのカードでも買い物ができてしまうのだ。それをしてしまうと、カードに棲すみついた悪あく魔まが現れる。

　便利だけど怖こわい、だけど便利。それがクレジットカードの本質のように思えた。大多数の人はその便利な部分だけを上う手まく利用して、現金払いよりも得をしている。でも、怖い部分、つまりリスクも知っておかなければいけない。できれば、身をもって知る前に。

　スーツは裾すそ直なおしに三日ほどかかるというので、勇司はネクタイとワイシャツを受け取って会計を済ませた。

「お待たせしました」

「もうちょっとで勇司くんに高級スーツ買わせられたのになー」

　澄花は悔くやしそうに眉まゆ根ねを寄せてみせた。本気だったのか。

「さすがに勘かん弁べんしてくださいよ。ちなみに、澄花さんはリボで買い物して会社に利息払ってるんですか？」

「どうしてお金持ってるのにリボにしなくちゃいけないのよ」

　ばっさり。だろうとは思っていたけど。

　次は澄すみ花かの買い物をする番で、レディースファッションの階へ向かう。

「やっぱり、小さい頃ころなんかお年玉とかたくさん貰もらったりしたんですか？」

　何気なく、そんな話題を振ふってみた。極ごく貧ひんというわけではないが、慎つつましい生活を送ってきた勇ゆう司じは、お金持ちの世界に興味があった。テレビ紹しよう介かいされていた大だい富ふ豪ごうの家を見たことがあるが、澄花の家にもペット用の部屋とかあるのだろうか。シャンデリアも。

「そんなことないよ。多分、想像しているより普ふ通つうだと思う。金きん融ゆうの一族だからさ、お金にはうるさいのよ。自分のお金は自分で稼かせげって感じ」

　あまり甘やかされていたというわけではないみたいだ。確かに、澄花は世間知らずのお嬢じよう様さまといったふうではない。

「じゃあ、あの１０００万は……」

「もちろん私の個人資産よ。学生だった時に親から利息つきでお金借りて、株式投資とかＦＸとか、いわゆる資産運用を駆く使しして増やしたんだ。ある程度増えたから、今は手を引いてるけどね」

　澄花の言う「ある程度」がどの程度なのかは想像ができない。というより、親から利息つきで借りるというのが信じられない。

「学生の頃の話ですよね。簡単そうに言いましたけど、増やすのってすごくないですか？」

　勇司の認にん識しきでは、ほとんどギャンブルのようなものだ。一夜にして何億も手に入れることもあれば、逆にすべてを失うこともある。

「昔っからお金の勉強はスパルタだったからねー。それと、一族に備わっているお金儲もうけへの嗅きゆう覚かくってやつ？」

　澄花の血けつ縁えんを考えると、その嗅覚というものにも納なつ得とくができてしまう。

　と、いきなり澄花が足を止めた。目的の店はまだ先のはずだけど。

「澄花さん、どうしました？」

　立ち止まっている澄花の視線を追うと、前に一人の男がいた。二十代後半といったところだろうか。細身で背が高く、モデルのようなシルエットの持ち主だ。

　そして、その男は泣いていた。澄花はというと、見てはいけないものを見てしまったといった苦い表情だ。

「澄花……誰だれなんだい？　その青年は」

　周囲の目も気にせず涙なみだを流す男は、勇司を指差してそう言った。

「んっとね、彼氏」

　迷わず澄花は答えた。

「えっ？」

「ぬわああああああっ！」

　勇司の驚おどろきの声をかき消す男の絶ぜつ叫きよう。一気に客の視線が集中する。未いまだに正体不明のその男は、澄すみ花かに駆かけ寄ると両肩かたを掴つかみ、膝ひざを曲げて澄花と視線の高さを合わせた。

「ちょっと……あんまり大きな声出さないでよ。恥はずかしい」

「だって！　僕の誘さそいを断って、こんな男とデートだなんて！　そんなに彼がいいのかい？　僕よりもかい？」

「もう、こんな男だなんて言わないでよ。彼は立派な人間だし、私は彼のこと信じてるの。文句ある？」

　堂々と言われて、なんだか照れくさい。

　そして男の方には大ダメージだったようで、がっくりと床ゆかに膝と両手をつき、力なくうなだれてしまった。

「君……」

「あ、はい」

「澄花のこと……幸せにしてやってくれよぉ！　泣かせたら許さないからな！　うわあああああん！」

　男は立ちあがると、長い脚あしで走って行ってしまった。足速い。

　野や次じ馬うまも散っていき、勇司と澄花が残された。

「まさかこんな所で会うなんて……変な人でしょ？」

「い、いえ……」

　さっきの男と澄花の関係を訊きいていいものか。お金持ちの家にありそうな、許婚いいなずけというやつなのだろうか。実は澄花は自由な結婚を許されていなくて、親が勝手に決めた家の息子むすこと将来が決まっているとか、そんなドラマみたいな話なのかもしれない。しかし、仮にそうだとすると、澄花が自分のことを彼氏と嘘うそをついたせいで、巻き込まれたのではないか。

「ホントにゴメンね。ウチの兄が」

「お兄さんですか!?」

　許婚じゃないじゃん。

「三井純すみ斗と。六つ上のシスコン兄さんよ」

　ＫＴカードの母体である関かん東とう特とつ区く銀行に勤める純斗は、容姿も学歴も将来性も申し分なく、そして足も速いのだが、妹である澄花に対して過保護というのが欠点だった。何事にも澄花を優先するため、恋人ができても長続きしない。親からは早く結婚するように言われているのだが、「澄花以上の女性としか結婚しない」と言い張り、未いまだに独身なのだという。

「ま、私より優ゆう秀しゆうな女を探すのは確かに難しいけどね」

　と、本人が言うのだからそうなのだろう。

　澄花がＫＴカードに勤めると言い出した時も、男がたくさんいるところに行かせるわけにはいかないと反対していたらしい。そして、今でもしつこく一いつ緒しよに住もうと誘さそわれているとか。澄花はうんざりしているようだ。

「何というか、その……」

「残念よね」

　勇ゆう司じには兄弟がいないので純すみ斗との気持ちはわからない。しかし小さい頃ころならまだしも、どちらも成人しているのだから、やはりやりすぎなのだと思う。

　澄すみ花かは兄の話を切り上げ、目的の店で買い物を始めた。レディースの服を取り扱あつかう店なので当然ながら女性客ばかりだ。勇司は居い心地ごこちの悪さを感じつつも、服を選ぶ澄花に付き添そった。「これと、これ。おっと新作だ」と、次々に商品を勇司に渡わたしてくる澄花だが、値札をまったく見ないことにはもう驚おどろかない。

　目を輝かがやかせながら買い物をする澄花は普ふ通つうの女の子だった。澄花は二十一歳で、学生でもおかしくない年ねん齢れいだ。会社でバリバリ仕事をしているようにはとても見えない。純斗も言っていたが、これはデートなのだろうか。いやいや、あくまで自分は荷物持ちのために呼ばれただけ。澄花にとって自分は部下なのであって、それ以外の関係などあるはずもない。

「社内では派手な服装はダメってことになってるんですか？」

「まあね。ウチは制服ないし。別に社内規定に明文化されてるわけじゃないけど、女子どうしでなんとなーく決まってくるのよ」

「そういうのって、なんか厳しそうですよね」

　会社では比ひ較かく的自由な立場にいる澄花でも、その掟おきてはしっかり守っているようだ。莉り奏そ奈なから聞いた、前の会社でのあれこれを思い出す。こういうのは、きっと男が立ち入ってはいけない領域なのだ。

「だって実際、莉奏奈ちゃんが胸むなもとの開いた服なんて着てきたら、勇司くん仕事にならないでしょ？」

「…………」
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「こら。想像しないっ」

　小こ突づかれた。だって、Ｅカップと知った日にはもう、健全な男としてはダメだとわかっていても想像は膨ふくらむものである。

　そしておそらくは、仕事にならない。

　澄花が会計を終える頃ころには十二時を少し過ぎていて、百貨店内のレストランで昼食を済ませた。奢おごると言った澄花だが、男としての意地も見み栄えもあったので、勇司は自分で出した。

　午後は百貨店を出て、また澄花の買い物に付き合う形になった。すでに紙かみ袋ぶくろを両手に持っている勇司だが、荷物はまだまだ増えそうだ。

　まずはアクセサリーを扱う店に入って物色。髪かみ止どめにはこだわりがあるのだそうだ。いくつか買ったところで店を移動し、今度は夏に向けた服を選び始めた。

「じゃあ次はあの店ね」

「ま、まだ行くんですか？」

　段々と腕うでがぷるぷるしてきた。

「買えばよかったって後こう悔かいしたくないの。いつ着るかわからないけど」

　一体、澄すみ花かの家には一度も着てもらっていない服がどれだけ眠ねむっているのか。

　と、勇ゆう司じは気づいた。さっきの店もこの店も、織おり子こが利用をした店だ。正確には、織子の友達が。自分の足で回ったので知っているが、店で取り扱あつかっている服は派手な物が多く、百貨店で買っていた澄花の服の傾けい向こうとは合わないような気がした。もちろん澄花の趣しゆ味みを知っているわけではなく、こういう服も好きなのかもしれないが。

「私さー、今月マジで金欠なんだよね」

「そうなの？　遠えん藤どうのカードはどうしたよ」

「っ！」

　後ろからそんな声が聞こえてきて、勇司は全身をこわばらせた。ずっと頭の中にある名前が聞こえてきたからだ。

　さりげなく振ふり返って確かく認にんすると、この店に合う派手で露出の多い服を着た二人組の少女が棚たなに並んでいる服を見ていた。一人は茶ちや髪ぱつ、もう一人は金髪で、根元だけ黒くなっていた。

「なんかさー、延えん滞たいして使えないんだってさ」

「マジで!?　延滞とかヤバくない？　つーか、そんなに金なかったのかよ、あいつ」

「あーあ、遠藤のカードないと夏物買えないじゃん」

「っていうかさ、払はらえないなら体で払え的な？」

「いいじゃん別に。あいつさ、マジで調子乗ってんだからさー」

　少女二人は、誰だれが聞いても下品と感じる声の大きさで喋しやべり続け、やがて何も買わずに出て行った。

　この腹の奥の方で沸ふつ騰とうしそうな感情は何だ。怒いかりだ。さっきの少女が話していたのは間ま違ちがいなく織おり子このこと。つまりあの二人が「友達」だ。

　自分たちがカードを使ったことによって織子が延えん滞たいし、苦しんでいるのに、あの態度はなんだ。きっと、お金を渡わたすつもりなどないのだろう。最初から悪意を持って織子からカードを借りたのだ。

「伝票のサインの文字もそうだったけど、頭が悪そうな喋り方ね」

　呆あきれた様子で澄すみ花かは言った。

「……澄花さん、もしかして、遠えん藤どうさんの『友達』を探すためにここに来たんですか？」

　アクセサリーの店だってそうだ。

「予想半分、期待半分ってトコかな。特区で若者が買い物するっていったらこの辺しかないし、運がよければ会えるかなって」

「あいつら、絶対に遠藤さんの友達なんかじゃないですよ。気が合うはずがないです」

　自分だって、ああいうのがクラスにいたら敬遠する。

「同感ね。でも、現実には遠藤さんはあの二人にカードを貸した。どんな理由があったのか、こればっかりは従い姉と妹この報告を待つしかないね」

　個人的な感情では、取り立てられるべきはあの二人だと今でも思う。しかし、クレジットカードの規約に従えば、支し払はらい責任は織子にある。おそらくあの二人は規約のことまでは考えていなかったのだろう。しかし結果として、二人は延えん滞たいの原因となった利用をしておきながら、規約に守られた安全な場所にいる。

　二人は、悪あく魔まを味方につけたのだ。そして悪魔に命令し、織子を襲おそわせた。

「……くそっ」

　無意識に悪態をついていた。許されるなら、あの二人を追いかけ、問い詰つめ、織子の前まで連れて行って謝らせたい。

「君の気持はわかるけど、抑おさえて。今日は社章をつけてないけど、私たちはいつだってＫＴカードの社員なのよ。それに、君に汚きたない言葉は似合わないよ」

「わかってます……、すみません」

「休みの日なのに仕事のこと考えさせちゃってゴメンね。今日は解散にしよっか」

　もう買い物を続ける気分でなくなってしまったことを察してくれた澄花は、勇ゆう司じにタクシー代を渡わたして帰っていった。

　あの二人と織子に、何があったというのだろう。







　日曜日は、溜たまっていた洗せん濯たく物をやっつけ、部屋の掃そう除じをし、ワイシャツにアイロンがけをしていたらあっという間に午後になってしまった。外に出て遊ぶお金もないので、澄すみ花かから貰もらった新入社員の研修資料を読んで過ごした。

　何をしていても、織おり子このことが頭から離はなれない。昨日、あの「友達」の言葉を聞いてしまったからだ。

　そして週が明けて月曜日。勇ゆう司じは澄花から与あたえられた百件督とく促そくの続きをしていた。先週のうちに百件の電話は終えていたので、今日からは前に繋つながらなかった人にもう一度電話をかけている。ここで重要なのは、一回目に電話をかけた時間帯と別の時間帯に電話をした方が繋がる可能性が高いということだ。

　澄花は用事があって席を離れており、個別対応班の部屋は勇司と莉り奏そ奈なの二人だ。

　莉奏奈は自分の仕事をしながらも勇司の督促を聞いていて、後から丁てい寧ねいなアドバイスをくれた。仕事ができる人というのは、莉奏奈みたいな人のことをいうのだと思う。

　電話が鳴った。勇司はすぐさま反応し、１ワンコールで出た。

「お電話ありがとうございます。ＫＴカードです。……あれ？」

　切れてしまった。今日で三回目である。

「失礼よね。そういうの」

「はい。いたずらなのか間ま違ちがいなのかわからないですけど、困りますよね」

「あら、その電話、いたずらでも間違いでもないわ。れっきとした債さい務む者からの電話よ」

「そうなんですか？」

「ええ。まず、こっちから相手のケータイに電話するでしょ。その時は出られなくても、履り歴れきは残るわよね。後から債務者が着信履歴を見るけど、どこの番号かわからない。とりあえずかけ直してみたら、自分が延えん滞たいしているＫＴカードに繋がった。『やばい、取り立てだ』と思って電話を切っちゃうの」

　それがいたずら電話の正体。返済ができなくて、しかも取り立てから逃にげようとしている債務者によるものだった。よく考えたら、誰だれもが携けい帯たい電話を持っている時代に、番号の押し間違いは少ない。

　会社の電話機にはナンバーディスプレイ機能があるので、さっきかかってきた電話番号が残っている。その番号で検けん索さくをかけると、確かに一人の会員がヒットした。勇司が二十分くらい前に電話をして出なかった会員だ。

「今かけたら、電話に出られるってことですよね。ケータイの近くにいるはずですから」

「ふふ。どうかしらね」

　勇司が電話をかけてみると、すぐに女の人の声でアナウンスが流れた。

『お客様のお電話番号は、お受けすることができません』

　着信拒きよ否ひだ。

「……電話に出てくれたっていいじゃないですか」

　ついひとり言が出てしまう。

「こんなものよ。延えん滞たいはケガじゃないから、放ほうっておいても治らないのにね」

　莉り奏そ奈なの言う通りである。仮に払はらえなくても、どうすればいいか相談をするべきなのだ。話ができなければ、こちらとしてもやりようがない。

　莉奏奈は携けい帯たい電話を取り出した。莉奏奈個人の物ではなく、外出の時に使う会社名義の携帯電話だ。

「外に出るんですか？」

「いいえ。相手が着信拒否した時の攻せめ方を教えてあげるわ。会員番号をちょうだい」

　勇司がさっきの会員の番号を教えると、莉奏奈は自分のパソコンで画面を展開した。そしてその会員に携帯電話から電話をかける。

「ＫＴカードの斎さい田たと申します。宮みや野の様でよろしいでしょうか」

　債さい務む者が電話に出た。なるほど、会社の固定電話の番号は拒否されてしまったから、違ちがう番号の携帯電話からかけたのか。相手も、表示された番号が０９０から始まっているから、まさかカード会社からとは思わなかったのだろう。

「当社のカードのご返済が遅おくれていらっしゃいますよね。５万円ほどですが、本日にでもご返済をお願い致いたします。……ええ、何日まで待てるか、ですか？　一日も待てません。本日、これからすぐにお願いを致します」

　莉奏奈は最初から強く出ている。着信拒否をする時点で、会員に用意がないことは想像がつく。それでも押すということは、これが着信拒否に対する攻め方ということか。

　案の定、会員は今日中には無理と返事をしているのだろう。

「あの、ご返済が難しいのなら、まずはお客様から当社に連れん絡らくをして、相談されるべきなのではないですか？　どうして着信拒否したんですか？　ご返済するつもりがないのですか？　返済に対して誠意が感じられない方に対して、当社が待つ必要があるのでしょうか」

　誠意。莉奏奈はその言葉を口にした。取り立ての仕事をしていれば、頻ひん繁ぱんに耳にする言葉である。

「……現在どれだけのご用意がありますか？　はい、では２万円で結構です。本日ご返済頂きまして、残りの３万は週末までお待ち致します。それでは、よろしくお願い致します。あと、着信拒否の設定も解かい除じよしておいてくださいね。今後お電話が繋つながらない場合、お勤め先にも電話することになりますので」

　全額ではないが返済の約束を取り付けて、莉奏奈は会話を終えた。しかも最後にしっかり相手を牽けん制せいしている。

「すごい攻せめましたね」

「まあね。着信拒きよ否ひした理由を訊きけば、あっちは言い訳するしかないのよ。そこを起点に攻め続けて、最後に少し引いてあげるの。今日の２万はちゃんと払はらうでしょうね」

　基本的なことではあるが、会話の主導権をこちらが持ち続けることが大切だ。なので、こちらが相手を攻める理由が多ければ多いほどいい。着信拒否をするということは、債さい権けん者から攻められるポイントを差し出してしまうようなものなのだ。

「勉強になります」

　すかさずメモを取る。まだ一週間だというのに、メモ帳が一冊さつ埋うまりそうだ。

「勇ゆう司じくんは熱心だから、教えがいがあるわ」

「新人ですから」

　ちょっとは慣れてきた、とか言ったら生意気だろうか。

「そうでもないのよ。前の会社で新人の教育担当をしたんだけどね……」

　莉奏奈が担当した後こう輩はいは、立派な学歴を持ち、自信満々で入社してきたという。しかし、「自分は仕事がデキる」という気持ちが強く、ミスに対して莉り奏そ奈なが注意するとすぐにふてくされてしまったらしい。

「みんな勇司くんみたいな新人だったら楽でしょうね。ま、色んな人間がいるのよ。会社には」

　莉奏奈がヌリスクを一ひと粒つぶ口に放ほうり込んだその時、ドアが開いて澄すみ花かが帰ってきた。

「はいはーい、蜜みつ月げつタイム終しゆう了りようー。莉奏奈ちゃん、セクハラしてない？」

　先に莉奏奈に訊くのは何な故ぜか。

「してないわよ。ただ、ちょっと勇司くんの視線がいやらしくて……」

　わざとらしく体を捻ひねってみせる。あと、その色っぽい声はどこから出てくるのか。

「普ふ通つうに話してただけですよ！」

「ならセーフね」

「基準がわかりません！」

　何だろう、この仕事とは違ちがう疲ひ労ろう感は。

　こんな感じで仕事をしていて、他ほかから怒おこられないかと心配になるが、管理課の個別対応班は課せられたノルマを毎月達成しており、むしろ課長から褒ほめられているのだ。ここでいうノルマとは、いくら債権を回収したかである。元々、回収困難な厄やつ介かいな案件を処理する班なので、ノルマ自体は低く設定されている。それでも澄花と莉奏奈にかかれば、前の班で回収できなかった債権を回収してしまう。澄花のお金に対する嗅きゆう覚かくと、莉奏奈の経験値は本物だ。

　昼を過ぎた頃ころ、勇司がトイレから戻もどってくると、澄花が携けい帯たい電話を開いてメールを読んでいた。

「勇司くん、従い姉と妹こから遠えん藤どうさんについて報告が来たよ」

「ホントですか？　それで、どんな……」

「……これは思ったより深刻かもね」

　澄すみ花かは携けい帯たい電話を閉じると話し始めた。

　まずは織おり子このことについて。二年生の織子は学校では手芸部に所属。あの柔やわらかな雰ふん囲い気きの織子にはぴったりだと思った。控ひかえめな性格だが、部内での友人関係は良好。素行も良くテストの成績も優ゆう秀しゆうで、このままの成績を維い持じして進級すれば早々に特区大学への入学が決まるらしい。

「二日やそこらで、成績まで調べられたんですか」

「私の一族を甘く見ないでほしいね。やるとなったら徹てつ底てい的に。妥だ協きようなんて言葉は三みつ井い家の辞書には載のってないの」

　調査報告は続く。

　何の問題もない高校生活を送っていた織子だが、一部には織子を毛け嫌ぎらいする女子がいるのだそうだ。理由は簡単で、織子が男子から人気があるためだ。つまり嫉しつ妬と。織子はアイドルをも凌しのぐきれいな顔立ちで、守ってあげたくなるような印象を受ける。勇司が感じたことは、男子高校生も同じだったようだ。

　おそらく複数の男子から交際を申し込まれただろうが、織子は特定の恋人を作ることなく、断り続け、撃げき沈ちんする男子を量産した。

　そして、あることがきっかけで、織子を取り巻く環かん境きようが変わる。

　一人の女子がいた。その女子は、バレー部で人気のある男子のことが好きで、告白した。しかしふられる。ふられた理由が、男子は織子のことが好きだというものだった。今度はその男子が織子へ告白し、しかしふられる。

　すると何な故ぜか、ふられた女子は織子に対して辛つらく当たるようになった。

「ちょっと待ってください。そこでどうして遠えん藤どうさんに矛ほこ先さきが向くんですか？」

「おそらくだけど、『遠藤さんがいなければ、私はふられなかった』って感情が生まれたんじゃない？　よっぽどふられたのがショックだったのね」

　最初は女子一人だけだったが、その女子がグループのリーダー格だったこともあり、すぐに織子の敵は増えることになる。前々から織子のことを良く思っていなかった女子たちは織子の味方になることはなく、むしろいい気味だといった感じで傍ぼう観かん者になる。

「何ですかそれ！　単なる逆さか恨うらみじゃないですか。遠藤さんは何も悪くない」

「そうね。でもまあ、怖こわいのよ、女の嫉しつ妬とって」

　まるで経験があるように澄花は言う。莉り奏そ奈なに至っては、それが直接的に前の会社を辞やめた理由にまでなっている。

　織子への包囲網もうがイジメに発展するのに時間はかからなかった。今年に入ってから、男子には見えないところで織子への嫌いやがらせが始まった。織子の友人たちも助けたい気持ちはあったが、イジメの標的にされてしまうのが怖こわくて、なかなか表立って味方になれない。そうして、織おり子こは孤こ立りつしていった。

　報告はここで終わっている。澄すみ花かの従い姉と妹こが女子だったこともあり、情報収集が早かったのだろう。

　話を聞いていた莉り奏そ奈なが口を開いた。

「そういうことだったのね。嫌いやがらせから始まったイジメが、遠えん藤どうさんのお金にまで及およんだってことかしら。私は遠藤さんの顔を見たことはないけれど、美人は損ね」

　今ほど、莉奏奈のその言葉を重く受け止めたことはない。

　澄花が頷うなずく。

「まさかイジメとはね……」

　一昨日おとといの会話から察するに、あの茶ちや髪ぱつと金髪の二人のどちらかが、最初に織子を攻こう撃げきした女子だろう。

「じゃあ……、遠藤さんがカードを貸したのは、ほとんど脅おどしみたいなものじゃないですか」

「そうかもね」

　だとしたら、織子は善ぜん管かん注意義務を知っていて、他人利用を言わなかったわけじゃない。他ほかの人がカードを使ったと告白して、もし勇ゆう司じたちの取り立てがイジメている側がわの女子に及んだとしたら、後から報復が待っている。それが怖こわかったのだ。だから、織子は全部自分が使ったことにして、返済をしようとした。でもできなかった。そして今、苦しんでいる。

「ひどい……ひどいですよ……」

　この事実を知って、その上で織子へ取り立てをしろというのか。できない。できるわけがない。イジメで悩なやんでいる織子に、追い打ちをかけるようなものではないか。

「さあ情報は揃そろったよ。勇ゆう司じくん、どうする？」

「……できません」

　織子のように消え入りそうな小さな声で、勇司は言った。

　いくら仕事でも、会社の利益のためでも、できることとできないことがある。自分の感情を完全に殺すことなんて、できない。

「何が？」

　低くなった澄花の声が、個別対応班の部屋の空気を張り詰つめたものにする。勇司は息が詰まるような感覚を覚えた。

「遠藤さんから、取り立てられません……」

　勇司はうつむき、澄花と目を合わせなかった。合わせられなかった。

「新人の部下が仕事を放ほう棄き、か。舐なめられたもんだね、私も」

「それは、その……」

　いつもは優やさしく教えてくれて、時にふざけてみせたりする澄花だが、決して仕事に対して甘いわけではない。勇司に言葉を浴びせる澄花は、間ま違ちがいなく上司だった。

「じゃあ、私が引き継つぐ。もういいよ。後で他ほかの仕事あげるから」

　澄すみ花かは手をひらひらと振ふって、突つっぱねるような仕草を見せた。

「……っ。どうするつもりですか？」

「どうするも何も、イジメがわかったところで債さい務むがなくなるわけじゃない。ウチの会社はもう、カードを使ったお店にお金を払はらってるんだから。このまま返済がなければ、督とく促そく状を家に出して、遠えん藤どうさんが家にいる時間に訪問して、家族に相談せざるを得ない状じよう況きようを無理やりにでも作ろうかな。そしたら親が払うでしょ」

「待ってください！　遠藤さんは家族に迷めい惑わくかけたくないって言ってたじゃないですかっ」

「でも払えないものは仕方ないじゃない。実際、返済されなければ、遠藤さんの延えん滞たい情報が信用情報機関に登録される。親に知られても、これだけは避さけるべきよ。遠藤さんのことを思うなら、ね」

　信用情報機関。取り立ての仕事をする中で、必ず知っておかなければいけない知識だ。先週のうちに勇司はかなりの時間を割さいて澄花から教わっている。

　銀行、消費者金きん融ゆう、そしてカード会社などは、顧こ客きやくとの契けい約やく状態を提供し合っている。それを取りまとめているのが信用情報機関だ。このことは規約にも記き載さいされており、個人情報の漏ろう洩えいにはあたらない。

　例えば、ＫＴカードに申し込みをしたＡという人がいる。申込書を受け取ったら、審しん査さ部門は機関に登録されているＡの情報を参照する。そこで、Ａは他のカード会社とも契約があるが、その取引に延滞はなく良好だと登録されていたとする。つまりＡには収入があり、返済能力もある人間だと推すい測そくすることができる。その情報も含ふくめ審査をし、最終的に審査が通れば、晴れてＡにＫＴカードが発行される。

　逆に、Ａが他のカード会社との取引で延滞していると登録されていたらどうか。この人にカードを発行して、すぐにお金を借りて返せなくなるのではないか。だとしたら、カードを発行するのは見送るべきである。という結論に至れば、Ａは審査を通らない。

　信用情報機関の情報を見ることで、お金を借りて返せなくなる可能性、いわゆる「貸かし倒だおれリスク」を軽減することができるのだ。

　そして織おり子こに迫せまっているのは、延滞をして長期間返済がされなかったという「重大な延滞」があったと登録されてしまうことだ。この登録がされてしまうと、今後、他のカード会社や銀行からの借かり入いれなどがしにくくなる。

　一いつ般ぱんに広まっている言葉を使うのなら、ブラックリストだ。公式の呼び方ではないが、意味合いは近い。

　確かに澄花の言っていることは正しくて、織子が重大な延滞に陥おちいる前に、親に話してでも返済させるのは優先事じ項こうだ。お金から離はなれることのできないこの社会で、まだ若い織子の信用状態に傷がついてしまえば、これからの人生に関かかわってくる。これは決して大げさな言い方ではない。

　だけど、どうにか織おり子この気持ちを汲くんであげたい。親に延えん滞たいのことを話すことで、これからの家族関係に影えい響きようが出てしまうかもしれないのだ。

　そのために、自分に何ができる。

「澄すみ花かさん……外出の許可をください」

「どこに行くの？」

「遠えん藤どうさんの学校です。先生に言って、イジメを解決してもらいます」

「待ちなさい。どうして君がそれをするの？」

「延滞した理由を解決するのも僕たちの仕事だって言ってたじゃないですか。イジメがなくならなければ、遠藤さんはずっと延滞してしまいます。だから僕が……」

　澄花は睨にらむように勇ゆう司じを見た。その気き迫はくに、背筋に冷たいものが走る。

「君は遠藤さんの何？　友達？　家族？　担任？　答えなさい」

「でもこのままじゃ……」

「答えなさい！」

　澄花の声が、三人だけの部屋に響ひびく。莉り奏そ奈なも仕事の手を止め、キーボードを打つ音すら消える。唾つばを飲み込む音が聞こえてしまいそうだった。

「……債さい権けん者です」

「そうね。その債権者が、どんな顔して生徒どうしのイジメの問題に割って入るの？　これは許可できない。私たちの仕事の範はん囲いを越こえてる」

「はい……」

　力なく言葉を返す勇司に、澄花はふっと息をついた。

「君の気持ちはわかるし、そこまでしようっていう熱意も尊敬できる。でも、私たちは会社員だってことを忘れないで。辛つらいと思うけど、仕事なの。……この案件はまだ君に預けておくから、方針を考えておいて」

　小さく返事をして、勇司は部屋を出た。コーヒーは部屋の中にあるが、違ちがう場所で飲みたかった。社内の休きゆう憩けいスペースに行き、缶かんコーヒーを買う。

　いつも飲んでいるインスタントよりも、ずっと甘ったるかった。

　誰だれだって、理由がなければ延滞なんてしない。その理由の一つ一つに情けをかけて取り立てをしなかったら、会社の損失は積み重なるだけだし、債務者だってずっと延滞から抜ぬけ出せない。きっと、自分は取り立て業務を行う者として甘ったるいのだろう。

　部屋に戻もどって、勇司は督とく促そくを再開した。自分の仕事は織子の件だけではないのだ。澄花も莉り奏そ奈なもそれぞれの仕事をしていた。

　業務中、ずっと織子のことが頭の片かた隅すみにあった。どうしたら、織子を救ってあげられるのか。債権者である自分に何ができるのか。でも、解決への道は何も見えてこなかった。

「お先に失礼します」

　定時を迎むかえて片づけをすると、勇ゆう司じは鞄かばんを持って澄すみ花かに一礼した。残って考えても具体的な方法が浮かぶとは思えなかったし、それだけで残業代を貰もらうのは気が引けた。何より、午後のやり取りもあって澄花の近くにいるのが気まずかった。

「お疲つかれさま。私はちょっと残るね」

　澄花はいつも通りの声で勇司を送り出した。意識しているのは自分だけか。

　今この瞬しゆん間かんも、織おり子こは延えん滞たいに苦しんでいる。お金のことを考えている。信用情報機関への登録を回かい避ひすることもそうだが、織子の心を解放してあげるためにも、早くどうにかしないと。

「勇司くん」

　エレベーターをおりてビルから出ると、そこにはぴったり定時で帰ったはずの莉り奏そ奈ながいた。

「莉奏奈さん、どうしたんですか？」

「あなたを待ってたのよ。どう？　これから飲みに行かない？」







　莉奏奈と一いつ緒しよに入ったのは、ジャズの流れるバーだった。まだ日が暮れていない時間ということもあり客は少なく、二人はカウンターに並んで座った。

「今日はお疲れだったわね。ほら、澄花も部下を持つのは初めてだから、怒おこり慣れてないのよ。大きな声を出しちゃったことは、許してあげて」

「そんなっ……。間ま違ちがったことを言ったのは僕ですし……」

　あの叱しつ責せきは当然だと思っている。イジメという事実と、しかも織子を延滞に追いやった人間を知っているせいもあり、自分も冷静ではなかった。

「怒られたこと、気にしなくていいとは言えないけれど、ずっと気にしているのもよくないわ。心にも、体にもね。特にあなたはマジメだから」

　莉奏奈はそこで一度話を切って、メニューを広げた。カウンターの向こうでは、バーテンダーがグラスを磨みがきながら注文を待っている。

「よく来るんですか？」

「たまーに一人で飲みにね。勇司くんはウイスキー飲める？」

「はい。少しなら」

「それじゃあ、ウイスキー二つ、ロックで」

　莉奏奈は他ほかに軽くつまみを注文。出されたグラスを持って、乾かん杯ぱいした。氷が軽かろやかな音をたてる。

「ごめんなさいね。澄花みたいに高いお店は無理なの」

「い、いえ。ここも雰ふん囲い気きがあっていいです」

　控ひかえめな照明で店内は薄うす暗く、流れる音楽がオシャレな雰囲気を演出していた。それに、莉奏奈の色っぽさがとても似合う。一人で飲んでいたら、頻ひん繁ぱんに声をかけられるのではないだろうか。

「今日、新人が一人辞やめたわね」

　そう莉り奏そ奈なは切り出した。

「ホントですか？」

「社内掲けい示じ板見てない？　営業部の子が今日付づけで退職って載のってたわ」

　一日一回は社内ネットの掲示板を見るようにしていたが、今日は織おり子この件もあってそこまで気が回らなかった。

　それにしても、四月の入社で、まだ三週間くらいではないか。五月病とはよく聞く言葉だが、まだそこまで達してもいない。

「何があったんでしょう」

「さあ。ウチの会社は新人教育プログラムがしっかりしているから、いきなり無茶な仕事をさせるようなこともないはずだけれど」

「そうですよね。僕と違ちがってちゃんと研修も受けてるはずですし」

「まあ、毎年一人くらいはいるのよ。やりがいがない、こんなはずじゃない、もっと自分に合う仕事があるって思って辞めちゃうのが」

　誰だれもが、この会社が第一志望だったわけではないだろう。他ほかの会社に落ちたからという理由で入社した人もいる。働きたかった業界ではないかもしれない。だからといって、いくらなんでも早すぎではないか。

「もったいないですね。せっかく入社したのに……」

「そうね。会社にいれば会社のお金で資格試験だって受けられるし、経験も積まずに辞めたって転職に不利なだけなのにね」

　グラスに口をつける莉奏奈。この人はビールよりもウイスキーやカクテルの方が似合う気がした。

「勇ゆう司じくん……。仕事、辞めないでね」

「辞めるなんてそんなっ……。莉奏奈さんにも、澄すみ花かさんにもよくしてもらってますし……」

　昼に莉奏奈から聞いた、注意するとふてくされてしまう新入社員。もしかしたら、澄花に強く言われた勇司が退職を考えてしまうのではないかと、莉奏奈は心配してくれたのではないだろうか。こうやってお酒に誘さそって、フォローしようとしてくれているのではないか。

　もちろん、勇司は辞めるつもりなんてまったくない。確かに初めて澄花から強く注意を受けたが、自分が仕事の範はん囲いを越こえてしまいそうになっていたのは事実で、澄花が正しいのもわかっている。それに、勇司には澄花に返しきれないほどの恩がある。そんな澄花に不義理をはたらくことなどできるはずもない。

　でも、ちょっとしたことで新入社員が辞めてしまうというのが、今の会社事情なのだ。テレビで特集されていたのを観みたことがあるが、親が出てくるケースもあるらしい。

「そう。ならよかったわ」

「僕は辞やめません。早く一人前になって、澄すみ花かさんの仕事の役に立ちたいんです」

「澄花の、ね。実は、別のお願いがあって君を誘さそったんだけど」

「別、ですか？」

　莉り奏そ奈なの言った意味がわからない。しかしどうやら、ここからが本題らしい。

　ちょうど二人とも一いつ杯ぱい目を飲み終え、続けてウイスキーを注文した。莉奏奈は指でナッツを弄もてあそんでいる。店内の客も増えてきた。

「あなたには、澄花の支えになってほしいの。もちろん、私も努力はするけどね」

「支えに？」

　あれだけ立派に自分の力で立っている人がいるだろうか。少なくとも、勇ゆう司じが会った中では澄花だけだ。

「ええ。……去年の話をしましょうか」

　莉奏奈が語ったのは、勇司が入社する前のこと。

　母体となっている関かん東とう特とつ区く銀行の頭とう取どりの孫、澄花が入社を希望した時点で、ＫＴカードの新卒入社枠わくは一つ埋うまり、採用試験は出来レースとなった。まあ、大人の事情だ。

　しかし、問題となったのは澄花の配属先。役員にも親しん戚せきがいて、丁重に扱あつかわなければいけない澄花を、各部の部長や課長は敬けい遠えんした。もし澄花の機き嫌げんを損そこねるようなことがあれば、自分の立場が危あやうくなるのではないかと。

「澄花さんはそんなことしませんよ」

「私もそう思うわ。でも、守るべき家族がいるお偉えらいさんの気持ちもわかってあげて。住宅ローンだってあるでしょうしね」

　……そうかもしれない、と思った。給料で養っていかなければならない人がいるなら、保身的になる気持ちもわかる。

　色々と話し合った、というより押しつけ合った結果、管理部に配属が決まる。そこで管理部長は新しく個別対応班を作り、そこに澄花を配属することにした。

「個別対応班って、澄花さんの入社と一いつ緒しよに作られた班だったんですね」

「ええ。確かに厄やつ介かいな案件を処理する人は必要だけど、どの班にもベテランはいるし、管理できないことはないのよ。でも澄花と直接関かかわることを避さけるために新しく班を作って、澄花は体ていよくそこに隔かく離りされたってわけ」

　あの部屋も、元は応接室だった所に机とパソコンを持ち込んで業務ができるようにしたのだそうだ。だから他ほかの班とは離はなれていたのか。莉奏奈の使った「隔離」という言葉は、物理的にも、人との繋つながりという面でも文字通りだった。

　澄花はその血けつ縁えん故ゆえに、会社という組織の都合に振ふり回されているのだ。

　そうして、澄すみ花かが入社し個別対応班が発ほつ足そくする。澄花の教育担当には出世とは無む縁えんの定年近いベテラン社員がつき、最初はその二人が班員だった。澄花に取り立てを教えたベテランはその気があれば出世して管理職になる能力はあるものの、現場での仕事を希望した人で、取り立てのスキルと経験は社内でも指折りだったという。澄花はベテランから様々なことを吸収し、生まれ持ったお金に関するセンスもあってどんどん成長していった。

　そして夏になり、経験者の莉り奏そ奈なが中ちゆう途と採用で入社してくる。本当は他ほかの部に配属される予定だったが、澄花が班員増強のために拉ら致ちした。莉奏奈が配属されるはずだった部の男たちは滝たきのような涙なみだを流したことだろう。

　個別対応班は三人になったが、年が明けてベテランが体調を崩くずし、二年後だった定年退職を繰くり上げて会社を去ってしまう。新たな戦力が必要になったところで、我こそはと手をあげる若手社員はたくさんいた。

「なんか、わかりやすいですね」

「ま、美人二人と仕事ができるんだから、みんな来たがるわよ。実は澄花のところにも誘さそいのメールは結構来てるはずよ。澄花の入社を婿むこ探しだと勘かん違ちがいしてる男もいるからね」

　澄花と結婚できたなら、出世もしやすいだろう。将来的には役員への道も見える。

　しかし澄花は立候補した社員を個別対応班に迎むかえなかった。理由は「自分を成長させてくれる人が欲しい」から。澄花は新しい、自分にはない発想を持った人材を探していた。そして何が足りないか結論が出る。

「取り立てられる人の気持ち……を知っている人」

「それがあなたよ。よく覚えているわ。外出の途と中ちゆうで取り立てられてるあなたを見つけて、すぐさま肩かた代がわりして会社に帰ってきた日のこと。『最高の人材を見つけたの！　債さい務む者の気持ちがわかる彼ならきっと、私たちとは違う新しい取り立て担当になる！　ちょっと人事課に行ってくるね！』って」

　澄花の興奮した様子が目に浮かぶようだ。きっと目を輝かがやかせて自分のことを莉奏奈に報告したのだろう。

　これが、個別対応班の経緯。

「あの部屋は、全部澄花さんのための場所なんですね」

「偉えらい人の孫で、社内で自由にやっているように見えるけど、本当は隅すみっこに閉じ込められた籠かごの中の鳥なの。扱あつかいが面めん倒どうなお嬢じよう様さま。そう思っている人もきっといるわ。純じゆん粋すいに債務者を救おうとしている、とてもいい娘こなのにね」

　親族に偉い人がいて、お金もあって、澄花のことを羨うらやましいと思う人はたくさんいる。でも、立場ある人の血けつ縁えんとして生きていくには、相応の困難が待っているのだ。そんな苦労を、澄花は絶対に表に出さないだろう。彼女は、そういう人だ。

　でも澄花だって人間で、社会の中で生きていればいつかは揺ゆらぐことがあるかもしれない。その時、支えてあげられるのは近くにいる人間だ。

「澄すみ花かさんは恩人です。僕にできることなら、何でもします」

　正直な気持ちだった。１０００万の借金とは関係なく、純じゆん粋すいに、こんな自分でも澄花のためにできることがあるなら。

「私もあの子が好きよ。たまにテンション下げてほしいと思うこともあるけど、一いつ緒しよに仕事をしていて楽しいもの」

「テンションについては、僕も賛成です」

　莉り奏そ奈なは一つ息をついて「仲間がいてよかったわ」と微ほほ笑えんだ。

「ねえ勇ゆう司じくん、これから……どうする？」

　練習したのではないかというくらい、妖よう艶えんという表現があまりに適切な流し目だった。

「これから、と、言いますと……」

「もう帰る？　それとも、もっといいトコロ、行く？」

　グラスの縁ふちを指でなぞる仕草。

「……莉奏奈さんは、そんなに僕をからかって楽しいですか？」

　慣れろ、慣れろ自分。何かに打ち勝て。

「あら、冷めた言葉ね。私、教育担当として何人かの新入社員を教えたことがあるのだけれど、そういうのって基本的に同性でしょ？　男の後こう輩はいって初めてなのよ。だから接し方がわからなくて……」

「その結果が色いろ仕じ掛かけっすか！」

　余よ裕ゆうたっぷりの莉奏奈には、何で勝負しても勝てる気がしない。人としての経験値が違ちがう。

「勇司くんに話したいことは話したし、澄花を呼んでもいいのだけれど……。まだ残業してるかしらね」

　腕うで時計に目を落とす莉奏奈。店の時計を見ると、そろそろ七時になろうとしていた。今から飲み始めるという人も多いだろう。

「でも、澄花さんはちょっと残るって……」

　残業といっても三十分くらいだと思っていた。澄花自身も早く帰りたいから残業はしないと言っていたし。

「考えてもみて。あなたはまだ半人前にもならないけど、班の頭あたま数かずは三人。当然、三人分の仕事が回ってくるわ。あなたに回せない分を、澄花と私で処理してるのよ。先週も、澄花は遅おそくまで残っているはずよ」

　今週は私も残業しようかしら、と莉奏奈は付け加えた。

　言われてみれば当たり前じゃないか。勇司は織おり子この案件しか持っておらず、しかもその取り立ても難航している。その分、他ほかの二人に負担がかかっているのだ。さらに、澄花には織子との面談にも付き添そってもらっていて、澄花の時間を奪うばっている。自然と残業は増える。

　それでも澄すみ花かは朝から元気に出社して、疲つかれたところなんて見たことがない。いくら金きん融ゆうの血が流れていたって、体力は普ふ通つうの女の子並みなのに。

「……できることなら、会社に戻もどって手伝いたいです」

　あの人を尊敬できることを、幸せに思う。

「新人がお酒飲んで会社に戻ったら、伝説になるでしょうね」

「です、よね」

　そもそも、手伝えるほどスキルがない。逆に面めん倒どうをかけるだけだ。

　勇ゆう司じはグラスに残っていたウイスキーをあおった。こみ上げる「悔くやしい」という気持ちが叫さけび声になって出てしまいそうで、酒で腹の奥まで流し込んだ。

「もう一いつ杯ぱいください」

「あら、いい飲みっぷりね。あ、そうそう。もう一つ、私にはできないことで勇司くんにお願いしたことがあるんだけれど」

「もちろん、何でもやらせて頂きます」

「じゃあ頼たのむわね。ツッコミ係」







　翌朝、勇司は自分の席でウコンのドリンクを飲んでいた。決して生でかじったりはしない。

　昨夜は飲みすぎた。九時前には店を出たものの、ウイスキーばかり飲んでいたせいで酔よいが深く、フラフラになって家までたどり着いた。スーツをハンガーにかけたところでベッドに倒たおれ込んでそのまま寝ねてしまい、アラームのセットを忘れていたが奇き跡せき的に目が覚め、シャワーを浴びて出社したのだった。朝食を摂とっていないせいで、今になってお腹なかがすいてきた。

「おはよっ。おや？　勇司くん、二日酔い？」

　部屋に入るなり、澄すみ花かは目ざとく勇司のウコンを見つけた。

「いえ、そこまでは……」

「仕事に詰つまったらお酒もアリだけど、翌日の仕事に影えい響きようしない範はん囲いでね」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。仕事はちゃんとやります」

　出社した時に確かく認にんしたが、澄花は昨日、取り立てができる限界の夜九時まで残業していた。勇司と莉り奏そ奈ながお酒を飲んでいる間、澄花はこの部屋で一人、債さい務む者に電話をかけ続けていたのだ。

　始業のきっかり五分前に莉奏奈が出社。勇司は立ちあがり、一礼した。

「昨日はごちそう様でした」

「楽しかったわ。また行きましょ」

　莉奏奈はお酒が残っていないようで、そういえば昨夜は自分ばかり飲んでいたような気もする。ああ、記き憶おくが曖あい昧まいだ。

　つ、と、莉り奏そ奈なの視線が動く。振ふり返ると、目を点にした澄すみ花かがいた。

「えー……、ちょっと整理させて？　落ちつけ私。んと、私の推すい理りによると……昨日、二人で飲みに行ったの？」

「はい。バーでごちそうしてもらいました」

「私は!?　どうして私はそこにいないの!?」

　肩かたに掴つかみかかる澄花。この目は本気だ。あと、体を揺ゆらすのはやめてほしい。気持ち悪くなるから。

「あなた残業してたじゃない」

「言ってくれれば切り上げたのにっ！　あ、わかった。わかっちゃった。私の悪口祭りだったんでしょ。そうなんでしょ。美人で美乳でお金持ちで家いえ柄がらもいい私のことが羨うらやましいんでしょ。どうせ私はパーフェクトですよーだ」

　髪かみをいじりながらそっぽを向く澄花。何がすごいかって、卑ひ屈くつそうな言い方なのに全然卑屈になっていないところがすごい。相手しだいでは敵を増やすだけだ。

「悪口なんて言ってないですよ。むしろ、澄花さんのことをより尊敬しました」

「え？　そう？　もう、勇ゆう司じくんってば正直なんだからぁ」

　ばしんと背中を叩たたかれる。一いつ瞬しゆんで機き嫌げんが直った。言ってみるものだ。いや、本当だけど。

「勇司くん、またアレ、お願いね。とってもよかったわ」

　何のことだかさっぱり。便利な言葉「アレ」。

「アレ!?　アレってまさかアレ!?」

　しかし澄花は過か剰じような反応をする。

「ええ、そのアレよ」

「そっかあ。こりゃ一本取られたね」

「その会話ホントに通じてます!?」

　今度は澄花と飲みに行く約束をして、朝から騒さわがしい個別対応班の仕事は始まった。

　勇司は織おり子この資料を広げ、何度も目を通した。澄花の従い姉と妹こからの情報は非公式のものであるので、紙に残してはいない。

　資料を何度読んでも、パソコンで織子の情報を何度見ても、何が変わるわけでもない。織子は10万８７４３円という金額を延えん滞たいし、支し払はらい責任を負っている。それが揺るぎない事実なのである。

　理由もわかっていて、友人にカードを貸したところ多額の利用をされてしまったこと。その友人から代金は貰もらっていないこと。そして織子のカード貸たい与よはイジメに原因があること。

　延滞の理由を取り除のぞかなければ、延滞は発生し続ける。だが、イジメというのは個人間での問題であり、債さい権けん者である勇司は介かい入にゆうできない。教師やカウンセラーが解決してくれるまで待ってなどいられない。そんなことをしていたら、織子の延滞は長期化し、織子の信用状態が悪化してしまう。

「…………」

　織おり子こは今この瞬しゆん間かんも、返済のことを考え、悩なやみ、加えてイジメの恐きよう怖ふと戦っている。どれだけ心が蝕むしばまれるか、勇ゆう司じには半分しかわからない。わかるのは、きっと想像を絶する苦しみだということだけ。

　こんなことなら、織子の事情など知らなければよかったとすら思ってしまう。ただの10万の債さい権けんとして、ひたすらに織子に電話をかけ、観念した織子が親からお金を出してもらって回収完かん了りよう。半分の５万が勇司の借金から差し引かれてめでたしめでたし。

　そうなればどれだけ楽だっただろう。でも知ってしまった。彼女を助けたいと思ってしまった。だとしたらもう自分はごまかせない。

「悩なやんでるね、少年」

　でも、その手段が見つからない。勇司はディスプレイから目を離はなし、顔を上げた。

「延えん滞たい理由をどうにかしないと回収できないのに、そこは仕事の範はん囲い外なんて、スタートから高い壁かべがあるようなものですよ」

「そうねぇ……。じゃあ、はい」

　澄すみ花かは立ちあがると、開いた両手を胸の高さで構えた。

「何ですか？」

「逆立ちしてみよっか。支えてあげるから、はいどうぞ」

「……はい？」

「いいから。これは業務命令よ」

　こんなところで業務命令を使わないでほしい。が、上司にそう言われたら従わなければいけないのが部下というものである。

「よっ、と」

　仕方なく勇司は足を澄花に支えてもらい、その場で逆立ちをした。ネクタイが顔にかぶさってくる。

「どう？　何が見える？」

　当然ながら、逆さまになった部屋が見えるだけだ。強しいて言えば、体の向きが逆なら澄花のスカートの中が見えるくらいだ。

「別に……これといって変わったことは……」

　頭に血がのぼってきたところで、勇司の視界が数字で埋うまった。莉り奏そ奈なが織子の資料を持ってきて、目の前に広げたのだ。しかし資料の文字も逆さまで読みにくい。

「ごめんなさいね。今日に限ってスカートじゃなくて」

　何な故ぜか謝られた。

　澄花の手が離れたところで、勇司は逆立ちから解放された。血がじわじわと下におりていく感覚がわかる。

「あの、何だったんでしょうか」

「逆に考えてごらん、ってこと。確かに遠えん藤どうさんにとっての君は債さい権けん者で、できることも限られてる。だから、君にできることから考えてみればいいんじゃない？」

「僕に、できること……」

　それは一つしかない。取り立てだ。

　逆にしてみろと澄すみ花かは言った。イジメを解決してから延えん滞たいを解消させるのではなく、延滞を解消することによって、イジメを解決させる。逆というのは、そういうことだろうか。そんなことができるのだろうか。

　まず、イジメを解決するためには何が必要か。勇ゆう司じは被ひ害がい者にも加害者にもなったことはない。だから一いつ般ぱん的なことしかわからない。家族、友人、先生の助け。そしてもう一つ、何よりも必要なのが、本人の強さなのではないだろうか。断れる勇気、言い返せる度胸、そんなものがあれば、織おり子このイジメはなくなるのではないか。

　勇司はカウンセラーでも何でもないから、正解かはわからない。しかし、今はそれを信じて前に進むしかない。

　取り立てることによって、織子を強くする。してみせる。

「お、何か掴つかんだ顔をしてるね。っていうか、ホントに顔に出るよね君は」

　そこは早く治したいところだ。思っていることがほとんど澄花に筒つつ抜ぬけだ。

「やれるだけのことをやりたいと思います。澄花さん、アドバイスありがとうございました」

　逆立ちさせたのは単に澄花の気まぐれかもしれないが、とにかく何をするべきかはわかった。昨日、勇司に強く言ったのも、さっきのアドバイスも、すべて勇司に発はつ破ぱをかけるためのものだったのかもしれない。上う手まくコントロールされていると思う。でも、澄花は右も左もわからない新人の勇司を正しい方向へ向かわせてくれているのだ。その上で、勇司がこれからどうやっていくのか期待してくれている。これに応こたえられずに終わるわけにはいかない。

　勇司が深く頭を下げると、澄花は自分で自分を抱だきしめるようにしてうっとりしていた。

「ああっ……！　なんだかんだで部下にアドバイスしてしまう優やさしい私！　大好き私！　飲み会に呼ばれなかったけど頑がん張ばれ私！」

　根に持っていた。

「この債権は必ず僕が回収します。だから、その……新人がこんなこと言っていいのかわからないんですけど……。僕を信じて待ってくれないでしょうか」

　自分の世界に入っていた澄花が戻もどってきた。この人のスイッチはどんなタイミングで切り替かわるのか。

「信じるよ。なんといっても、君は私が選んだ取り立て担当だからね」

　背中に感じるこのずっしりとしたものが、責任というやつか。学生じゃ、アルバイトじゃ、この重みは味わえない。澄すみ花かも莉り奏そ奈なも、他ほかの先せん輩ぱいも課長も部長も、自分よりもずっと重い責任を背負いながら毎日仕事をしている。なるほど、歳としをとったら腰こしを悪くするわけだ。

　勇ゆう司じは午後一時を待って織おり子こに電話をかけた。おそらく昼休みの時間で、織子が出てくれると踏ふんでの電話だ。

　長めのコールの後、織子は電話に出た。

「ＫＴカードの菱ひし見みです。今お話ししても大だい丈じよう夫ぶですか？」

『はい。昼休みなので、少しなら……』

「少しで結構です。カードを利用したご友人からお金は貰もらえましたか？」

　これは形式的な質問だ。あの「友達」がお金を払はらうはずがない。しかし、織子は勇司がイジメのことを知っていると知らないので、訊きいておくのが自然な対応だ。

『いえ……、まだです』

　予想通り、織子はそう答えた。

「そうですか。ですが、以前にお伝えしたように、当社の請せい求きゆう先はあくまで遠えん藤どう様です」

『はい、わかってます。でも……すぐには……』

「本日は、お支払いをお願いするためにお電話したのではありません。遠藤様の担当として、私の決意をお伝えするためです」

『決意……。菱見さんの、ですか？』

「はい」

　勇司はゆっくりと息を吸う。顔の見えない電話で、声だけで織子に自分の気持ちを伝えられるように。

「私は、遠藤様を悲しませる以外のすべての方法を使って、債さい権けんを回収します。そのために遠藤様にできる限りの協力をします。ですから遠藤様も、どうか私にご協力ください。二人で、この10万円を返済しましょう」

　織子はすぐには答えなかった。電話の向こうで、織子はどんな顔をしているのだろう。

　やがて、織子はそのきれいな声で言った。

『はい。よろしくお願いします』

　受話器を置くと、いつの間にか隣となりに立っていた澄花が勇司に体重を預けてきた。そして肩かたに肘ひじを置いて、口の端はしをつり上げる。

「かぁっこいぃ～」







　その日の夕方、勇司と織子は三度目となるカフェでの面談をした。今日は澄花の同行はない。わからないことがあったらすぐに連れん絡らくするという条件つきで、澄花は勇司を一人で面談に向かわせてくれた。下手なことを言い出さないと信用してくれたのか、澄花自身が忙いそがしかったからなのかはわからないが、今の勇ゆう司じに迷いはない。

「お待たせしてすみません」

「いえ。私も今着いたばかりです」

　正面に座り、いつものように飲み物を注文。特区高校の制服を着た織おり子こは変わらず、軽くうつむいて勇司と目を合わそうとはしない。

「昼のお電話でお話しした通り、私は遠えん藤どう様のためにできる限りの協力を致いたします。ですが、返済のためには遠藤様にもご協力頂かなければなりません」

「はい。私も、頑がん張ばります」

　気をつけなければいけないのは、織子のイジメという背景を知っていると知られてはいけないことだ。織子だって自分がイジメられているとは知られたくないはずだし、勇司たちがそこまで調査をしたとわかれば、織子からの信しん頼らいを失ってしまうことにも繋つながりかねない。

「それで、私なりに考えてきた……というよりも、これしかないとは思うのですが」

　勇司は鞄かばんから数冊さつの冊子を取り出し、テーブルに並べた。

　返済をするにはお金を稼かせぐ必要があり、高校生がお金を稼ぐとなれば方法は一つしかない。

　勇司が広げたのはアルバイト情報誌だった。駅で無料で配られているものと、コンビニで売っているものを片かたっ端ぱしから集めてきたのだ。

「私も、探してはいるんですけど……。その、アルバイトって、どういうのをすればいいのかわからなくて……」

　聞けば、高校でアルバイトは禁止されていないのだという。もちろん、居酒屋やパチンコ屋などは禁止されているが。

　自じ慢まんではないが、勇司の家は母ぼ子し家庭で収入は少なく、勇司は高校生の頃ころからアルバイトをして家計を助けてきた。普ふ段だんはコンビニ、長期休きゆう暇かは並行して引ひっ越こしもやって、夜は工場など。大学生になってからは時給のいい居酒屋にした。

　というわけで、アルバイトに関しては人一倍経験があるのだった。

「任せてください。実は俺……じゃなくて私、アルバイトはいくつもやったことがあるんです。履り歴れき書だって何枚書いたかわかりませんよ」

「そうなんですか……」

　ぽかんとする織子。債さい権けん者と債務者という関係ではあるが、少しは打ち解けた方がいいと思いプライベートなことを話してみたが、なかなか難しい。

　勇司は情報誌のページを開き、織子に見せた。短期アルバイトの募ぼ集しゆうを載のせている部分だ。働いてから給料を貰もらうまでには日数がかかる。なので、日ひ払ばらいで実入りのいいアルバイトが理想的だ。

「この辺から探しましょう。幸い、週末からゴールデンウィークに入ります。そこで集中的に稼ぐことができれば、10万円はそう遠い額ではありません」

　そう、あと数日で大型連休がやってくる。そこに的を絞しぼりたい。勇ゆう司じは二度、特区でゴールデンウィークを過ごし、どちらもアルバイトに明け暮れたが、かなり稼かせぐことができた。特区内の企業は業績がいいため気前がいいのだ。ささやかだがボーナスがつくこともあった。

「でも、私……アルバイトは初めてで、特に取とり柄えもないし、私なんかにできることなんてあるのかわからなくて……」

「誰だれだって初めてはありますし、そう自分を卑ひ下げしないでください」

　限りなく債さい務む者に近く。勇司は常にそのことを意識していた。債権者という立場を振ふりかざすような高圧的な態度を封ふう印いんし、あくまで織おり子この「協力者」になる。

　取り立てられる側がわの債務者は常に不安を抱いだいている。不安がマイナス思考を呼び、ループしてしまう。それでは上う手まくいくものもいかなくなる。だから、織子の心に沈ちん殿でんする不安を取り除けるように、近くで、一いつ緒しよに歩いていけるような取り立てをする、かつて債務者だった自分だからこそ、できるはず。やってみせる。

「あ、これ……。でも……」

　織子がある募集に目を止めた。そこには「急募」とあり、織子は他ほかよりも高い日給に注目したのだろう。

「これいいじゃないですか！　日給はいいし、連休で毎日できればまとまったお金になりますよ！」

　割とあっさり理想的な募ぼ集しゆうが見つかったことで、興奮する勇司。すかさずそのページに付ふ箋せんを貼はる。しかし、当の織子はどうにも乗り気ではない。

「でも、その、こんなの恥はずかしいです……。採用も一人みたいだし……。私には向いてないですよ……」

「いいえ！　遠えん藤どう様ならできます。だってすごく美人ですし、声も透すき通っていてきれいじゃないですか。きっと採用されますよ！」

　熱弁する勇司とは対照的に、織子は体を小さくしてうつむいてしまっていた。何かまずいことでも言ってしまったのだろうか。

「あの……声、少し、小さく……お願いします」

　勇司が周囲を見回すと、他の客の視線を集めてしまっていることに気づく。しまった。つい声が大きくなってしまった。スーツの男が女子高生を「美人だ」と褒ほめるという光景。なんだそれは。スカウトなんかでは決してない。

「すみませんっ。でも、このバイト、応募だけでもしてみませんか？　給料はとてもいいんですから、返済への近道には間ま違ちがいありません」

　それでも織子はしばらく躊躇ためらっていた。確かにこのアルバイトは人を選ぶ。たくさんの人に見られる仕事だし、恥ずかしいと思う織子の気持ちもわかる。

　でも、だからこそ勇司はこの仕事を織子にやってほしかった。給料だけではなく、織子自身のためにも。

「……応おう募ぼだけ、でしたら……」




　　　　￥　　　　￥




　菱ひし見みさんとの面談を終えた後すぐに電話をして、次の日に面接をした。写真を貼はった履り歴れき書を持って行ったら、他ほかにも何人かの女の子がいて、きっと私は落ちるんだろうと思っていたし、落ちた方いいという気持ちも少しあった。

「はい。……ありがとうございます。頑がん張ばります」

　電話を切って、私はベッドに寝ね転んだ。電話はつい二時間ほど前に面接をしたオーナーからで、内容は面接の合格を伝えるものだった。

　採用、されてしまった。

　面接が始まったらオーナーはとても私を褒ほめてくれて、他に面接した女の子の中でも一番だと言ってくれた。そして今、採用が決定した。

　私なんかにはとても向いていない、ちゃんとできるか不安なアルバイトだ。だけどお給料はすごくいいし、ゴールデンウィークに頑張れば、延えん滞たいしてしまっている10万の半分以上を返済できる。

「…………」

　どうして、私への嫌いやがらせが始まったのか、今でもわからない。ある日突とつ然ぜん、クラスメイトが私に辛つらく当たるようになってきて、その人数が増えていって、気がつけばイジメと言われるような状態になっていた。

　学校に行かなければ両親が心配するし、友達にも相談したいけれど、私の味方をすると友達まで巻き込まれてしまうから、私から距きよ離りを取ることにした。

　そして、カードを貸してしまった。貸してしまったらどんな使い方をされるかなんて予想はついたけれど、断ったらもっとひどいことをされそうで、怖こわくて渡わたしてしまった。そうしたらたくさん買い物に使われて、貯金から三月分は引き落としできたけど、四月分はもう貯金が残っていなくて、足りなかった。

　もちろんカード会社の人から電話が来て、返済をするように言われた。でもお金は全然なくて、電話に出るのが怖かった。

　もし両親に取り立てが来たら迷めい惑わくと心配をかけてしまう。それに、私が本当のことを会社の人に言って、使った人が取り立てられることになったら、絶対に私に仕返しがくる。だから、私が返済していくしかないと思った。

　私の取り立てを担当すると言ったＫＴカードの人に、会って話をしようと言われた時もすごく怖かった。怒ど鳴なられたらどうしようと、ずっと胃の辺りが痛かった。

　だけど、私の担当になったという菱ひし見みさんは丁てい寧ねいな話し方で、私のイメージしていた取り立てとは全然違ちがっていた。それに、私じゃない人がカードを使ったと告白した時も、私が払はらう必要はないのではないかと庇かばおうとしてくれた。

　結果的に私が払うことに変わりはなかったけど、菱見さんは「一いつ緒しよに返済しよう」と言ってくれた。しかもアルバイトの雑誌まで買ってきてくれて、一緒に探してくれた。雑誌だってお金はかかるし、菱見さんには他ほかの仕事もあるはずだ。でも、私のために時間を割さいてくれている。

　優やさしい人だった。

　菱見さんは会社の社員で、もしかしたら私から回収できないと上司から怒おこられてしまうのかもしれない。そのことを想像すると、とても申し訳ない気持ちになった。私がカードを貸してしまって、返済できないばっかりに、あんなに熱心に協力してくれる菱見さんが怒られてしまうなんて。

　私は体を起こして、ぐっと手を握にぎった。






　　　　　５







　四月二十九日、土曜日。世間では待ちに待ったゴールデンウィークの始まりである。ちなみにＫＴカードは金きん融ゆうの会社であるので休みはカレンダー通りで、今日と明日は休み、月、火と会社に行って水曜から五連休となる。有給を取って休みを繋つなげる人もいるようだが、勇ゆう司じにそんなことできるはずもないし、休んで旅行するお金もない。澄すみ花かと莉り奏そ奈なも普ふ通つうに出勤するという。

　思ったより早く目が覚めてしまったのは、織おり子このことが心配だったからだ。今日がアルバイト初日で、高校のない休日はすべて働く予定になっている。採用されたと連れん絡らくを受けた時には社内だというのに思わず大きな声を出してしまった。

　織子は上う手まくやれるだろうか。あのアルバイト、特別な技術などは必要ないが、何よりも思い切りと度胸が求められる。アルバイト経験豊富な勇司も、さすがにやったことはない。というより、勇司ではできない。

　悩なやむ。勇司が行ったところで、織子の手伝いができるわけではない。でも、ここにいてひたすら心配するよりも、様子を見に行った方がいくらか安心できる気もする。行こう。勇司は着き替がえを始めた。

　債さい務む者のためにゴールデンウィークの貴重な一日を使うのか。と、澄花には呆あきれられるかもしれない。いや、同じ仕事をしている誰だれもが呆れるだろう。だけど、勇司にとっては初めて取り立てをする相手で、延えん滞たいの事情も知ってしまい、助けてあげたいと思ってしまった。だったら、とことんやってやろうではないか。

　外に出ると、空は穏おだやかに晴れていた。







　特区ジョイランドは、特区にあるテーマパークである。経済成長を目的として企業を集合させるために作られた特区であるが、今では人口も増え海外からも注目されており、観光産業が盛さかんになってきている。そこにテーマパークが作られるのは自然な流れともいえた。しかし土地が足りなかったので、土地を広げるために埋うめ立てから始めるという大だい胆たんなことをやってのけたのである。

　チケットを買って入場すると、華はなやかな音楽と楽しそうな人の声に包まれた。正面には観覧車、奥にはジェットコースターが見える。家族連れ、カップル、友達どうし。誰もが今日という日を全力で楽しもうとしていた。さて、勇司は遊園地に男一人という残念な状態であるが、織おり子このアルバイトを見守るという崇すう高こうな目的がある。寂さびしくなんてない。……ない。

　勇ゆう司じは大学に入学した頃ころ、一度遊びに来たことがある。あれから二年近くたっているから、新しいアトラクションも増えているだろう。

　当然ながら、ゴールデンウィークはたくさんの入場が見込めるので、ジョイランドの経営側がわも気合いを入れてイベントを企画している。その中の一つに、織子が参加するのだ。

　えっと、イベント会場はどっちだっけ。途と中ちゆう、人波にさらわれそうになりながらも、勇司はそこにたどり着いた。前の方の席はすでに客で埋うまっており、やはり家族連れの姿が多かった。あの最前列で盛り上がっている集団は、アレか、大きいお友達というやつか。勇司は後ろの端はしの方に腰こしをおろした。

「…………」

　そろそろ開演時刻になる。なんかこっちが緊きん張ちようしてきた。ステージ脇わきに控ひかえているであろう織子はもっと緊張しているはずだが、どうにも他ひ人と事ごととは思えなかった。

　時間きっかり、ＢＧＭが流れ、ステージに織子が姿を現した。想像以上の客入りだったのか、一いつ瞬しゆんだけ動きを止めてぽかんとしていた。しかしすぐに仕事中だということを思い出し、ステージ中央でマイクを構えた。

「み、みなさーん！　こんにちはー！」

　あ、いきなりどもった。しかし必死に声を絞しぼり出す織子に、ちびっ子たちは元気な声で「こんにちはー！」と返してくれた。

　織子はジョイランドのロゴが入ったＴシャツに制服と同じくらいの丈たけのスカートで、マイクを持って緊張の面おももちで客席を見回していた。

「今日は……えと、特区ジョイランドに遊びに来てくれて本当にありがとうございます！　こんなに天気がいいのも、みんなの日頃の行いがいいからだと思います！」

　運動会の校長みたいなスピーチで、織子はたどたどしくもイベントを進行させていく。誰だれだあの台本を書いたのは。

　織子が採用されたアルバイトは、連日行われるヒーローショーの司会のお姉さんだった。織子がジョイランドのオーナーから聞いた話によると、当初はタレント事務所に名もない芸能人の卵をオファーしていたのだが、諸しよ般はんの事情で来られなくなり、代打もすぐに用意できず、苦肉の策で地元から募つのったとのことだ。結果としてそこらのアイドルよりもきれいな織子がステージに立つことになり、しかも素人しろうとだからギャラも安くて済むという、雇やとう側としては大助かりな展開となった。

　確かに、おとなしい織子には向かない仕事だった。織子の心臓は破れそうなまでに高鳴っているに違ちがいない。近くで見たなら、震ふるえているかもしれない。

　自分で勧すすめておきながら不安になった勇司は、採用が決まったという織子に「本当に大だい丈じよう夫ぶ？」と訊きいた。すると織子は「頑がん張ばります」と答えてくれた。

　そして織おり子こは今、自分が使っていないクレジットカード代金の返済のために仕事をしている。

　もちろん、イジメる方が何より悪い。しかしそれに屈くつしてしまった織子は、弱い自分が嫌きらいで、変わろうとしているのかもしれない。借金の返済のためという人には言えないきっかけだったとしても。

「今回、司会をさせて頂く、遠えん藤どう織子ですっ。よろしくお願いします！」

　ぺこりと一礼。

　おおー。と歓かん声せいをあげたのは最前列の大きなお友達だ。なんかイラっとした。目的はヒーローではなかったのか。

　現在放送中の戦隊モノ、「戦国戦隊ブシレンジャー」は、過去の武将たちの魂たましいが現代人に宿り、地球侵しん略りやくを企たくらむ怪かい人じんと戦っていくというものだ。史実に基づいたストーリーもあり、子供と一いつ緒しよに見ている親も取り込むことに成功したらしい。

　と、パンフレットには書いてあった。大たい河がドラマや歴れき女じよのブームに乗っかった感じは否いなめないが、人気があるならそれでいいか。

　考えてみたら、ヒーローショーは初めて見る。小さい頃ころは遊園地なんて夢のまた夢だったし。握あく手しゆをしてきたと自じ慢まんする友達を羨うらやましく思っていたものだ。

　と、勇ゆう司じがしみじみとステージを眺ながめていると、突とつ然ぜんＢＧＭが切り替かわり、同時にわらわらと黒タイツの集団が現れた。

「きゃー！　大変！」

　織子の悲鳴が響ひびく。悲しいくらいに棒読みである。が、子供たちはそれどころではない。

　全身黒タイツ集団は客席まで乱入して、数人の子供をさらってステージに立たせた。何が起きたのかわからないといった感じで棒立ちの子供や、泣いてしまう子供、勇ゆう敢かんにも黒タイツと戦おうとする子供。その子供の写真を撮とる親。台本通りなのだろうが、イベント会場は一気に混乱に陥おちいった。ちなみに、大きなお友達は一人もさらわれていない。大きいから抱かかえられない。

　黒タイツたちは子供たちの恐きよう怖ふを煽あおるべく、奇き声せいをあげながら跳はね回る。自分が子供だったなら、あれは怖こわい。泣く。

　さあ、そろそろ主役の出番だろう。織子が息を吸うのが見えた。

「みんな！　このままじゃ地球が侵略されちゃう！　声を合わせて呼べば、きっと正義の味方が助けに来てくれるよ！　いくよー……あ、あれ？　えっと……その……」

「なっ……」

　セリフが飛んだ。緊きん張ちようがピークに達したのだろう。主役のヒーローの名前が出てこない。あと少しだったのに。落ちつけば絶対に思い出せるはずなのに、もう織子の頭の中は真っ白だ。

　ざわつく客席が、さらに織子を焦あせらせる。滞とどこおりなく進んでいただけに、ぽっかりとできてしまった静せい寂じやくが、視線が、織子の意識を遠くへ連れ去ってしまう。

　ここで失敗したら、織おり子この頑がん張ばろうという気持ちが折れてしまう。ダメだ。誰だれかフォローを、織子を助けてくれ。

　って、何を人任せにしているんだ。

　債さい務む者に協力するのが、債権者の仕事だろうが。

　勇ゆう司じは立ち上がって、ステージに向かって力の限り叫さけんだ。

「助けてーーっ！　ブシレンジャーーーっ！」

　くるっと、一いつ斉せいに前の客が勇司を振ふり返る。大きなお友達が、仲間を見るような目で見ている。違ちがうからな。

　勇司の叫びに感化されたのか、会場の子供たちも次々に主役の名を呼び始めた。

　すると勇ましいＢＧＭが流れ、赤いタイツのヒーローが登場した。

「真っ赤な炎ほのおで悪を焼きつくす！　ノブナガレッド！」

　決めポーズ。どうでもいいが、その炎で焼かれているのは本ほん能のう寺じではあるまいか。

　次々に出てくるブルー、イエロー、ブラック、ピンクのヒーローたち。勇司に注がれていた視線はステージに戻もどっていき、観客は拍はく手しゆで五人の正義の味方を迎むかえた。

　よかった。空気を読んでくれた音おん響きようの人に感謝する。

　と、さっきの声の主を探していた織子と目が合った。勇司が会え釈しやくをすると織子は驚おどろいた表情を見せ、そして微ほほ笑えんだ。

　織子が笑うところを、初めて見た。

　これからはブシレンジャーがメインとなるので、織子は一度、ステージから姿を消した。

　黒タイツ軍団をあっさりと倒たおすと、ボスが現れ、ブシレンジャーはやられそうになりながらも子供たちの声せい援えんを武器に戦い、なんだかんだで勝った。まあこんなものだろうと思ってしまった二は十た歳ちの勇司である。

「えっと……、これから握あく手しゆ会と写真撮さつ影えいを行いますので、ブシレンジャーと握手したいお友達は、こちらに並んでください」

　興奮冷めやらぬうちに織子は再びステージに上がり、今度は事務的な案内をする。子供たちが並んでいるうちに、他ほかのスタッフが関連グッズ販はん売ばいの準備を始めていた。ジョイランド限定の商品もあるようで、なるほど、商しよう魂こんたくましいとはこのことか。

「君、さっきのシャウト、素す晴ばらしかったよ。俺たちの仲間にならないか？」

　大きいお友達に囲まれた。

「違いますからっ！」

　握手にもグッズにも彼らにも興味がない勇司は、どうにか包囲を振り切って会場を後にした。パンフレットを見ると、午前と午後で一回ずつショーがある。今ので午前の部は終しゆう了りようだ。

　なんとか無事に終わってよかった。これから織子が慣れていってくれれば、セリフが飛んでしまうようなこともなくなるだろう。

　そして、目的を達成した勇ゆう司じはやることがなくなった。せっかく来たのだからジョイランドを楽しみたいという気持ちはあったが、アトラクションに乗るにはお金がかかるし、何より勇司は一人だ。どう楽しめというのだ。

　ぐるっと一回りしたら帰るか。

「菱ひし見みさんっ！」

　声に振ふり返ると、さっきの衣い装しようのまま、織おり子こが走ってきていた。勇司に追いつくと息を切らしながら頭を下げる。

「遠えん藤どう様」

「さっきはありがとうございました！　私すごく緊きん張ちようしちゃって、菱見さんが助けてくれなかったら、ショーが台無しになってたかもしれなくて……」

「助けるなんて大げさですよ。でも、ショーが止まってしまわなくてよかったです。あんなに叫さけんだの久し振りでした」

　はは、と、おどけてみせる。

「本当に助かりました。……あ、すみません。引きとめてしまって。ご友人と来られてるんですか？」

　辺りを見回す織子。そこに勇司の連れなどいるはずもない。

「え？　あ、いや、その、まあ……。とにかく頑がん張ばってください！　で、では私はこれでっ！」

「菱見さん!?」

　勇司は全力で走り去った。

　言えない。様子を見るためだけに来たなんて言えない。「ゴールデンウィークどんだけ暇ひまだよ」って思われたくない。

　もう少しジョイランドにいる予定だったが、勇司は勢いそのままにゲートを出た。

　勇司の滞たい在ざい時間は一時間ちょっとであった。
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　控ひかえ室しつで冷たい水を飲んで、私はふうっと息を吐はき出した。五月だけど、会場は人がたくさんいるせいもあってか暑く感じる。

　うん、今日は結構上う手まくできたと思う。

「お疲つかれ。遠藤さん、今日は午前も午後もよかったね」

　と、肩かたをぽんと叩たたいたのは着き替がえを終えたピンクさんだった。ピンクさんは女子大生で、ショートカットの明るい性格の人だ。最初のリハーサルで何て呼んだらいいかわからなくて、つい「ピンクさん」と呼んでしまったのが今でも続いている。だから、他ほかの人も役の色で呼ぶようになってしまった。失礼だと思ったんだけど、みんなそれでいいと言ってくれた。ピンクさんいわく、誰だれもが特とく撮さつファンだから、役の名前で呼ばれた方が嬉うれしいらしい。

「はいっ。ありがとうございます」

　噛かんだり、どもったりすることもなく、とてもスムーズにショーを進行させることができた。会場を見渡わたす余よ裕ゆうもできて、ステージから見る子供たちはみんなヒーローに夢中でかわいかった。

「そうそう、大だい丈じよう夫ぶだった？　あの前に並んでる奴やつら。絶対ローアングル狙ねらってるでしょ」

「あ、えっと、レッドさんに相談したら、前にパネルを置いてくれて、この後ろに立ってれば大丈夫だからって……」

　前の方に座っている大人の人たちのカメラがブシレンジャーではなく私を撮とっていることに気づいたのは三日目だった。ショーが終わってそのことをレッドさんに言ったら、すぐに次の回から対策をしてくれたのだ。レッドさんは何度もヒーローショーでアルバイトしたことがあって、「そういう人」の扱あつかいにも慣れていると言っていた。

「あのパネルってレッドがやったんだ。くっ……、特撮マニアのフリーターのくせに、男らしいことしてくれちゃって……」

「おい。いいことしたんだから、そんな言い方はないだろ？」

　と、Ｔシャツ姿のレッドさんが控ひかえ室しつに入ってきた。背が高くて髪かみを短く刈かり上げていて、笑え顔がおがさわやかな男の人だ。暑い衣い装しようを着ながら動き回っているけど、レッドさんが疲つかれているところを見たことがない。

「レッドさん、お疲れ様です」

「お疲れー。遠えん藤どうさんも慣れてきたって感じだよな。明日で終わっちまうのがもったいないくらいだよ」

　そう、今日は五月六日の土曜日。明日で連休は終わりで、最後のショーになる。

「ちょー同感。もうちょっとやりたいよねー。日給もいいしー」

　ピンクさんが大きく伸のびをした。

　リハーサルを含ふくめて一日の半分を一いつ緒しよに過ごしているから、アルバイトのメンバーはすぐに打ち解けていった。私が会話に入れずにオロオロしていたところにピンクさんが来てくれて、休きゆう憩けい時間に雑談をしたり、オーナーの厚意でジョイランドのアトラクションに乗せてもらったりした。クラスメイトの視線に怯おびえながら過ごす学校よりも、こっちにいる方が楽しかった。

「ところでさ、遠藤さんはバイト代を何に使うつもりなの？　俺は家賃だけどな」

「うわ。レッド超ちようリアル……。しかも訊きいてないし」

　ジトっと目を細めて、ピンクさんはレッドさんを見ていた。

「うるせー。で、遠藤さんって高校生だろ？　もしかして、アレか？　彼氏にプレゼントとか？」

「え？　ち、違ちがいますっ……。アルバイト代は、その……」

　本当のことを言えずに私が口ごもっていると、勢いよくドアが開いた。

「え、遠えん藤どうさん！　彼氏いるの!?」

　血相を変えて入って来たのはブラックさんだった。ブラックさんは三十代の会社員で、特とく撮さつヒーローがずっと好きで会社に内ない緒しよでヒーローショーのアルバイトをしている。レッドさんにもできないバック転ができるすごい人だ。

「はあ？　もしかしてブラックって遠藤さんに気があるの？　さすがに身の程ほどを知れって感じじゃない？」

「ピンクさん、そんな言い方は……」

　するとレッドさんがブラックさんの頭に手を置いて言った。

「だってさ。遠藤さん、どう？　このブラック」

「あの……すみません。その、今、気になっている人がいて……。ブラックさんはとてもいい人だと思うんですけど……」

　その瞬しゆん間かん、ブラックさんはがっくりと膝ひざをついてしまった。

「あはははっ！　ブラックげきちーん！」

「俺……明日終わったら遠藤さんにメアド訊きこうと思ってたのに……。明日のモチベーションどうすんだよ……」

「じゃあザコ集団と変わればあ？　ブラックやりたい人たくさんいるっしょ」

　ピンクさんがそう言った途と端たん、たくさんの人がなだれ込んで来て「俺が！」「いや俺が！」とブラック役の取り合いになってしまった。

　ステージに立つと緊きん張ちようするし、失敗すると落ち込んだりもするけど、オーナーもいい人で、アルバイトのみんなも優やさしい人ばかりだ。学校にいると同じ歳としの人としか接することはないけれど、こうやって色んな歳の人と触ふれ合える場所もあるんだ。

　勇気を出してこのアルバイトを始めてみて、よかったと思う。

「遠藤さん、マジで彼氏いないの？　いや、もしいたらさ、これに出てみたらどうかなーって思ってたのよ」

　ピンクさんが見せてくれたのは、ゴールデンウィーク最終日の特別企画だった。

「……ベストカップル決定戦？」

　時間的に、午後のショーが終わった後に開かい催さいされるみたいだ。カップルで参加し、いくつかのゲームをして優勝を決めるというイベントだ。ヒーローショー以外にも、ジョイランドではいくつかのイベントで集客を狙ねらっている。今日も、フリスビーを投げて犬がキャッチする大会が行われていた。

　そして私は、その賞金に目がいった。

　５万円。

　思わず、私は頭の中で計算をしていた。アルバイト代は日給９０００円で、私は七日間出るので６万３０００円。賞金の５万円を足せば10万円を超こえる。

　お金が返せる。

　菱ひし見みさんに、お金が返せる。

　一いつ緒しよにアルバイトを探してくれて、初日にセリフが飛んでしまった私を助けてくれて、私のために頑がん張ばってくれている菱見さんに、一日でも早く、１円でも多くお金を返したい。それが私の気持ちだ。

　この賞金５万円は、あまりにも魅み力りよく的だ。もちろん優勝できる保証はないし、そもそも彼氏のいない私に参加資格はない。

「私が男のフリして、遠えん藤どうさんの彼氏役になって参加するのってどう？　優勝できたら賞金山分けで」

　ピンクさんの提案を却きやつ下かしたのはレッドさんだった。

「いや無理あるだろ。どうすんだよ、その胸は」

「あ、ごめーん。私ちょー巨きよ乳にゆうだったわー」

　大きな胸を強調するように体を反そらして、あははと笑うピンクさん。タイツの衣い装しようを着ていると、胸が大きいことがよくわかる。

「俺は彼女がいるから、いくら偽にせ物ものでも彼氏をやるわけにはいかねえなあ」

「は？　レッド彼女いんの？　うざ」

「何でだよ！」

　レッドさんの抗こう議ぎを軽く流して、ピンクさんは私に言った。

「ねえねえ遠藤さん、さっき気になってる人がいるって言ってたじゃん。思い切って誘さそってみれば？」

「そ、それはっ……。えと、迷めい惑わくかけちゃうかもしれませんし……」

「いいじゃんいいじゃん。ガンガン攻せめちゃえ！」

「おいピンク、お前、その男の顔が見たいだけだろ」

「バレたー！」

「遠藤さん……よければ俺が彼氏役に……」

「ブラックうるさい！」

　私はベストカップル決定戦のチラシをずっと眺ながめていた。

　どうしよう……。
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　もはやこれは仕事熱心を超こえてお節せつ介かいなのではないか。勇ゆう司じはジョイランドの入場門をくぐってそう思った。

　五月七日、日曜日。一年に一度の大型連休が終わる日。勇司はまたも一人でテーマパークに来ていた。連休中に何度もジョイランドに来る人はいるだろうが、男一人で二回来たのは自分だけだという自信がある。

　初日に様子を見に来て、その後クビになったという連れん絡らくもなかったし、上う手まくできているのだろうと思っていた。澄すみ花かにも、アルバイトが決まって返済の目め処どが立っていると報告している。

　連休は大学の友達と会う機会があって、社会人になったのだからといって奢おごらされそうになったりした。はっきり言える。お金はない。

　それでも織おり子このことはずっと考えていて、試ためしにヒーローショーの評判でも探してみようとインターネットで検けん索さくしたところ、「ジョイランドの司会のクオリティがハンパない件について」とかいう記事を見つけてしまい、そこには織子の写真が掲けい載さいされていた。しかも明らかに狙ねらったようなローアングルで、肝かん心じんなところは写っていないものの、そこには悪意が感じられた。それを見たらもう気が気ではなくなって、自分に何ができるかなんてわからないけど、またもジョイランドに来てしまったのだ。

　正直、入場料だけでもかなりの出費で財さい布ふは痛手を負ったが、織子の返済のためだ。毎日のおかずを減らせばいいことじゃないか。米があればとりあえずは大だい丈じよう夫ぶだ。

　イベント会場は相変わらずの盛せい況きようぶりで、初日よりも増えているような気がする。特に前列の大きいお友達が。織子の評判を聞きつけてはるばる特区まで来たのだろうか。

「みなさーん！　こんにちはー！」

　勇ゆう司じが後ろの席に腰こしをおろすと、織子が出てきた。表情からは緊きん張ちようが消え、代わりに余よ裕ゆうが見てとれる。笑え顔がおもこわばってない。おお、なんと慣れた感じで子供たちに手を振ふっている。すごい進化だ。

「すみません。隣となり、いいかしら」

　横から色っぽい女の人の声。こんな大人の女性でもヒーローショーとか観みに来るんだ。

　っていうか、知ってる声だけど。

「莉り奏そ奈なさん！」

「こんにちは。一人で遊園地って、なかなか勇気あるわね」

　いきなりキツいこと言われた。

「それは……。遠藤さんが気になって……」

「ふふ。仕事熱心で何よりだわ」

　そう言う莉奏奈の近くにも連れらしき人は見当たらない。

「莉奏奈さんは誰だれかと一いつ緒しよなんですか？」

「ええ。その子は前の席に行っちゃったけどね」

　彼氏だろうか。言われて最前列に目を向けると、見覚えのある髪かみ形がたが、大きいお友達に混じってステージに声せい援えんを送っていた。

「澄すみ花かさん……」

　あれが上司なのである。

　聞けば、澄花が親しん戚せきのツテで手に入れたチケットがあったので、二人で遊びに来たのだそうだ。勇ゆう司じに声がかからなかったのは、休日まで会社の人間と会うのはキツいだろうとか、明日からまた仕事だから連れ回すのはやめようとかいう理由ではなく、どうせ織おり子こを見に行っているだろうから現地で合流すればいいかというものだった。

「ホントに来てたわね」

「ホントに来ちゃいました」

　ショーは問題なく進んでいる。織子の立っている場所の手前にはパネルが置いてあって、カメラをガードしていた。ちゃんと対策してくれたようだ。

「あの子、確かにキレイね。敵作ってもおかしくないわ」

　ステージで頑がん張ばる織子を見て、莉り奏そ奈なは言った。

「はあ……。莉奏奈さんは、そういうことなかったんですか？」

「あるにはあったけど、ほら、私は敵を作るんじゃなくて敵を潰つぶしてたから」

　どうやって潰していったのか、それはお酒の席で聞くことにしよう。

　莉奏奈ほどと言っては極きよく端たんだが、その半分の強さでも織子にあれば、イジメにまで発展することはなかったのかもしれない。

　ヒーローが現れ、敵と戦っている。気のせいかブラックの動きが鈍にぶいような。体調でも悪いのか。さっきだって、バック転を失敗して頭を打っていた。

　やがてボスが倒たおされ、ショーは終しゆう了りようを迎むかえた。

「午後の部は二時からの開演となります。それではみんな、バイバーイ！」

　織子は一度もこちらをハラハラさせるようなことはなく、棒読みも改善されて、司会の仕事をこなした。ステージ脇わきに帰って行く時に勇司と目が合って、勇司が会え釈しやくをすると、織子は急に慌あわてたようになって早足で姿を消してしまった。初日にも来ているし、それほど驚おどろくようなこともないと思うけど。いや逆か。「また来てるよあの人」と思われたのかもしれない。

「お、やっぱり来てたね勇司くん。もっと前で観みればよかったのに」

　どっさりとグッズを買った澄花は、勇司と合流してそう言った。あそこに混じるのが嫌いやだったから後ろにいたのだと言ってやりたい。

「澄花さん、特とく撮さつ好きなんですね」

「好きっていうか、声出して盛り上がるのがいいのよ。ストレス発散にもなるし」

　この人にストレスというものがあるのかどうか疑わしいが、声を出すのは確かにすっきりする。カラオケと一いつ緒しよか。

「澄花、これからどうする？」

「まずはお昼にしましょ。アトラクションはそれから。勇司くんも一緒に来るでしょ？」

「はい。ご一いつ緒しよさせて頂きます」

　休みなんだからそんなにかしこまらなくてもいいのにと澄すみ花かは言うが、もう敬語は癖くせのようなものだ。というより、普ふ段だんから意識していないと社内でうっかりタメ口が出てしまいそうで怖こわい。

　ショーはあと一回。織おり子こは無事にアルバイトをすべて終えて、給料が貰もらえる。足りない分に関してはすでに他ほかの日ひ雇やといアルバイトに応おう募ぼをしており、今月末までに全額返済できるような計画は立っている。あと一息だ。

「あのっ！　菱ひし見みさん！」

　昼食はどこで食べようかと三人で歩き回っていると、そこに織子が駆かけ寄ってきた。随ずい分ぶんと走ったのか、肩かたで息をしている。

「勇ゆう司じくん、お客さんよ」

「あ、はい。遠えん藤どうさん、どうされました？」

　突とつ然ぜんのことに「様」付けを忘れてしまったが、澄花も織子も気にする様子はない。

　織子は一枚のチラシを持っていた。そのチラシと勇司を交こう互ごに見ながら、最初に電話で話した時のような消えそうな声で言葉を紡つむぐ。

「その……こんなお願い、おこがましいとは思うんですけど……。こんなこと頼たのめるの、菱ひし見みさんしかいなくて……。だから、その、私と……私の……」

「えっと、私にできることなら、何でも言ってください。遠藤様のためでしたら……」

「私の彼氏になってください！」

「……は？」
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　時間が止まったようだった。







　彼氏になってくれという驚おどろきの発言の後、チラシを見ながら織子の話を聞き、勇司はすべてに合が点てんがいった。優勝賞金５万円のベストカップル決定戦に出場するために、織子は勇司に彼氏役を頼んだのだった。

「そういうことでしたか。私でよければもちろん協力しますよ」

　普ふ段だんの勇司であれば、彼女がいてもいなくてもそんなイベントに参加はしなかっただろうが、賞金が手に入れば織子が全額返済できるとなれば、快かい諾だくする以外の選せん択たく肢しなどなかった。もちろん賞金は山分けではなくすべて織子に渡わたすつもりでいる。

「ちょ、ちょっと勇司くん！　ホントに遠藤さんと出るの？」

　どうしてか、澄花は慌あわてているようだった。

「はい。優勝できるかはわかりませんけど、遠藤さんのためにできる限りのことをしようと誓ちかいましたから」

　ふーん、と、澄すみ花かはつまらなそうな返事だ。

「あの、もしかして、お二人で出られる予定だったんですか？　それなら別に私は……」

　辞退しようとした織おり子こだが、澄花は「違ちがう違う」と手をひらひらと振ふった。

「勇ゆう司じくんが泣いて頼たのむなら出てあげようかと思ってただけよ。こんな部下だけど、根性はあるからこき使ってあげてね」

　力強く澄花に背中を押され、織子の前に立つ。

「菱ひし見みさん、よ、よろしくお願いしますっ」

「はい。こちらこそ……」

　恋人どうしらしくない、よそよそしい雰ふん囲い気きだったが無事にエントリーを済ませ、午後のショーがあるので織子とは一度別れた。

「勇司くんは私より遠えん藤どうさんの方が大事なのねー」

　口をとがらせて澄花。

「そんなつもりじゃないですよ。それに、遠藤さんから返済してもらうためには……」

「わかってるって。冗じよう談だんよ冗談。でも、私の相あい方かたがいなくなっちゃったなあ。楽しそうだから出ようと思ってたんだけど」

　が、その澄花も参加することになる。

「やあ澄花！　僕だよ！」

　無む駄だに颯さつ爽そうと現れたのは、澄すみ花かの兄、純すみ斗とだった。澄花は露ろ骨こつに「げっ」と言って逃にげようとしたが、純斗は足が速いので捕つかまった。

「何でいるの？」

「それは僕が澄花の兄だからさ！」

　まさか純斗も一人で来たとか。仲間がいたよ、ここに。

「理由になってないし！」

　暴れる澄花を軽くあしらいながら、純斗は続ける。

「そうそう、ベストカップル決定戦に、僕と澄花でエントリーするんだよね」

「はあ!?　何でもう決まったような言い方してんの？」

　本人には悪いが、澄花がうろたえている姿が珍めずらしくて面おも白しろい。

「僕の方が澄花にふさわしいと、あの彼氏に思い知らせてやるのさ。……って、ここにいるじゃないか！」

　ビシっと指を差された。今まで視界に入っていなかったのか。あと、どうして言動がいちいち芝しば居いがかっているのか。

「あ、どうも。ご無ぶ沙さ汰たしています」

　一応、頭を下げる。

「ま、まさか君と澄花ですでにエントリーしたんじゃあるまいね……」

「いえ、僕は別の人と……」

　しまった。と思った時には遅おそかった。

「何だと！　澄花という恋人がいながら他ほかの女性と出るだなんて！　どういう神経をしているんだ君は！　いや待てよ。もしかしてもう澄花とは別れたのかい？　そうなのかい？　はは。やっぱり澄花は僕の……澄花をふるなんて何事か！」

「バーニングホンノージ！」

　わけがわからなくなってきたところで、澄花がノブナガレッドの必殺技わざを繰くり出した。首に命中したせいで純斗は呼吸困難に陥おちいり、おとなしくなった。

　それから、澄花は勇ゆう司じを彼氏と言ったのは冗じよう談だんだったことを説明し、そのお詫わびに純斗と一いつ緒しよに出場してあげることになった。澄花に彼氏がいないことがわかった時の純斗の顔の緩ゆるみっぷりといったらなかった。確かに重度のシスコンだ。

　それにしても、澄花に恋人はいないのか。澄花と対等に並んで歩ける男って、それは素す晴ばらしい人間になるのだろう。

　澄花と純斗は兄妹きようだいなので出場資格はないのだが、勇司と織おり子こも偽にせカップルなので文句は言えない。しかしこの二人が敵になるのは困る。どんなゲームにせよ、絶対に厄やつ介かいだ。

「私、他人のフリしてていいかしら」

　いつの間にか、莉り奏そ奈なは少し遠くにいた。







　連休最後のブシレンジャーショーが終わって午後三時半、イベント会場には家族連れとは違ちがう、もっと若い年ねん齢れい層そうの客が集まっていた。参加者はステージ裏に集められ、スタッフから簡単な説明を受けていた。予定よりも参加者が少なかったので、一回戦に予定されていた耐たい久きゆう組くみ体たい操そうは中止として二回戦から始めることになった。いや、やらなくてよかったよ組体操。カップルでサボテンをしているのを見て何が楽しいのか。

「はは。僕らに勝てないと思ってみんな辞退したんだろうね。なんと言っても僕と澄すみ花かは運命の……いぃっ！」

「説明聞こえないから静かにしててよ」

　澄花に足を踏ふまれ、純すみ斗とは悶もだえている。見た目も経済力も申し分ないのに、どうして神様はオチをつけてしまったのか。

　参加者はほとんどが若い人たちだ。一組だけ、恐おそれるものは何もないといったふうな老ろう齢れいの夫婦がいる。組体操があったら一いつ瞬しゆんで負けていただろう。

　勇ゆう司じの隣となりで、織子が同じエントリーナンバーのワッペンをつけて並ぶ。着き替がえる時間がなかったようで、司会の時と同じ衣い装しようだ。

「あの、今さらなんですけど、すみません。突とつ然ぜんこんなことお願いしてしまって……」

　上うわ目め遣づかいで織おり子こ。

「いえ。遠えん藤どう様の返済意思が強く感じられて、嬉うれしい限りです。頑がん張ばりましょう」

　正直、勇司は織子からの申し出に驚おどろくばかりだった。

　まさか織子からこんなイベントに参加しようと言われるとは思っていなかった。いくら賞金が出るといっても、観客の前でゲームをして、もしかしたら恥はじをかいてしまうようなことになるかもしれないのに、織子は参加したいと言って彼氏役を頼たのんできた。勇司が知っている織子だったら、賞金が10万でも１００万でも敬遠していたように思う。

　司会のアルバイトをしたおかげで、人前に出るということに前より抵てい抗こうを感じなくなっているのかもしれない。織子自身がその変化に気づいているかはわからないけど。

　これに優勝すれば、織子は全額返済できる。取り立て担当として、協力を惜おしむ理由はない。今日は休みで仕事する日ではないが、関係あるものか。

「菱ひし見みさん。今は一応……その、カップルということになっているので、呼び方を……」

「あ、そうでしたね。遠藤さん、いや、名前の方がいいですかね」

　偽にせカップルだとバレてしまったら元も子もない。

「はい。織子でいいです。私も、勇司さん……で、いいですか？」

「え？　は、はい。じゃあそれで……」

　何だろう、このくすぐったい感じ。澄花や莉り奏そ奈なに呼ばれる時とは違う、こう、胸の辺りをこちょこちょされるような感覚。

　澄すみ花かに肘ひじで小こ突づかれた。

「ジョシコーセーはまずいんじゃないの？　社会人くん」

「べっ、別に僕はっ……」

　うろたえていると、大音量の音楽が流れ始めた。ステージに司会が登場したようで、観客の拍はく手しゆが聞こえる。

　その後、勇ゆう司じたち参加者がステージにあがる。観客は大半が参加者の知り合いだろう。莉り奏そ奈なの姿も見えた。

「それでは早さつ速そく始めましょう！　定番！　二に人にん羽ば織おりぃー！」

　司会のお姉さんの声で、スタッフが道具を勇司たちの前に持ってくる。二人でやるゲームの定番、二人羽織。

「……おい」

　勇司は思わず漏もらしていた。

「何か問題でもありましたか？」

　平然と司会が言う。

「食べられませんよこんなの！」

「そうですか？　でも新しん鮮せんですよ」

「生きてますからねピラニアが！」

　目の前に置かれた水すい槽そうの中では、ピラニアが元気に泳いでいた。踊おどり食いするにも無理な大きさである。と言うよりこっちが食べられる。

　参加者全員の抗こう議ぎを受けて、水槽は片づけられた。

「ちょっとした冗じよう談だんですよー。余興ってやつです」

　と司会のお姉さんは笑うが、どこまで本気だったのかは謎なぞのままだ。

　ピラニアに代わって運ばれてきたのは鍋なべの中で煮に立たつ熱々おでん。これもまたコントで使うようなものだが、ピラニアと比べるとマシに見えるから不思議だ。この企き画かくを考えた人を呼んできてほしい。

　鍋の中の具は四つ。先に食べきった四組が次に進める。

「どちらが前になっても結構ですので、相談して決めてください」

　と司会は言うが、こんなの織おり子こに食べさせるわけにはいかない。口にちゃんと入るかもわからないのに。

「織子さん、僕が食べます。後ろで箸はしを持ってください」

「で、でも。火傷やけどしちゃうかも……」

「それならなおさら織子さんにはさせられませんよ。僕がナビするんで、口まで持ってきてください」

「はい……」

　渋しぶ々しぶといった感じだが織おり子こは了りよう承しよう。どの組も男が前になるようだ。

　大きい半はん纏てんを文字通り二人で羽織って、勇ゆう司じは両手を膝ひざの上に。「失礼します」と言って織子が背中にくっつき、白くて細い手が箸はしを持つ。

「織子さん、遠えん慮りよしないでどんどん持ってきてください。僕もある程度首が動かせるんで、近くまできたら噛かみつきますよ」

「わかりました。あの、熱かったらごめんなさい」

　おでんが熱いのは織子のせいではなく考えた人のせいだ。

「スタート！」

　ＢＧＭが変わり、二に人にん羽ば織おりが始まる。まずは鍋なべの中の具を掴つかむところからだ。

「もうちょっと手前です。そのまま下にさげていってください。そうです。今、箸が大根に触ふれてますので、そのまま刺さしちゃってください。……いい感じですよ。上に持ち上げて、そこから手前に……あつっ！」

　鼻の頭に大根が命中した。

「す、すみません！」

「平気です。ちょっと下げて……はい、もう動かさなくて大だい丈じよう夫ぶです」

　目の前の大根にかぶりつく。冷まして食べたいところだが時間がない。絶対に舌火傷やけどしたよもう。

　一つ目を食べて他ほかを見てみると、誰だれもが苦戦しているようだった。いや、一組だけ異様に速いペアがある。あの老ろう齢れいの夫婦だ。

「ほっほっほ。四十年も一いつ緒しよにいれば、これくらい余よ裕ゆうですなあ。母さんや」

「そうですねえ、お父さん。ほっほっほ」

　素す直なおにすごい。まるで見えているかのように、お婆ばあさんは箸を操あやつっている。

　逆の方向からは、純すみ斗との悲鳴に近い声が聞こえてきた。

「ねえ澄すみ花か、さすがの僕でも目と鼻では食べられないよ。狙ねらってないよね。あつっ！　だから口はもっと下で……うわちゃっ！　え？　何だい？　シンクロ率が四百パーセント？　いやこれ三パーセントもいってないよ！」

　顔中を真っ赤にして純斗は頑がん張ばっていた。ここぞとばかりに澄花は攻こう撃げきしているようだ。

「勇司さん、この辺ですか？」

「はい。うっ……」

「ど、どうしました？」

　織子が体を動かしたせいで、密着度が増し、柔やわらかい感かん触しよくが背中に伝わってきた。ダメだ。意識するな。無になれ無に。織子は顧こ客きやく、織子はカード会員、織子は取り立ての相手、織子は女子高生……。

「いえ……何でもありません。今ちくわを掴つかんでますから、持ち上げてください」

「はいっ」

「っちゃぃ！」

　ちくわが鍋なべから出てきた拍ひよう子しに汁しるが目に入った。きっとこれは雑念を抱いだいた天てん罰ばつだ。甘んじて受け入れようではないか。

　四苦八苦する参加者に、観客も盛り上がっている。勇ゆう司じは、熱いおでんを食べて面おも白しろくリアクションができるお笑い芸人を尊敬せずにはいられなかった。

「しゅーりょーでーす！　こちらに濡ぬれタオルがありますのでお使いください」

　四組目が食べ終わった時点で二に人にん羽ば織おりは終しゆう了りようとなった。結果として勇司たちは二番目に完食して通過。一位は老夫婦で、澄すみ花かたちは三位だった。目を狙ねらう澄花の動きを読んでかぶりついた純すみ斗との首の動きが尋じん常じようではなかった。そのまま伸のびていくのではないかと思った。

「やるね、勇司くん。でも、私も参加したのが運のツキってやつかもね」

　澄花は不敵に笑う。純斗をひいひい言わせたので満足そうだ。

「俺は、俺の取り立てをするだけです」

「いいね。それでこそ私の部下よ」

　澄花の前で一いち人にん称しようが「俺」になってしまっていたことに、後から澄花に言われて気づいた。

　おでんが片づけられ、負けたペアがステージから退場すると、司会が声を張り上げた。

「次のゲームは彼氏に頑がん張ばってもらいましょう！　お姫ひめ様さまだっこ競走ー！」

　その名の通り、彼女をだっこしてジョイランド内を走って、二つのチェックポイントを回ってステージまで帰ってくれば勝ちだ。もちろんただ走るだけではなく、チェックポイントではクイズが出題される。上位二組が決勝戦に進むことができる。

　わあっ、と会場が沸わく。この司会のお姉さんは織おり子こと違ちがって慣れているようで、間の繋つなぎ方や盛り上げ方が上う手まい。

「あの……、一応確かく認にんですが、参加されますか？」

　スタートにあたって注目されたのが、老夫婦ペアの参加だ。司会が遠えん慮りよがちに訊きくと、お爺じいさんは当然とばかりに胸を張った。

「ジジイを舐なめてもらっては困る。女一人を抱かかえられずに何が男か！」

　カッコいいぞこのお爺さん。

「わかりましたっ！　では皆みなさん、彼女さんをだっこしてくださ……」

「腰こしがあああぁぁぁっ……！」

　誰だれもが惚ほれる発言の十秒後、お爺さんがリタイアした。歳としもあるだろうが、何よりもお婆ばあさんが結構ふくよか。

　逆にお婆さんがお爺さんを抱かかえて会場を出ていく。お婆さんが走ればよかったのではないか。

「織子さん、失礼します。あ、スカート、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「は、はい。下にスパッツを穿はいてるので……」

　カメラ対策にそれくらいは当然か。勇ゆう司じはひょいっと織おり子こを抱かかえ上げた。思ったよりも軽くて驚おどろいた。

「きゃっ……。勇司さん、力持ちなんですね」

「引っ越こしのバイトで鍛きたえられましたから」

　バイト経験二桁けたという自じ慢まんできない経歴を持つ勇司である。

「ほほう。少しは見直したよ。しかし、高校バレーで全国ベスト４の僕に勝てると思ったら大おお間ま違ちがいだよ」

　軽々と澄すみ花かを抱える純すみ斗とが得意げに言う。本当にシスコン以外はどこまでも完かん璧ぺきだ。さらに、澄花をだっこしていることによってかなりテンションが上がっている。当の澄花は嫌いやそうにどこか遠くを見ているが。

「スタート！」

　老夫婦ペアを除いた三組で競走はスタートした。ビリにならなければ決勝進出だ。

　ステージをおりて、観客席の真ん中を突つっ切る。いくら織子が軽いとはいえ、人を一人抱えて走るのはかなりの体力を使う。

「はーはっはっは！」

　純斗が長い脚あしで風のように走っていく。勇司はその後を必死に追うが、差は離はなれていくばかりだ。チェックポイントのクイズで引っかかってくれればいいが。

　もちろんコース上にはジョイランドの客が普ふ通つうに歩いているので、それをよけながら走らなければいけない。スタッフが誘ゆう導どうしてくれるのでコースを外れることはないが、人を気にしながらだと余計な体力を消しよう耗もうしてしまう。

「勇司さん、私……重いですか？」

「まったくそんなことはないです。ただ……俺も運動するのは久ひさし振ぶりでして……」

　言葉遣づかいがめちゃくちゃだが、そんなこと気にしていられない。

　もう腕うでの筋肉が悲鳴をあげようとしている。引っ越こしのアルバイトって言ったって、去年のことだしなあ。

　と、一つ目のチェックポイントが見えてきた。先に着いた純斗がクイズに答える声が聞こえてくる。

「生まれた時から一いつ緒しよさ！」

「おおっとこれはイタい！　でも正解！」

　いつの間にか先回りしていた司会が正解を告げ、純斗は再び走り去っていく。

　息を切らしながら勇司もたどり着き、クイズを聞く。

「問題です。彼女との出会いは？」

「は？」

　クイズってそういうことか。だから純すみ斗とのあの答え。それはそうだろ、兄妹きようだいなんだから。確かに知らない人が聞けばイタい発言だ。

　まずい。こっちは偽にせカップルで、出会いも何もない。

　いやー、実は彼女がカードの支し払はらいを延えん滞たいしまして。それを取り立てたのがきっかけで。

　言えるかっ。

　三番手のペアがもう後ろに迫せまっている。ここで時間を使うわけにはいかない。どうせ何を言っても正解になるのだ。

「彼女が落としたスピードを拾ったのがきっかけで！」

　半ばヤケになって勇ゆう司じは答えた。

「なぞなぞみたいなこと言ったあー！　しかも拾えないだろそれ！　もういいや正解！」

　人間、必死になると何を言うかわからないものである。ちなみに後で澄すみ花かからダメ出しを受けることになる。「ボケとして修しゆ行ぎよう不足」と。

「織おり子こさん、次行きます！」

「は、はい」

　再び勇司は走り出した。純斗と随ずい分ぶん差をつけられてしまったと思ったが、意外にもすぐに純斗の背中を視界に捉とらえることができた。どうやらコースをパレードが横断していて時間を取られたらしい。これはラッキーとしか言いようがない。

　ここで仕し掛かけるべきと判断した勇司は脚あしの力を振ふり絞しぼって加速。純斗に並んだ。

「おや、さすが澄花の選んだ部下というわけか」

「負けませんよ。お兄さん」

「お兄さんって呼ぶなあ！　僕を兄と呼んでいいのは澄花だけだ！」

　地じ雷らい踏ふんだ。

「だよね？　僕の澄花」と問いかけられた澄花は、しれっとした顔で言った。

「今日から呼び方『三みつ井いさん』に変えていい？」

「どうして急に他人行ぎよう儀ぎに!?」
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　ショックを受けて純斗は減速。勇司が追い抜ぬく。そしてそのままリードを保ち二つ目のチェックポイントへ。

「今度は彼女さんへの問題です。彼氏の好きなところは？」

「ええっ!?」

　腕うでの中の織子が目を丸くする。さっきに続いて、急造のカップルには面めん倒どうな問題だ。

　何でもいいから答えるんだ。

　こうしている間にも差を詰つめられてしまう。

「え、えっと、優やさしくて、頼たよりになって、私なんかのためにすごく力になってくれて、えと、えと……す、すごく素す敵てきな人ですっ」

　一息で織おり子こは言い切った。

　織子はクイズの答えとして適当に言ったはずなのだ。しかし女の子にこういうふうに言われたのは初めてで、勇ゆう司じの胸はキュンとしてしまったのである。まるで少女マンガのような表現だが、他ほかに言葉が見つからなかった。思えば今まで、女の子から言われる褒ほめ言葉は「いい人だよね」だった。

「一つでいいのにたくさん言ったあああっ！　私も恋がしたあああい！　正解！」

　司会のお姉さんに背中を押され、勇司はゴールの会場に向かって駆かけ出す。後ろで澄すみ花かが「敢あえて言うならお金」と答えているのが聞こえた。さすが澄花だ。

　気を利きかせたのか、ゴールまでの間に客の姿は見えなかった。しかし、これは逆にまずい。障害物がないと、純じゆん粋すいな足の速さの勝負になる。それであれば純斗には勝てない。

「ほうら！　追いついたよ」

　なんで息が切れていないんだ純斗は。負けるのは悔くやしいが、二位でも決勝に出られる。

　そう勇司が打算を始めた時、後ろから新しい足音が聞こえてきた。

「根性見せろおおおっ！」

「う、うん！」

　まさかの三番手、大学生らしいカップルが迫せまってきていた。気が弱そうな彼氏に、気の強そうな彼女が活を入れている。

　まるで競走馬が鞭むちで叩たたかれるように、彼女から気合いを入れられた彼氏は細ほそ身みの体で懸けん命めいに走る。純すみ斗としか警けい戒かいしていなかったので、不意打ちも同然だった。

「くっ……」

　三組は、ほとんど並んだ状態でイベント会場に戻もどってきた。思わぬデッドヒートに観客が沸わく。

　最後の直線でまず抜ぬけたのは純斗。澄すみ花かをだっこしていれば空も飛ぶだろう。勇ゆう司じは限界に近い両脚あしを動かして、目の前のゴールを目指した。

「勇司さんっ……」

「任せてください。俺は……どんなことがあっても、織おり子こさんから取り立てをっ……！　債さい権けんを回収しますっ！」

　ここで負けたら、織子の延えん滞たいはまだ続く。一日でも、一秒でも早く、織子を延滞から救ってあげたい。カードに潜ひそむ悪あく魔まから助けてあげたい。

　声が出ていたかはわからない。ただ、勇司はがむしゃらにゴールに向かって飛び込んでいた。







「それではっ、決勝戦に残ったカップルの紹しよう介かいです！」

　勇司の息が落ちつくのを待って、決勝戦は始まった。ギリギリで勇司と織子は二位となり、澄花、純斗ペアと一いつ騎き打うちになった。敗退したあのカップルは、彼女が彼氏を慰なぐさめながら会場を去っていった。

「まずはこちら。阿あ保ほ野の純斗さんと三みつ井い澄花さん！　美男美女のお似合いカップル！」

　純斗との参加は不本意だが、イベントにはノリノリの澄花は「イエーイ！」と手を振ふってみせる。名字が同じだと兄妹きようだいであることがバレてしまうので、純斗は偽ぎ名めいだ。あの偽名は澄花が考えたのだろう。

「お次はこちら！　巷ちまたで噂うわさの美少女司会、遠えん藤どう織子さん！　おっそろしく普ふ通つう顔の彼氏を伴ともなっての登場です！」

　おっそろしく余計なお世話だ。客席で泣き崩くずれているのはこの一週間でできた織子のファンだろうか。偽の彼氏としては申し訳ない気持ちになる。中でも人目をはばからず大泣きしている人がいた。隣となりの女の人はそんな姿を見て大笑いしているが。

「ブラックさん……」

　勇司の隣で織子が呟つぶやいた。

「ブラック？」

「い、いえ、何でもないです」

　司会は改めて賞金が５万であることを伝え、最後のゲームを高らかに告げる。

「デュエットカラオケ対決ー！」

　そう、決勝戦は歌の勝負。一曲ずつ歌って、観客の投票で優勝を決める。

　選曲のために、勇ゆう司じたちは一度ステージをおりた。司会が場を繋つないでいる。

「織おり子こさん、その、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　歌手でもないのに人前で歌を歌う。これほど度胸のいることがあるだろうか。織子のことばかり心配している勇司だが、実は緊きん張ちようしすぎて、息は整ったのに心臓は落ちつくどころか前よりも高鳴っている。

　織子のためという使命感でもって人前に出る恥はずかしさや緊張を紛まぎらわしてきた。しかし決勝戦を前にして、もし自分の失敗で負けてしまったらという新たなプレッシャーが加わり、勇司はかつてない緊張の波に襲おそわれていた。ちなみに歌は上手でも下手でもないが、カラオケとここは違ちがう。声が裏返ったらどうしよう。

　勇司でさえ震ふるえてきてしまいそうなのに、織子はマイクを持って立てるのか。そんな勇司の心配は、しかし杞き憂ゆうに終わる。

「勇司さんが頑がん張ばってくれたんです。私も……頑張りますっ」

　しっかりと勇司を見つめ、はっきりと織子は言った。その瞳ひとみと声に迷いの色はなく、勇司は自分の方が怖おじ気けづいていたことに気づく。

　そうか。一週間とはいえ、織子は毎日のようにステージに立ってマイクを持って、司会をこなしてきたのだ。初めてのアルバイトで、慣れない仕事で、遊びたいはずのゴールデンウィークを潰つぶして。

　織子は徐じよ々じよに、だが確実に変わってきている。いや、変わろうとしている。弱い自分に別れを告げるために。

　だったら、その成長を邪じや魔まするわけにはいかない。勇司は両手で挟はさむようにして頬ほおを叩たたいた。

「大だい丈じよう夫ぶ……今日だけでいいから、なんとか……」

　と、目に入ったのは何やら呟つぶやく澄すみ花かの後ろ姿。うつむいているせいか、その背中がいつもより小さく見えた。

「負けませんよ、澄花さん」

「え？　あ、そうね。うん、私だって負けないよ」

　目が泳いでいる。さすがの澄花も緊張しているのだろう。

　選曲を終え、くじで順番を決める。勇司たちが先になった。

「それでは、一曲目どうぞ！」

　ステージから見渡わたす客席は静まり返っていた。騒さわがしかったＢＧＭもやみ、選んだ曲のイントロが流れ出す。

　歌い出しは織子からだ。

　マイクを両手で持った織子は、す、と息を吸い込む。

　そして、空気が色づいた。

　織おり子この透すき通った、美しい声が歌を紡つむいでいき、会場を包む。お祭りムードだったイベント会場を、一いつ瞬しゆんにしてコンサート会場へと染め変えた。

　勇ゆう司じは自分の語ご彙いの少なさを呪のろうことになる。この美しい旋せん律りつを「天使の歌声」という陳ちん腐ぷな言葉でしか表現できなかったのだから。

　織子は音を外すことなく、バラードを繊せん細さいに歌い上げていく。

　そして勇司は、瞬時に空気を読むことに成功する。これはデュエット対決で、勇司も歌わなければいけない。しかし、会場の雰ふん囲い気きは勇司が歌うことを許してはいなかった。ずっと織子の歌を聞いていたい。むしろお前は歌わなくていい。そんな客席の願いを受けて、勇司はマイクを持った手をおろし客の一人となった。織子の隣となりという特等席だ。

　織子は一人でフルコーラスを歌いきった。

　それから数秒、まるで余よ韻いんに浸ひたるように、司会のお姉さんすら言葉を発しなかった。やがて盛大な拍はく手しゆに織子は飲み込まれた。

「すっっばらしい歌声です！　素人しろうとなのが信じられません！　彼氏は歌わずにデュエットにはなりませんでしたが、おそらく歌ったところで邪じや魔まなだけだったでしょう」

　興奮した司会は声を裏返す。だから余計なお世話だ。

　拍手に包まれ、今さらながら顔を真っ赤にした織子は、縋すがるように勇司を見た。

「勇司さん、私、全部歌っちゃって……。失敗したらどうしようって必死で、デュエットだって忘れてて……」

　もしかして失格になるのではないかと不安な表情を見せる織子に、勇司は微ほほ笑えんでみせた。

「いやいや！　すっごく上手じゃないですか！　プロなのかと思いましたよ！　俺が割り込んだら客席から空あき缶かんが飛んできますって」

　これはきっと大げさではないだろう。

　興奮の冷めない客席ではあるが、まだ澄すみ花かと純すみ斗との歌が残っている。勇司と織子は惜おしまれながらステージをおりる。惜しまれているのは織子だけだが。

　そこで澄花とすれ違ちがう。

「いい声だとは思ってたけど、驚おどろきだね。でも、勝負ごとには常に全力。これが三みつ井い家の掟おきて。遠えん藤どうさんの事情は知ってるけど、手加減はしないよ」

「望むところです」

「ま、君は歌ってないけどね」

　それは言わない約束だ。

　だが意外にも、パートナーである純斗の方が不安そうな顔をしていた。

「なあ澄花、なんならお兄ちゃんが全部歌っても……」

「いいの！　私も歌う！　三井さんは自分のパートだけ歌えばいいのっ」

「だから『三井さん』はやめてくれよ澄花！　お兄ちゃんそろそろ絶望で立っていられなくなるよ！」

　緊きん張ちようではない理由で膝ひざを震ふるわせる純すみ斗とと、どこか落ちつかない澄すみ花かがステージに上がっていった。

　織おり子この歌は文句のつけようのない素す晴ばらしいもので、観客の心を掴つかんだはずだが、勇ゆう司じから不安は消えない。なんといっても相手はあの澄花。勇司の恩人で上司で、尊敬すべき人。仕事だってカラオケだって、最高の結果を簡単に出してしまいそうな人。

「二曲目です。どうぞ！」

　澄花がマイクを口の前に持ってくる。

「～～～～」

　突とつ然ぜん、視界が大きく揺ゆれた。何が起きたのかと思ったが、すぐに自分が転んだということに気づく。

　澄花は、美人で、バリバリ仕事ができて、新人の勇司に優やさしく厳しく教えてくれて、いつも明るく仕事場を照らしてくれる、自じ慢まんの上司だ。

　その兄、純すみ斗とは九割九分が完かん璧ぺきなのに、極度のシスコンという致ち命めい的な欠点を持っている。

　三みつ井い家というのは、「玉にキズ」という言葉から逃のがれられない一族なのだろうか。

　澄花は、とんでもなく音おん痴ちだった。

　会場の観客が一いつ斉せいにずっこけるほどに。
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　表ひよう彰しよう式が終わって、私はジョイランドの事務所にいた。まさか本当に優勝できるなんて思ってもいなかった。これも菱ひし見みさんのおかげだ。何から何まで、菱見さんに頼りっぱなしだった。

「優勝したんだって？　観みに行けばよかったなあ」

　恰かつ幅ぷくのいいオーナーは笑いながらそう言った。観に来ていたピンクさんたちから聞いたのだろう。

　今日はアルバイトの最終日、お給料を貰もらう日だった。他ほかの人たちは前から決まっていたから銀行口座へ振ふり込みなんだけど、私は急な募集での採用だったから、手渡わたしなのだ。

「そんな……、恥はずかしいです」

「いやいや、堂々と歌ってたって聞いたよ。っていうか、賞金貰ったなら、給料いらない？」

「えっ？　いえ、ほ、欲しいですっ」

「ははは。冗じよう談だんだよ。はい、お疲つかれ様。一応、金額を確かめてね」

　白い封ふう筒とうを渡されて、私は言われた通り入っているお金を数えた。初めて貰うお給料。金額の問題ではなく、嬉うれしかった。仕事をしたという感覚が、何だか新しん鮮せんだった。

「……あれ？」

　中に入っていたお金は、私が計算していた額よりも少し多かった。オーナーが間ま違ちがえたのだろうか。このまま貰もらってしまおうという気持ちにはならなくて、私はすぐに金額が違うことを伝えた。

「ボーナスだよ。頑がん張ばってくれたからね」

「いいんですか？　私、上う手まくできないこともあったのに……」

　するとオーナーは、ヒーローショーがとても好評だったことを教えてくれた。ショーの後の握あく手しゆ会でも「あの司会の娘こと握手はできないのか」というリクエストがあったこと。関連グッズの売れ行きが予想以上だったこと。司会の娘が所属する事務所を教えてほしいと問い合わせが来ていること。

「いやあ、君を雇やとってよかったよ。これで君にボーナスをつけなかったらバチが当たるよ」

「べ、別に私は、そんな……」

　するとオーナーは細めていた目を開いて、真まっ直すぐに私を見た。それは、私よりもずっと長い時間を働いている、社会人の表情だった。

「君はとてもいい仕事をしたんだから、自信を持っていい。そしてその労働の対価は、きちんと受け取るべきだ」

「…………。はいっ。ありがとうございます」

　私は深く頭を下げた。

「今度、イベントを企画したらまた君を呼んでいいかな」

「はい。私でよければ」

　これはオーナーの社交辞令なのかもしれないけれど、もし次があれば、もっと上手くできるように頑張ろうと思う。

「さ、バイトのみんなで打ち上げがあるんでしょ？　行ってらっしゃい」

　はい、と私はもう一度頭を下げて、事務所を出た。

　一週間。ずっと緊きん張ちようしていて、最初は人に見られているのが怖こわくて、体力のない私はすぐに疲つかれてしまって周りの人に心配をかけてしまったこともあった。

　でもスタッフのみんながフォローしてくれて、全員でショーを成功させようって団結して、ステージに立つ人も裏方の人も、来てくれたお客さんのために力を尽つくした。

　私から取り立てをしなければいけないはずの菱ひし見みさんも来てくれて、私のためにたくさんの力を貸してくれた。もしかしたらそれは仕事のうちなのかもしれないけれど、嬉うれしかった。

　子供たちのキラキラした目や、たくさんの拍はく手しゆが、私に「達成感」をくれた。

　終わってしまうのが、名残なごり惜おしいと思うくらい。

　楽しかった。
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「悪かったね」

　ゴールデンウィークが終わった月曜日、澄すみ花かは朝から機き嫌げんが悪かった。勇ゆう司じはというと、昨日のベストカップル決定戦で織おり子こをだっこして走り回ったせいで全身が筋肉痛だった。これはしばらく続くかも。

「あの、何がですか？」

　触さわらぬ神に何とやら。明らかに虫の居所が悪い澄花とはしばらく距きよ離りを取りたいところではあるが、声をかけられては返さないわけにいかない。

「歌よ！　私、他ほかは完かん璧ぺきなのに兄と歌だけはどうしてもダメなの！　下手くそだって思ったでしょ！　小学校の合唱コンクールで担任に何て言われたか知ってる？　『口パクでお願いね』って言われたのよ？　音おん痴ちのくせに声が通るから、他の子がつられるって」

　それはいくらなんでもかわいそうだ。

「でも、その、個性的というか……」

「そんなフォローいらないってば！　何よ、遠えん藤どうさんをだっこしてデレデレだったくせにぃ。ジョシコーセーはとってもいい匂においがしたでしょうよ」

「それはっ……。はい」

「マジメか！」

　いじけた澄花はミニカーを転がして遊び始めたので、放ほうっておくことにした。多分これが正解だ。仕事中だけど。

「客席で見ていたけど、楽しかったわよ。勇司くんの歌も聞いてみたかったわ」

　向かいに座る莉り奏そ奈なはそう言って、デジカメの画像データを見せてくれた。ステージ上の自分と織子を比べると、自分の方が緊きん張ちようした顔をしていた。

「僕の歌は別に普ふ通つうですよ」

「あらそう？　今度カラオケに行きましょうか。ねえ澄花」

「イジメか！」

　莉奏奈の歌声も聞いてみたいところではあるが、澄花がいる限り、カラオケに行くのはいつになるかわからない。

　表ひよう彰しよう式の後、織子のところに年ねん齢れいもバラバラの数人の男女がやってきた。どうやらアルバイトの仲間だったようで、何な故ぜか織子は色で呼んでいた。そして勇司は彼氏だと思われていたので一いつ緒しよに冷やかされることになった。アルバイト仲間と一緒にいる織子は楽しそうだった。きっと和なごやかに仕事ができていたに違ちがいない。そして何な故ぜあの人はひたすらバック転をしていたのか。

　織おり子この給料は手て渡わたしだと聞いている。昨日のうちに貰もらえたのだろうか。それとも、後で受け取りにいくのだろうか。

「それで、本当に賞金を全部あげちゃったの？　山分けしないで？」

　ミニカーの配置を変えながら、澄すみ花かが訊きいてきた。

「はい。それで遠えん藤どうさんは全額返済できるはずですから」

　もちろん織子が素す直なおに貰ってくれるはずもなく、壮そう絶ぜつな譲ゆずり合いがあったのだが、最後は強引に勇ゆう司じが押しつけ、逃にげるように立ち去ったのだった。

「頭が下がるね。賞金の半分を貰ってれば、少しは財政危機の足しになったのに」

「確かに……そうなんですけどね」

　澄花の言う通りで、自腹で二回もジョイランドに入場した勇司の財政は逼ひつ迫ぱくしていて、今日からは手作りのおにぎり持参になっている。次の給料日までが遠い。

　と、ディスプレイを見ていた莉り奏そ奈なが顔を上げた。

「勇司くんは、家事全ぜん般ぱんできるんだったわよね」

「だいたいのことなら。母が働いていたので、ほとんど僕がやってました」

　その頃ころにアイロンがけを修得したのは今になって助かっている。ワイシャツをすべてクリーニングに出していたら一ヶ月でかなりの出費になる。

「それならバイトしない？　一週間に一度、私の部屋に来て掃そう除じと洗せん濯たくをしてほしいの。どうにも苦手で、溜たまっちゃうのよ。それと、ご飯も作ってくれると助かるわ」

　あまりに魅み力りよく的なアルバイトである。洗濯となれば、アレやコレもあるだろう。

「喜んで。いつからでもできますよ」

「そう？　助かるわ。それなら早さつ速そく週末にでも……」

「ダメっ！　莉奏奈ちゃんは存在が逆セクハラなんだから！」

　澄花が腕うでを交差させてバツを作る。「ひどい言い方ね」と莉奏奈は言うが、言い得て妙みようだとも思う。

「別にいいじゃない。勇司くんは下着を盗むような子じゃないし、私だってたまには手料理が食べたいのよ」

　どうやら莉奏奈の食生活は外食や出来合いの物が多いようだ。

「でもだって、勇司くんも男だよ？　二人っきりになって、突とつ然ぜんケダモノになって襲おそわれちゃうかもしれないじゃない」

「ケダモノって……」

　情けない話だが、自分にそんな度胸がないのはわかっている。

「襲ってきたら、襲ったことを後こう悔かいさせてあげましょうかね」

　怖こわいよこの人もう。

「とにかくダメなんだからっ。これは命令だからね！」

「あら、上司の命令なら仕方ないわね」

「はあ」

　貴重な収入源が途と絶だえた瞬しゆん間かんだった。そんなにムキにならなくてもいいのに。

　それから、澄すみ花かがミーティングで使うという資料作りの手伝いをしたり、四月の回収成績をまとめる作業をしているうちに午前中が終わっていった。

　澄花から恵めぐみの唐から揚あげを貰もらい、おにぎりを食べて午後。受け持っていた百件督とく促そくをしていて気づいたこと、延えん滞たいした会員の傾けい向こう、相手に言われて困ったことなどを挙げ、それについて澄花と莉り奏そ奈なから助言や対処法を教えてもらった。

　そして夕方になって織おり子こから電話があった。

『菱ひし見みさん、お金、用意できました。すぐにお返しできます』

　織子の声はどこか嬉うれしそうだった。ついに待ち望んだ日が来たのだ。延滞が解消できるその日が。

「すぐにお給料、貰えたんですね」

『はい。それに、オーナーがボーナスをつけてくれたんです』

　なんとも太っ腹な話だ。それほど織子はブシレンジャーショーに貢こう献けんしたのだろう。そういえば、契けい約やく社員ってボーナス出るのだろうか。

　このままだと仕事を忘れて雑談をしてしまいそうなので、勇司は事務的な案内をすることにした。

「それでは返済用の口座をお伝えしますので、そこに振ふり込こみを……」

『あ、あのっ』

「はい？　何でしょうか」

『直接お渡わたししても、いいでしょうか。その、お時間を取らせてしまうとは思うんですけど、菱ひし見みさんにはとてもお世話になったので、返済も、できたら直接と思って……』

　もちろん、断る理由なんてない。

　勇司は電話を切ると、「遠えん藤どうさんからお金を受け取ってきます！」と言って会社を飛び出した。







　待ち合わせはいつものカフェ。そう聞くとまるでカップルのようだが、実際のところは債さい権けん者と債務者であり、しかしその関係もあと数分で終わりである。

　織子の高校からの方が近いので、今までは織子が先に着いていた。

「ねえ、知ってるよ。ジョイランドでバイトしてたんでしょ？」

「しかもぉ、なんか大会で優勝して賞金も貰ったんだって？」

　今日も織おり子こが先に着いていたのだが、そこにいたのは織子だけではなかった。勇ゆう司じが改札を出ると、カフェの前の通りで織子が二人の女子生徒に絡からまれていた。織子のクレジットカードを使って買い物をし、延えん滞たいに追い込んだあの茶ちや髪ぱつと金髪の女子。澄すみ花かの従い姉と妹こによると織子をイジメている主犯もあの二人だそうだ。

　ここで偶ぐう然ぜん遭そう遇ぐうしたのか、それとも学校を出る時に見つかって、逃にげきれずについてこられてしまったのだろうか。

　咄とつ嗟さに、勇司は近くの建物の陰かげに隠かくれた。

　織子のアルバイトは確かに目立つ仕事で、連休中にジョイランドに遊びに行った高校生はたくさんいただろう。いくら子供向けのヒーローショーだったとしても、そこに織子がいたことは知られていてもおかしくない。ベストカップル決定戦の決勝で歌まで披ひ露ろうしてしまったし。織子は知られてしまうことも覚かく悟ごの上で、参加を決意したはずだ。

「お金あるんでしょ？　ちょっと貸してよ。絶対返すからさあ」

　返すわけがない。織子のカードが使えなくなったから、現金にまで手を出すつもりか。

「いやっ……」

　織子は鞄かばんを抱だいて、拒きよ否ひの姿勢を見せる。

　できることなら、今すぐ出ていって織子を守ってあげたい。が、勇司は駆かけ出したい衝しよう動どうを抑おさえる。

　目の前で展開されているのは生徒どうしの問題。カード会社の取り立て担当が割って入ることはできない。勇司は友達でも家族でも担任でも恋人でもない、債さい権けん者なのだから。

　そしてこれは、織子自身が立ち向かっていかなければいけない障害なのだ。

「きゃっ」

　織子が拒否したことが気に食わなかったのか、茶髪が織子を突つき飛ばした。その拍ひよう子しに鞄が落ちて、中から封ふう筒とうが出てくる。目ざとく見つけた金髪がそれを拾い上げた。

「何これ……。うわっ、お金入ってる！　ほら、10万くらいあるんじゃね？」

「マジだ！　ねえ遠えん藤どう、これ貸してよ。いいでしょ？」

　これだけ人をイライラさせる喋しやべり方もない。

　こんなふうにして、織子はカードを貸してしまったのだろうか。

　もしその頃ころの織子なら、このままお金を貸してしまったかもしれない。絶対に返ってこないとわかっていながら、怖こわくて怯おびえて、何も言えずに差し出してしまったのかもしれない。

「返してっ！」

　でも、今の織子は違う。

　織子はお金を数える金髪に掴つかみかかり、封ふう筒とうを奪うばい取った。まさかの反はん撃げきに、金髪は顔を歪ゆがめる。

「遠藤っ！　お前っ……」

「これは大事なお金なの！　あなたたちが使っていいお金じゃない！　私のお金なの！　カードも貸さない！　もう私に関かかわらないで！」

　勇ゆう司じは涙なみだが出そうだった。織おり子こは自分の意思を、はっきりと声に出して伝えたのだ。返済のためのアルバイトを経て、織子は拒きよ否ひできる勇気と、言い返せる度胸を得たのだ。

　が、おとなしく引きさがる二人ではなかった。常に優位を保っていた相手から反はん抗こうされたことがよほど癪しやくに障さわったらしく、額に血管が浮き出そうな剣けん幕まくで織子に詰つめ寄った。

　女子どうしで、果たして暴力は振ふるわれるのか。勇司にはわからない。

　織子は十分に戦った。壁かべを乗り越こえた。

　だったらもう、割って入らせてもらおう。大義名分はある。二人が奪うばおうとしているお金は、ＫＴカードへ返済するためのお金だからだ。勇司はあのお金を取り立てなければならない。債さい務む者が得たお金が、他ほかのところへ行ってしまう前に自分の会社に返済してもらう。それは取り立て担当に求められるスキルだ。

「失礼します」

　大おお股またで歩み寄ると、勇司は織子と二人の間に立った。

「勇司さんっ」

　背中から、織子の安あん堵どの声が聞こえた。無意識かもしれないが、昨日限りの呼び方だった。

「誰だれ？」

　突とつ然ぜん現れた、スーツでしかも教師でもない男に、二人は眉み間けんに皺しわを寄せる。ＫＴカードと名乗る必要はない。

「遠えん藤どう様の知り合いの者です。失礼ながら、先ほどからやり取りを見させて頂きました。遠藤様はお金の受け渡わたしを拒きよ否ひしているようですが、それでも強要するおつもりでしょうか」

「はあ？」

「これ以上は恐きよう喝かつとみなし、警察へ通報することになりますが、よろしいですか？」

　敬語は忘れず、丁てい寧ねいに、会話の主導権は常にこちらに。取り立ての話し方。

「いやだからお前は誰だれだって……」

「よろしいですか？　訊きいているのは私です」

　勇司は携けい帯たい電話を取り出した。それが決め手となり、二人は捨てゼリフもそこそこにどこかに行ってしまった。

　相手は債務者ではないが、毅き然ぜんとした態度というのは誰にでも通用するものだ。

「勇……あ、菱ひし見みさん、ありがとうございます！」

「いえ。遠藤様がお困りのようでしたので」

　あの二人のことについて勇司は事情を知っているし、織子にとっては言げん及きゆうされたくないことだろう。だから勇司はそれ以上は何も言わなかった。

　織子を店内に促うながそうとしたところで、聞き慣れた声が飛んできた。

「なかなか決まってたじゃない。カッコよかったよ、菱ひし見みくん」

「澄すみ花かさん、どうしたんですか？」

　しまった。会員である織おり子この前でいつものように呼んでしまった。

　でもどうして澄花まで来たのだろう。今日は返済の相談ではなく、お金を受け取るだけなので、勇ゆう司じ一人でも大だい丈じよう夫ぶなはずだ。

　澄花はバッグから一枚の書類を取り出した。

「あのねえ、現金で受け取ったら、すぐに領収書を発行しないといけないの。遠えん藤どう様の金額で作ってきてあげたから。もう、感謝してよね」

「あ……」

　忘れていた。じゃない、知らなかった。織子が返済できると言ってくれたのが嬉うれしくて、お金を受け取る時のことをろくに確かく認にんせずに会社を出てきてしまったのだ。

「まったく、このドジっ子は」

「ふふっ」

　織子にまで笑われてしまった。さっきまでカッコよく決まっていたはずなのに、上う手まく締しまらないものである。

「この度たびは、ご迷めい惑わくをおかけしました」

　カフェに入って、勇司は織子から封ふう筒とうを受け取った。

「菱見くん、確認して」

　封筒からお金を出して、お札と硬こう貨かを数える。10万８７４３円。延えん滞たい分、ちょうどだ。

「確かに頂きました。ご返済、ありがとうございます」

　その証あかしとして、織子に領収書を手渡わたした。

　延滞が始まってから約一ヶ月、織子は返済を完かん了りようした。すぐに五月の決済日が来るが、請せい求きゆうは携けい帯たい電話の料金だけなので、返済して余った分とお小こ遣づかいで引き落としはできるだろう。

「では、本日中に返済の処理をしますので、明日からカードは利用できるようになります。今後、また延滞があった場合にはカードの強制解約ということにもなりますので、お気をつけください」

　澄花が事務的な案内をする。織子は「はい」と頷うなずいた。

　さらに澄花は続ける。

「この度のご延滞、実際にカードを使ったのはご友人ですが、支し払はらいをされたのは遠藤様です。カードの怖こわさと、カードを持つという責任の重大さを身をもって知ったかと思います」

「……はい」

「ですから、もしあなたの周りでカードの貸し借りがあれば、その時はしっかりと注意をしてあげてください。もしかしたら、その人は『ちょっとくらい』と言うかもしれません。しかし、そのちょっとが重大な事態を招くということも、教えてあげてください。遠藤様になら、それができると思います」

　真まっ直すぐな澄すみ花かの視線の先で、織おり子こは力強く頷うなずいた。

　もう織子は、クレジットカードで過あやまちを犯おかすことはないだろう。延えん滞たいし、取り立てを受ける辛つらさを知っているから。便利さの裏に潜ひそむ、四角い悪あく魔まを見ているから。

　さて、返済も終わって紅茶を飲みながら雑談といきたいところだが、まだ仕事中で、会社に帰ってやることがある。織子が健全な会員になり、勇ゆう司じが督とく促そく業務をしている限り、これから織子と関かかわることはないだろう。

「それでは、失礼します。遠えん藤どう様、今後とも……」

　よろしくお願いします、と会社員としての挨あい拶さつをして席を立とうとした時、織子が「あのっ」と遮さえぎった。

「何でしょうか」

　織子は頬ほおを染めて、視線をせわしなく泳がせながら「えっと」「その」を繰くり返し、やがて勇司と目を合わせた。一週間でファンを作ってしまうほどの少女にじっと見つめられ、勇司の心臓が反射的に高鳴る。

「私と友達になってくださいっ！」

「……はい？」

　と勇司は裏返った声を漏もらし。

「わお」

　と澄花は感かん嘆たんの声をあげる。

「菱ひし見みさんが私の担当になって、支えてくれたから、私は返済ができたんです。菱見さんにとっては仕事で、そうするのが当たり前だったのかもしれません。でも、私は菱見さんに助けてもらったんです。だから、その……これからも、その……」

　それ以上言葉が見つからないのか、織子は顔を真っ赤にして鞄かばんをさぐり、携けい帯たい電話を取り出した。

　勇司は戸と惑まどう。勇司はＫＴカードの社員で、織子は会員。個人的な付き合いというのは許されることなのか。

　判断に迷って澄花に助けを求めると、澄花は薄うすく笑った。

「いいんじゃない？　延滞中だったらちょっとよろしくないけど、今はただの会社員と女子高生だもの。友達になって悪い決まりはないよ」

　会社員と女子高生という響ひびきによからぬ想像をしてしまった自分は後で反省するべきだ。

「じゃあ……遠藤さん、これからもよろしくお願いします」

　ＫＴカードの会員という意味ではなく、友人として。

「はいっ。菱見さん、本当にありがとうございました」

　なんてきれいな笑え顔がおなんだろう。

　この笑え顔がおを曇くもらせていた悪あく魔まは、もういない。







　会社へ帰る電車の中、織おり子このお金が入った鞄かばんをしっかりと持ちながら、勇ゆう司じは長く息を吐はき出した。

「よかったぁ……」

「うん。延えん滞たいも長引かず、希望通り家族にも知られずに済んだね。学校でのイジメも、いい方向に進んでいくんじゃないかな」

　もちろん、澄すみ花かも一いつ緒しよに連れん絡らく先を交こう換かんしている。友達になった澄花は早さつ速そく「織子ちゃん」と呼んでいた。

「僕がカフェに着いた時、あの二人組に絡からまれてたんです。でも、遠えん藤どうさんは突つっぱねて、戦ってました」

「あのアルバイトで自信がついたんじゃないかな。学校でも、遠藤さんから言い返せるようになれば、周りの友達も加勢してくれるよ」

　そうなることを願う。いや、きっと大だい丈じよう夫ぶだ。織子は強くなった。

「澄花さん、僕のことを信じてくれて、ありがとうございました」

　吊つり革かわから手を離はなして、頭を下げる。

「だからぁ、信じるって言ったじゃん。君は私がスカウトしたんだから。それにさ、私たちは何の会社の社員だったっけ？」

「……クレジットカード、ですけど」

「『クレジット』は『信用』って意味だよ。信用取引の世界に生きる私たちが、人を信じられないでどうするのよ。はいっ、今いいこと言った。君の心のメモ帳にメモっておいてね」

　最後のセリフと、気持ちいいくらいのドヤ顔がなければもっとよかったのに。

　自分は、騙だまされて借金を背負った。一時期はどの友人も信じられなくなった。澄花のことだって最初は疑っていた。

「人を信じるのって、難しいですよね」

　でも、信じないと何も進まない。信じていれば、絶対に報むくわれる時が来る。

「そうだね。……勇司くん、前に言った私が君をスカウトしたもう一つの理由、教えてあげる」

　歓かん迎げい会の時に澄花が言っていた、債務者の気持ちを知っているという以外の、もう一つ。

「はい、知りたいです」

「実はね。君に会ったあのファミレスで、私も取り立てをしてたんだよ。四十過ぎの、旦だん那なに内ない緒しよでカードを使って延滞した奥さんからね。最初の時の織子ちゃんみたいに小さくなって、声なんて、身を乗り出さないと聞こえないくらいだった」

　その面談が終わって澄花も帰ろうとしたところで、勇司の声が聞こえたのだという。消費者金きん融ゆうの取り立て担当を相手に誠意を見せる勇ゆう司じの声が。

「すぐにわかったよ。彼はきっと絶望的な額の借金を背負ってるって。でも、彼からは全部返そうって気持ちが伝わってきた。それこそ、相手の取り立て担当が引いちゃうくらいに」

「あ、あの時はちゃんと返したいって気持ちをどうにか伝えようと思って。声、大きくなっちゃったんですけど……」

「声の大きさはともかく、私はその彼に取り立て担当としての素質を見み出いだしたの。一つは最初に言った、債さい務む者の気持ちがわかるってこと。そして、お金に対して誠実で、どんな困難があっても絶対に諦あきらめない心の持ち主だってこと」

　そう言う澄すみ花かはやっぱり美人で。仕事もできて、いつも明るくて、優やさしくて、隣となりに並んでいるのが分不相応だと思ってしまうくらい。

「買いかぶりすぎですよ。僕はそんなに立派な人間じゃないです」

「そう？　私としたことが見込み違ちがいかー。じゃあ１０００万返して」

　はい、と手を出す澄花。

「……ずるいですよ」

「あははっ。んー、どうにも君は卑ひ屈くつすぎるなあ。そうね……勇司くんは私のこと、すごいと思う？」

　カーブにさしかかった電車が揺ゆれる。

「すごいと思います。僕が今まで会ってきた人の中で、一番」

　これは間違いなく本心だ。澄花は満足げに頷うなずいた。

「よろしい。それじゃあ、そんな君にとってすごい私が選んだ君は、同じくらいすごい。どう？　この理り屈くつ」

「そう言われても、僕は……」

　素す直なおに受け取れない。きっとまだ、１０００万という借金を背負ってしまったことを後こう悔かいしていて、肩かた代がわりしてくれた澄花に負い目があるから。

　ぽん、と、澄花は勇司の肩に手を載のせた。

「ま、これからずっと仕事をしていれば自信もついてくるよ。君は今日、一つの債さい権けんを回収した。今はその余よ韻いんに浸ひたろうか」

　鞄かばんの中には、織おり子こが色んな思いをして頑がん張ばって作った10万円が入っている。重みのある10万円だ。

　扉とびらが開いて、乗客が少し増える。会社まではあと二駅だ。

「…………」

　それにしても。

　勇司は自分が担当した初めての案件が解決し、澄花の言う通り余韻に浸りながら不思議な気持ちにとらわれていた。取り立てという仕事。誰だれかがやらなければいけない仕事。どうしたって言葉のイメージが悪い仕事。

　織おり子この涙なみだを見て、心を痛めたこともあった。延えん滞たいの理由を知っていてもなお、織子に返済を迫せまらなければいけなかった。でも……。

「今の君の気持ちを当ててあげよっか。『取り立てをした相手からお礼を言われるとは思わなかった』。違ちがう？」

　どうしてこの人は。

「……違わないです」

　心が読めるんだろう。

　もしかしたら、澄すみ花かも同じ思いをしたことがあるのかもしれない。

「確かに取り立ては、聞こえが悪い仕事だと思う。債さい務む者には、血も涙もない鬼おにのように思われることだってある。でもね、こっちが常に丁てい寧ねいに、真しん摯しに臨のぞめば、必ずそれは救済になる。助けた人からお礼を言われるのは、普ふ通つうのことでしょ？」

「はい……」

　電車が駅に着いた。改札を出てから会社までの短い道を、澄花は少しだけ勇ゆう司じの前を歩いている。

「君は自分の時間を使って、体を張って、織子ちゃんを助けた。私や莉り奏そ奈なちゃんじゃあそこまではできなかったと思う。君が回収したのは、会社が持っている何十億という債権のうちの10万円だけど……」

　振ふり返って、澄花は笑った。背中には、夕ゆう陽ひを反射するオフィスビル。

「君は、最高の取り立てをしたよ」
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　　　　　エピローグ







　歓かん迎げい会をしてもらった高級居酒屋。個別対応班の三人は再びその個室でジョッキをぶつけていた。

「我らが期待の新人、勇ゆう司じくんの初案件解決を祝って、かんぱーい！」

　澄すみ花かは相変わらずの飲みっぷりだ。これであんまり強くないから困る。

「一いつ緒しよにバイトを探してあげて、彼氏役になって賞金まで稼かせいで返済させるなんて、この仕事やってて初めてよ。あなたみたいな担当は」

　莉り奏そ奈なはどこか呆あきれたような口調だが、ビールを飲む口は笑っていた。

「でしょ？　信じられないよね。だけどそれが勇司くん流ってやつだし、大切にしていくべき心構えだと思うよ。そしてちゃっかり女子高生のメアドまでゲットしちゃったわけよ！」

「……あなた、あの娘ことメアド交こう換かんしたの？」

　莉奏奈が驚おどろいた顔というのを初めて見たかもしれない。

「遠えん藤どうさんが、その、友達になってくださいって……」

　ついさっき、織おり子こから最初のメールが来た。改めてお礼の言葉と、これからもよろしくお願いしますという内容だった。一応返信はしたが、年下の女の子とメールなんてしたことなくて、これからどうしようと悩なやんでいる勇司である。

「いやー、私もびっくりしたよ。あの織子ちゃんが、いきなり友達になってくださいなんて言うんだもん。バイトとか、人前で歌を歌ったりして、ふっ切れたのかな」

　枝豆を口に放ほうり込み、澄すみ花かは言った。確かに勇司も驚きだった。勇司は先せん輩ぱいでも後輩でも同級生でもなく、自分から債務を取り立てたカード会社の社員なのだ。囚しゆう人じんと刑けい務む官と言ったら大げさだが、もう顔も見たくないと思われても仕方ない関係である。

　へえ、と、莉奏奈は何か考えているようだった。

「意外とやり手ね、勇司くん。……そう、制服が好みなのね」

「何の話ですか！」

　考えて言うことがそれか。

「まったまたぁ。いいじゃない。あんな美少女とお近づきになれたんだから、仲良くしちゃいなさいよ。織子ちゃんだって、まんざらでもなさそうだよ」

　すでにビールが二に杯はい目になっている澄花は、もう顔が赤い。

　それはもちろん、織子のようなきれいな女の子と仲良くできるのは男として嬉うれしい限りだ。

「でも、僕は社会人としてまだまだ未み熟じゆくですし、今は、なんというか……仕事をたくさんこなして少しでも早く澄すみ花かさんの役に立ちたいというか……」

「マジメか！」

「でもこんな子もいいじゃない。今どき貴重だと思うわ。まったく、最近の新人ときたら、口ばっかりで全然……」

　莉り奏そ奈なは頼たのんでいたウイスキーが来ると一気に流し込んだ。前の会社でのことを思い出したのだろうか。

「まあ、そこが勇ゆう司じくんの魅み力りよくだもんねっ。なるほどなるほど、勇司くんは女子高生よりもＯＬ派と……」

「話が繋つながってませんよ！」

　莉奏奈にツッコミ係を任されていなくても、ツッコミをせざるを得ない。だって他ほかにいないんだもの。

　あっという間にグラスを空にしてしまった莉奏奈は、新たに注文をしながら足を組みかえる。

「なら私もたまにはスーツで出勤してみようかしら」

「あ、それ面おも白しろい！　じゃあさ、週に一回はコスプレして仕事する『勇司くんデー』にしてみない？」

「何でそれに僕の名前がつくんですかっ」

「逆に勇司くんがコスプレするってのもアリか」

「ないですよ！」

　この酔よっ払ぱらいたちめ。

　こんな二人だが、昼間は尊敬できる上司と先せん輩ぱいなのである。明日になったら、またバリバリ仕事をするに違ちがいない。仕事ができる人というのは、オンとオフの使い分けもしっかりしているのだ。いや、この人たちは仕事中でも突とつ然ぜんオフになることあるけど。

「はいそれでは、勇司くんお待ちかねの返済タイム。織子ちゃんから回収した10万８７４３円、二で割って端は数すう切り上げで５万４３７２円。これを私が立て替かえた勇司くんの借金１００３万６５４２円から引くとぉ？　９９８万２１７０円！　早くも１０００万を切りましたー！」

　忘れていたわけではない。ただ、織おり子この取り立てに必死で、回収した金額の半分が自分の借金から差し引かれることなんて、隅すみに追いやられていた。

　澄花の暗算に感心しつつ、先が長いことを思い知らされる。

「まだまだですね……」

「焦あせらない焦らない。これからずっと仕事をしていくんだから、着実に回収していけばいつかは終わるんだし。どれだけかかってもいいよ。利子もつかないしね」

　きっとこの借金が完済する頃ころ、自分は一人前になれているのだと思う。

　澄花の支えになってほしいと、莉奏奈は言った。澄花という勇司にとって大きすぎる人を支えられるようになるには、多くの案件をこなし、積極的にいいところを盗ぬすんで、自分から成長していくしかない。

「澄すみ花か、あれ、渡わたすんじゃないの？」

　ふと、莉り奏そ奈ながそんなことを言った。澄花は「そうそう」とバッグから長方形の箱を取り出した。

「何ですか？」

「初案件の解決記念にプレゼント。個別対応班のメンバーにはあげることにしてるの。って言っても、他ほかは莉奏奈ちゃんしかいないけどね」

　それはボールペンだった。しかも勇ゆう司じの名前が入っている。今使っているプラスチックの物ではなく、銀に輝かがやいて、重みがあって、見ただけで高級品だというのがわかる。

「ありがとうございますっ！　大切にします！」

「私と莉奏奈ちゃんも色違ちがいを持ってるの。机にしまっちゃわないで、ちゃんと使ってね。個別対応班の仲間として、これからもよろしく！」

　差し出された手を握にぎる。

「……ずるいですよ、澄花さん」

　口をついて出たのは、そんな言葉だった。

「およ？　何が？」

　お揃そろいのプレゼントをして、「仲間」という言葉を使って。

「僕、単純だから……。頑がん張ばろうって、思っちゃうじゃないですか」

「にひひ。それが狙ねらいだからね」

　ほら、その笑顔がずるい。

　勇司はジョッキに残っていたビールを流し込んだ。

「明日からどんどん仕事ください！　やりますよ僕は！」

　アルコールの勢いもあったのだろう、力強く拳こぶしを握った勇司に、澄花と莉奏奈は顔を見合わせ、そしてにやりと笑った。

「言ったね？　じゃあ、今私が持て余してる債権が五件ほどあるんだけど、全部あげるね」

「……ん？　あれ？」

「私も七件ほどあるのよ、やりたくないのが。あげるわ」

「ちょ、ちょっと待ってくださ……うおふっ」
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　生なま春はる巻まきを突つっ込まれた。

「男に二に言ごんはなし！　あ、それと織おり子こちゃんの件の報告書、明日の午前中までね」

　さらりと仕事が増えた。あとこの生春巻き美お味いしい。

「……会社戻って仕事していいですか？」

「ダメー！　今夜はとことん飲むんだから！　すみませーん、この白ワイン、ボトルでくださーい」

　まだ月曜日なんだけど。

　そうだ、ウコンを食べよう。もう生でかじってやろう。







　なんとか日付が変わる前に家に帰ってこられた勇ゆう司じがウコンを食べながら着き替がえていると、携けい帯たい電話に着信があった。

「もしもし、どうしたの？」

『勇司、体は大だい丈じよう夫ぶ？　風か邪ぜは引いてない？』

　母からだった。

「いたって健康だよ。ゴールデンウィークは帰れなくてごめん」

『それはいいんだけど……。ちゃんと寝ねられてる？　ほら、流は行やってるんでしょ？　何だっけ？　たくさん働いたのに残業代が出ないとか、そうそう、ブラック企業っていうの』

　どこで知ったのだろうか、そんな言葉。息子むすこが就職すると聞いて、母なりに調べたのかもしれない。

「流行ってるって……。残業代は出るし、むしろ残業がなくて困ってるくらいだよ」

『そう……。会社の人とは上う手まくやれてる？　パワハラとか、受けてない？』

　大学を辞やめて突とつ然ぜん息子が働き始めたのだ、母の心配する気持ちはわかる。母ぼ子し家庭で一人っ子だから、なおさら。

「パワハラなんてないって。いい人ばっかりだよ」

　逆セクハラみたいなのはあるけど。それは母に言うことではない。

『明日も仕事あるのよね。突とつ然ぜん電話して、ごめんね』

「ううん。心配してくれてありがとう。でも大だい丈じよう夫ぶだよ。配属された先の上司と先せん輩ぱいがさ、すごく優やさしくて、楽しい人たちなんだ。上司は三みつ井い澄すみ花かさんっていって……」

　いつか正社員になれて、収入が増えて、今より少し広い部屋を借りられるようになったら、特区に母を呼んで、一いつ緒しよに暮らそうと思う。一人で育ててくれた母親に親孝行をしようと思う。

「俺……会社に行ってあの人たちと仕事をするのが、すごく楽しいよ」






　　　　　あとがき




　この作品には、剣けんや魔ま法ほう、主人公に秘ひめられたすごいパワーなどは登場しません。出てくるのはクレジットカードを始めとした、お金に関することばかりです。そのため、お金なんて嫌きらい、お金なんて見たくもないという方は本作を好きになれないかもしれません。

　ですがお金が嫌いなんて人はいるはずもないので、安心してこの物語を皆みな様にお届けしたいと思います。







　こんにちは。高たか遠とお豹ひよう介すけです。新作、『三みつ井い澄すみ花かと四角い悪あく魔ま』いかがでしたでしょうか。

　冒ぼう頭とうにも書きました通り、本作はお金という現実的なものを取り上げています。皆様のもとに美少女が降ってくることはありませんが、お金の問題は起こり得るものです。この本を読んで、財さい布ふの紐ひもの具合を見直して頂けたのなら幸いでございます。

　あー、降ってこねえかなあ、美少女。







「何でも買える魔法のカード」と、私はクレジットカードのことを冗じよう談だんめかしてそう言うことがあります。実際は使った分だけ請せい求きゆうがあり、口座から引き落とされるので、たくさん使うと、明細書を見て「おおう！」ってなったりします。私もありました。ですがやっぱり便利な物なので、持っている方は計画的に利用しましょう。

　電でん撃げき文庫の読者には学生の方も多く、カードを持っていない人も多いでしょう。それに、「使いすぎが怖こわい」「偽ぎ造ぞうなどの犯罪に遭あうのが怖い」という人も少なくないかと思います。ですがこの世の中、現金一いつ括かつ払ばらいで買うのが困難な物もたくさんあります（家、車、愛など）。ですので、持っているけど使っていないという方は使ってみてください。また、本作を読んで興味を持って頂けたなら、是ぜ非ひカードを作ってみてください。きっと皆様のお役に立ちますから。買えなかったものが買えますよ（愛を買えなかった方からの苦情は受け付けておりません）。







　いくつか本編の補足をさせて頂きます。




　補足その１

　中学、高校生の皆様は……もうちょっと待ってください。本編中では高校生でもカードを持っていますが、現在の我が国では、高校生向けにカードを発行している会社はなかったかと思います。




　補足その２

　勇ゆう司じや澄すみ花かと同じような仕事をされている方は「おや？」と首を傾かしげたかもしれませんが、本作では「遅ち延えん損害金」が加算されておりません、平たく言えば「延えん滞たい料」です。ＣＤやＤＶＤなどをレンタルして、返へん却きやくが遅おくれてしまうと追加料金を払はらいますよね。それと同じで、実際は延滞した額よりも多く支払いをしなくてはいけません。ですが、ただでさえ本文中に数字の多い本作ですので、できるだけ読みやすいように遅延損害金についてはカットしております。決して計算するのが面倒だったわけではありません。ホントですよ？




　補足その３

　本編中では新人の勇司が美人の先せん輩ぱい二人に優やさしく仕事を教えてもらっていますが、そんな幸せな会社はありません。







　以下、謝辞となります。

　前作『ぷれいぶっ！』に引き続きイラストを描かいて頂きましたプリンプリンさん。素す晴ばらしいイラストをありがとうございます。また、先日行われました秋の祭典にて販売された公式海かい賊ぞく本ぼんに掲けい載さいされているイラストにつきましても、この場を借りてお礼を申し上げます。プリンさんがどうしても下した乳ちちと脇わきが描きたいって言うから！　心の底からありがとうございます！

　今回、舞ぶ台たいが会社ということで必然的にＯＬが登場することになり、いつもよりテンションが高い（ような気がした）担当様。毎回のことになりますが、遅おそい時間まで打ち合わせにお付き合い頂きましてありがとうございます。

　そして、この本を手にとって読んでくださった読者の皆様に最大の感謝を。

　機会があれば、またお会いしましょう。








高たか遠とお豹ひよう介すけ
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高たか遠とお豹ひょう介すけ

東京生まれの千葉育ち。クレジットカードは４枚持っていますが、２枚は使っていません。メインが１枚、ネット通販用が１枚。

メガネよりもメガネケースの数が多いのは何故なのか。
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プリンプリン

１９８○年１月12日生まれ。

インコ臭をくんかくんかするのが趣味の自称Ｂ型。

９月末に関東へ引っ越しました。都会!!
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